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『二重星？』

『そうだよ。一つに見えるけど、実は二つの星なんだ』

『へぇ、なんだかすごくロマンチックね。ずっと寄り添い合っている二つの星、だなんて』

『でも、あの星は──』
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　二重星アルビレオが、視える──。

　擱かく座ざした巨人の眼を通じて、あの時私は、星を見ていた。

　はくちょう座[image: β]星。北十字の切っ先に輝く二重星。引き合い廻り続ける二つの星、のはず。

　あの時教えられた、北の夜空を彩る宝石。あの時はただただ綺麗だ素敵だと感動していたけれど。今ならわかる。美しく輝き続けるあの二つの星も、いつかはその輝きを失う。力を使い果たして燃え尽きる。

　私達人間にとっては遙はるかな未来の話だけれど、星にも終焉おわりはかならず訪れる。

　その構成元素が核融合によって重元素と化して終わりに向かう時に。赤色巨星を経て、白色矮わい星せいや中性子星、あるいは超新星爆発やブラックホールとなった、その時に。

　それならば、惑星の死とは、一体何をもって定義すればいいのだろう。

　恒星の晩年に吞み込まれる時か、吹き飛ばされて塵ちりへと帰る時か。

　あるいは、その惑星に発生した生命が、死滅する時だろうか──。




[image: †]




　──そう、自分たちが今、ここで死滅しようとしているように。

「────!?」

　通信回線に雑音交じりの叫びが響いても、反応を返すこともできない。

『──もう！　何言ってるかわかんないっての、ばか!!　簡易自己診断モード起動。壊え死し及び切断された回路シナプスは予備組織で迂う回かい路ろを形成、エネルギー伝導パイプは駆動用金属繊維を流用してバックアップ──ああ、ダメだ。ごめん間に合わ──』

　少女が命じた応急処置。その時間が、敵の一撃を避け得ない隙を生んだ、そのとき。

　迫りくるそれを、黒い一撃が吹き飛ばした。

　彼女は顔を上げる。

　そこには、漆しつ黒こくの装甲をまとった巨人がいた。

　対極限領域生物群迎撃用全領域支配兵器Entire Area Domination Armament　ベゼル・キャリバー。

　あらゆる技術を詰め込んだ二に腕わん二足の人型巨大兵器。人類最後の切り札。

　その中で、最強と言わしめた黒い怪物Monster、０１──ＢＬＡＣＫ＝ＬＡＶＡ黒い熔岩。

　自分と同じようにこの最後の決戦を戦う、仲間の駆る機体。

　さらなる一撃で、敵の体液は蒸発し、肉片や外骨格が核ごと砕けて飛散する。

　こんな真ま似ねが出来るのは、この機体０１だけだ。装甲や関節の隙間からは有り余る出力エネルギーが赤い光となって漏れ出ている。制御不能にさえ陥りかねない力。

　扱える者がいなかったその力を、彼は完全に自分の支配下に置いていた。

　彼が、少女に向かって強い語調で呼びかけた。

「──────!?」

「──聞こえてるってば。大丈夫だからっ！　──でも、ありがと。おかげで助かった。──あとは私が片付けるから、ちょっと先、行っといて」

「──！」

　暗闇の向こう側、背後から迫る敵の集団の気配、それを少女はいち早く察知していた。

「だめよ。せっかくここまで来て、また逃げられたら、これまでの苦労が水の泡でしょ」

　その言葉と同時に迫りくる敵の重圧は、誰もが感じられる域に近づいていた。

　彼の、彼の操る黒い怪物Monsterの力を、雑ざ魚こどもを蹴散らすことに費やすわけにはいかない。

「順番よ。今まで後を任せてきたみんなと同じ、ね。それにさ。知ってるでしょ？　私一機の方が都合いいっていうの。わかんないかな──必殺技使うのに、あんたら邪魔！」

「────」

　そこにもう一つ、冷静な通信が入る。いけ好かない奴やつだったが、今はいい。

「ちょうど良かったわ。早くこいつ、連れてって──早くしろ！」

　迷ったのか、僅かな沈黙があり──しかしやがて、黒い巨人が再び動きだす。

　決断したか。これでいい。多分、これで。

「さあ、親玉にトドメを刺しに──行けっ!!」

　ぶっきらぼうにそう叫び、二つの影が遠くに重なり去ってから……つぶやく。

「……とは言っても、どこまで保つかな。ねぇ？　ＢＬＩＴＺ＝ＷＥＩＳＳ白き稲妻？」

　一転して気弱になって、少女は物言わぬ自分の機体に語りかけた。

　この機体の現状を知れば、こうもたやすく立ち去りはしなかっただろう。

　操縦席コクピツトの中では、アラートの山が積みあがっている。右主脚中破、高機動戦闘不可。左腕制御回路断絶、迂う回かい接続不能。重力制御・慣性制御、共に使用不能。兵装のエラーに至っては既に表示させるのさえ諦めた。この状況を、本来相互にリンクされ伝えられるはずの機体データを、リアルタイムで改かい竄ざん、隠いん蔽ぺいしたと、彼らはついに気づかなかった。

　後悔はない──とは言わない。だが、それがこの作戦を完遂する可能性を最も高める選択だと解っていたから、迷わなかった。

　自身の生存の可能性、未来を紡つむぐという希望、それらを押し殺した上での決断だった。

　多分、これが一番正しい。そう、少女は信じた。でも。

「……やっぱ、死ぬ、かな」

　自身に差し迫った未来を思い浮かべ、思わず呟つぶやいてしまった。

　ガタが来ていた片方の脚は直立するだけでも難しくなっている。気を抜けば足を引きずる動きになる。動力炉リアクターには余力があるが、全力稼か働どうを行えば、次には限界が来るだろう。

「あとから来て、か。……無理に決まってるじゃない」

　割に合わない役目だ。今でも生きることへの執着と未練がある。

　それに、いけ好かない奴やつにあいつを任せて──決して納得などしていない。

　ただ、自分と、人類の未来を天てん秤びんに掛け、どちらが大事か、冷静に判断しただけ。

　今更だが、往おう生じよう際ぎわが悪い。それは、自分でもよく分かっていた。

　だが、感傷に浸っている場合ではなかった。

　数限りないエラーの窓の向こうに、生きている切り札があった。

　自分は確かに満まん身しん創そう痍いではあるが、その最大の攻撃手段は失われていない。ならば。

「……来たわね。遅かったじゃないの」

　彼女の前に、虫なのか爬は虫ちゆう類るいなのかよく分からない奇妙な形をした──まるで、生物をいたずらに弄もてあそんで出来上がったような──ものが、一体、また一体と姿を現し始めていた。

　極限領域生物群Extreme Region Biomeだ。

　目の前に現れつつある障害を、彼女は睨にらみつけながら叫んだ。

「この期ごに及んで、ぞろぞろと！　あんたらの肝がこの奥の母体マテリナルなのは、もう把握済みよ！」

　あまりの理不尽さから、深宇宙から来たとも、次元の壁を越えて来たとも言われる「敵」。

　その、母体マテリナル。全ての「敵」を生み出す、生産工場とも言うべき存在。

　それこそが、彼ら彼女らが倒すべき、敵だ。

　やっとたどり着いたのだ。人類に仇あだなす「敵の首しゆ魁かい」の喉元に。

「もう邪魔させない！　灰になって消えろ！　焼き尽くせ──ＢＬＩＴＺ＝ＢＵＳＴＥＲ！」

　満を持して放ったのは。それこそは、彼女の機体が持つ、最大最強の固有兵装。

　ベゼル・キャリバーの試作段階で固定武装として考案されしかし正式採用にはついに至らなかった代物。場当たり的な改修により、不可逆的な形で内蔵されてしまった規格外とも言うべき、その火力。

　超高出力の自由電子レーザーをその両腕から放つ、機体とその搭乗者パイロツトを示す通り名となった程の、凄すさまじい破壊力を持つ必殺兵器であった。

　迸ほとばしる高熱量の輝きは、敵の大半を焼き払い、溶かし、蒸発させた。しかし。

「ちっ……！」

　やはり、全てをというわけにはいかなかった。

「……いち、に、さん、と……七、か。結構、残ったな……」

　生き残った敵の一つは、足元に転がっていた同族の身体に触れるやジュルリと吸い込むように吸収し、高熱で炭化した身体をブクブクと泡立たせ、増殖させて元の形状を取り戻す。

　身体を半分抉えぐられたような状態でさえ未だ動きを見せる個体もおり、既に動かなくなった仲間を吸収し──むしろ喰くらうと言った方が正しいか、元に戻ろうとし始める。

「はぁ。そう簡単にやらせてくんない……か」

　それにも、もう慣れっこだ。

　敵は体内の『活動核アクテイブ・ニユークリアス』と呼ばれる部位を砕かなければ、動きを止めない。

「イカれかけた片足がどこまで持つか──背部兵装バツクパツクパージ。感覚同調制御ハーモナイズ・コントロール、全力機動フル・マニユーバ！」

　機体の背中に背負われた、兵装を収納するコンテナとその付随装置が爆発ボルトで吹き飛び地に落ちる。直後、音声入力キーワードが響き渡ると同時に、彼女の纏まとうスーツに葉脈のようなラインが走り、それが青白い光を帯び始めた。

　その影響は彼女自身の肉体にも及び、その瞳は青白く輝き、彼女の駆る人類最高戦力のうちの一機、ベゼル・キャリバー０３──ＢＬＩＴＺ＝ＷＥＩＳＳ白き稲妻もその機体を覆う装甲の隙間から同様の輝きを発し始める。

　本当に往おう生じよう際ぎわが悪い──奴やつらも、そして、自分も。

「いいわ。人類と、私と、ＢＬＩＴＺ＝ＷＥＩＳＳ白き稲妻の、往おう生じよう際ぎわの悪さ……見せてあげる」

　口の端を上げ、少女が呟つぶやいた。





──『戦役』最終作戦・最深部侵攻部隊唯一の残存機、その戦闘データより抜粋
















プロローグ









　時に西暦二〇五五年。

　太平洋の海底に位置する地球最大規模の火山、「タム山塊」が突如として活動を活発化させ、すわ破局噴火の前兆かと取り沙汰された時、それは現れた。

『極限領域生物群Extreme Region Biome』──極限生物ＥＲ。

　大規模噴火による溶岩や噴煙に混じり噴出したそれを生物と見破った者が、果たしてどれほどいただろう。

　発見当初、幾何学的な多様体を彷ほう彿ふつとさせる形状をしていたそれを、新種の鉱物結晶とみるか、あるいは破局噴火の直前に現れる特殊な現象と考えるか──などという吞のん気きな議論は、それが動き始めた時点で意味を失った。そして、生物を模倣したかのような特徴を持つモノまでが現れ始めるに至り、それがまぎれもなく生物なのだと、遅まきながらに人類は気づいた。

　しかし、そのころにはもう何もかもが後手に回っていた。

　多種多様な、カンブリア大爆発で生じた生物群のように現生生物からは想像もつかない形状の、あまりにも多くの種が出現し、一気に活動範囲を広げていった。

　高温のマグマ流れる大地の奥底から現れた彼らは、大気のほぼ存在しない超高空、地表の数百倍を超える圧力の超深海層環境にすら適応し、増殖する、圧倒的な強者として地表を席せつ巻けんし始めたのだ。対する人類は、生き残りをかけた戦いの最初の一年で人口のほぼ半数を失い、大幅に生存域を侵されていった。

　人類はその脅威に為なす術すべもなく蹂じゆう躙りんされ、このまま滅亡するしかないのかとさえ思われた。

　しかし、かろうじて生き延びた者達は、持ちうる全ての叡えい智ちを注つぎ込こみ、それに対抗するための手段を構築した。

　そして──。
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「ふう、あっついなぁ」

　強い日差しを昔ながらの麦わら帽子で遮って、青年は視線を上げた。

　真っ青な、嫌になるぐらいの晴天の中、毎朝夕に掲揚降下されている日の丸の旗が風にたなびいているのが見える。それを見上げている青年は、若々しさに満ち溢れた年齢であるはずなのに、それにしてはやけに落ち着いた佇まいを見せていた。

　彼は額に浮かんだ汗を拭いながら、だだっ広い敷しき地ちを進んでいく。

　部隊名が記された作業用の二足歩行重機が膝を畳み、腰よう部ぶと踵かかと部分に装備されている車輪で走行していくのを視界の端で認めながら、やがて彼は巨大な建造物の前にたどり着いた。一〇〇メートルに届かんとする高さと、それに数倍する幅、奥行きを持つ格納庫。

　それが彼の目的地だった。

「さて……と。すんなりいけばいいけど」

　青年はアルミ合金製のケースを慎重に持ち、目的の場所へと歩く。

「身分証と、本人確認をお願いします」

　建物の前で小銃を持つ立哨に呼び止められた青年は、首からさげている身分証と、本人確認の必要性からそれに登録されている網膜パターンの再確認を行う。

　青年はそっとケースを撫でる。このケースの中身はセキュリティーチェックで手間取った場合、品質保証が出来ない物だが、依頼主の要望に変更は無かった。

「姓名と職員番号をお願いします」

「若わか松まつ疾風はやて、職員番号──」

　これだけで済めばよいが、場合によっては更に細部まで確認される。この作業が入って時間を食われた結果、依頼品の品質が劣化したとしても責任追及しないとは明言されていたが、実際のところその保証の方こそないのが現実だ。

　そんなことを考えていると、改めて立入理由を問われる。

「いつも通りのものですよ。基地司令からの入館許可書も、あります」

　そう言って、青年は公文書の体裁で記された、今時珍しい紙の書類を見せる。

　書面に立りつ哨しようが目を通す。が、どうも不慣れなのか手つきが怪しい。

「書類、か。面倒な。確認する、暫しばらく待て」

「あの、すいません。急ぎなので……できれば略式でお願いします」

「そんなわけにはいかん。だいたい一般職員が口を挟んでいい手続きじゃないんだ。この建物が何か、知らないわけじゃないだろう？　防衛機密の塊だぞ？」

　何考えてるんだ！　とまで口にしそうな男に、疾風はやてと名乗った青年は怪け訝げんな顔をしてみせた。

　そこで雰囲気が、がらりと変わる。

「……もしかして、ここに来てまだ日が浅いのですか？　なら仕方ないかもしれませんが……はあ、まったく『あの人』にも困ったもんだ」

「……？　どういう意味かよくわからんのだが」

「いえ、こちらの話です。いいですよ。好きなだけ調べてください。もちろんその結果、品質にどんな影響が出ても責任追及しないと言げん質ちは取ってますから。まあ、責任云うん々ぬんは無いにしても、皺しわ寄よせは来ると思うので……僕は努力しましたとだけ伝えますよ」

「え、責任？　皺しわ寄よせ？　それはどういう……」

　存分に確認したらいい、そう開き直った疾風はやてが手にしていたケースを渡し、問いかけには答えずにいると、別の男性が慌てて駆け込んできた。

「何をしてる！　彼はすぐ通ってもらっていいんだよ！」

「えっ？　いやあの、でも……規定では、手荷物の確認をしないと……」

「──それで『中身』の鮮度が下がったときに、誰が責任を取るっていうんだ!?　いいんだよ、基地司令の特別許可が出てるんだ！　若わか松まつくん、行ってくれていいよ」

「これはどうも、ありがとうございます。──君、命拾いしたね」

　疾風はやてはアルミニウム合金製の箱を取り戻すと、いかにも大事そうに慎重に持ち上げた。

「は、はいっ。失礼いたしました！」

「それじゃ、通らせてもらいますね。あ、それから──あのー、士長さん？　さすがに新人さんだからって、ハッタリ効かせすぎでしょ」

「へっ？」と、先ほどの威勢はどこへやら、すっかり意気消沈していた立りつ哨しようの男性と、その後ろで笑いを堪こらえている上官の横を通り過ぎて、疾風はやては建物の中に足を踏み入れた。

　冷たく薄暗い通路を進み、目当ての部屋の前にたどり着くと、疾風はやては扉の前で一応身み繕づくろいをしてから深呼吸をし、扉を軽くノックした。

　解かい錠じようの音とともに扉が開き、それに合わせて──疾風はやては威勢よく、こう告げた。

「毎度、曹士食堂アメリカ料理いたり庵あんです！　ご注文のラーメン、お持ちしました！」
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　薄暗く広い室内のあちらこちらで、空中投影モニターが浮かび上がっては消えてゆく。

　正面には幾つもの実体大型モニターが並び、それを基点としたすり鉢状のスペースにテーブルが配置されている。放射状に立ち並ぶテーブルでは、何人ものオペレータが幾つものモニターに目をやっては作業を進めていた。

　ここは作戦司令部ヘツドクオーターと呼ばれる、全情報が集まり、全指揮が行われる場所である。

「新種と思われる極限生物ＥＲが確認されました。脅威レベル２から３へ移行。当基地ベゼル・キャリバー部隊は、地上待機から上空待機に」

　メインモニター前最前列に立つ男性の元に報告が告げられると、彼はモニターを凝視したまま耳元に手をやり、装着していた片目までを覆うスマートグラスから通信回線を開いた。

「了解だ。霞かすみ目め一佐！　霞かすみ目め特務一佐！　聞こえたかね？　出撃だ！」

　その声とともに、彼──基地司令である笠かさ置ぎ光みつ雄お特務将補──の視界の片隅にはスマートグラスから網膜投影された映像が浮かび上がり、そこに一人の女性が姿を現した。

　それは長く美しい銀色の髪を後頭部で纏まとめるために両手を後に回し、何も身に着けていない上半身を惜しげもなくさらけ出した女性だった。豊かな胸を見せつけるが如ごとき姿勢で、優美な曲線で出来上がった造形美の極致のような肢し体たいに、視線が吸い寄せられる。
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　しかし残念なことに、肝心の部分はリアルタイムで行われている基地のメインコンピューターによる検閲のお陰で、謎の光線で隠されてしまっていたが。

「おっとすまん、着替え中だったか」




　控えの部屋で着替えを始めていた女性──霞かすみ目め吹雪ふぶき特務一佐──は、咥くわえていたヘアピンを纏まとめた髪に挿しながら、回線の向こう側に言葉を返した。

「アイ・サー。了解してます、ご覧の通りいま待機室です。モニターを──ってもう切ってもらえてますね、ありがとうございます」

　とは言いながらも、気にした風でもない。そもそもモニターはいつでも接続されうるし、すべての映像回線は検閲されている。慣れたものだった。

「でもここのところ多いですね。前まで月一～二回程度だったのに。しかも新種だなんて」

『なんだい？　出撃のせいでデートの予定でも潰されちゃった？』

「次、同じこと言ったら防衛監察本部にコンプライアンス違反で一報入れます」

『ごめん。ま、ここで気にしても仕方がないさ』

　そうもいかない。現れる頻度が増えただけでなく、新種の出現。これで何も気にならないと言い張れるなら、きっとその人物は色々と大物だろう。

　が、確かに今考えても仕方ないのはその通りだった。吹雪ふぶきはため息一つ、立ち上がる。

　細身にも関わらず、素晴らしいと誰もが認めるだろう身体の凹おう凸とつ。しかし吹雪ふぶきは特に誇っても気にしてもいない。緊急出動が日常茶飯事で気にする暇さえもない。

　吹雪ふぶきは全身を覆う薄手のスキンスーツを身につけると、壁に埋め込まれるような形で並ぶ、軽けい鎧がいのようにも見えるパーツ群を一いち瞥べつする。

　背中を壁に向け、そのパーツそれぞれに手足を滑り込ませる。

「装着」

　その声に反応し、吹雪ふぶきの全身を、パーツ群──硬質搭乗服ハードケーススーツが包み込む。

「気密シール確認、動作確認。問題なし」

『レベル４への移行は時間の問題だ。急いでくれ』

「了解」

　基地司令からの通信を適当にいなしつつ、美しい肉体を硬質搭乗服ハードケーススーツに包んだ吹雪ふぶきは待機室を出る。出がけに、ヘルメットを取ろうと伸ばした手がおよいだそのとき、その場にはそぐわない風体の青年から声をかけられた。

「はい、こっち、ですよね？　霞目一佐殿」

「ん、──ああ、ありがとう」

　礼の相手は、彼女のヘルメットを抱え持っていた出前持ちの男性──疾風はやてだった。吹雪は疾風はやてに笑みを向けると、彼の抱えた気密仕様ヘルメットを受け取る。

　今回の敵は、中間圏と呼ばれる超高々度に出現しているため、気密可能仕様のヘルメットが必要だった。これが普段使う物とは違うと理解できるのは相当なマニアだ。

　吹雪ふぶきはヘルメットを被かぶると、首元の金具で固定、気密シールを行った。そして胸元の、ちょうど鳩みぞ尾おちあたりに設けられている大ぶりのコックを捻ひねり、スーツの電源を入れる。


【Good Morning, Ma'am.おはようございます。 Are you sure you want to start?起動認証を開始してよろしいでしようか？】



　ヘルメットに内蔵されている網膜投影機能により、視界の中に小さな窓が開き、スーツの起動認証を問いかけられる。

　すぐさま視線をその問の下部、イエスの選択肢に向け瞼まぶたを二度閉じる。

　認証が開始、網膜と虹こう彩さいの両方の走査が行われるや、スーツの起動が始まった。

　首から下を覆うスーツ表面にキラキラとした輝きが走り、細かく分割されていた外装部が互いに嚙かみ合あい隙間を塞ぐように縮む。同時にみちり、と身体が締め付けられる感触が全身を襲うが、もう慣れたものと意にも介さない。

　その間も体表を隈くまなく光が踊り、それが全身を覆い尽くすと、ふっと光は消え去った。

　疾風はやてが空いたラーメン丼どんぶりを回収するために岡おか持もちを片手に待機室へ入っていく。

　そんな彼に軽く片手を振って吹雪ふぶきが歩き出す。

　やがて吹雪ふぶきは無骨な造りの扉にたどり着くと、一旦深呼吸をして扉を開きつつ、照明で照らされた格納庫に足を踏み入れ、こう告げた。

「出るわ。一気に加速するから、ソニックブーム警報、お願いします」

『へ？　ちょ、ちょっと待ちたまえ、霞かすみ目め一佐!?』

　通信の向こう側でにわかに慌て始める基地司令を尻目に、吹雪ふぶきは歩みを緩めない。

「起動後すぐ上がるから、みんなもそのつもりで。あと──」

『あのだな、霞かすみ目め一佐？　基地近郊での音速突破は非常事態以外は控えるようにと常々──』

「──だから！　私が出るということが、その『非常事態』でしょう？」

　基地司令からの懇願を意にも介さず吹雪ふぶきは進む。

　通路を過ぎ、広い空間に出ると、作業員達が彼女の機体の出撃準備に奔走していた。

　純白に染められた装甲を持つ、ベゼル・キャリバー０３が収められている格納庫である。

　機体を囲む整備用足場スキヤフオールドに取り付けられた昇降機で操縦席コツクピツトの高さまで上がる。

　吹雪ふぶきは操縦席コツクピツトへと伸びる搭乗橋ボーデイングブリツジを介して滑り込むようにして乗り込むと、数あま多たあるチェックリストを神速でクリアして、起動シーケンスを開始した。

『ベゼル・キャリバー０３──ＢＬＩＴＺ＝ＷＥＩＳＳ白き稲妻、発進！』
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『ここからだと、まだ復興が手付かずの地域がよくわかりますね』

　地表から遥はるか上空の高々度空域。そこから見下ろす地表では、復興の始まった地域とそうでない地域をはっきりと見分けることが出来た。都心部などは、瓦が礫れき除去などが特に手間取ることもあり、復興が後回しになっている。

　戦役の爪つめ痕あとは、未だに世界各地に残る。

　それは日本に限らず各国の主要都市も同様で、廃墟のまま取り残されている旧都心部は数多い。だがそういった地域にも着実に復旧の手は伸びており、再開発が行われている。

　そう遠くない時期にコンクリートのジャングルを切り拓く旧来の重機に混ざり、二足歩行の鋼はがねの巨人や多た脚きやく多た腕わんの機械がその手足を振るう姿を見ることになるだろう。

　奪い返した人類圏を再生すべく、人々は日々汗を流している。

『復興も大事だが、まだ戦いは終わりきってないからな』

『そうですね──高度一六四万フィート五〇ｋｍ、中間層に入りました』

　薄い大気を切り裂いて突き進む一機の高々度戦闘機『雷火』を操る操縦者二人は、そこから見える地上の様子を感慨深げに語りながら、目的の高度に到達したことを確認した。

　中間層と呼ばれる、地上から五〇キロメートル以上八〇キロメートル以下の超高々度では、もはや空に蒼あおさはなく、漆しつ黒こく──半ば宇宙であると言える。

『レーダーに感。一時の方角、距離一〇万、個体数一。データ照合、合致率九一％。識別名「Ｆ・Ｊ」と確認。及び、十時の方角、距離十二万五千、データ……合致なし。未確認個体一』

『二体？　しかも未確認個体か……厄介だな』

　副操縦士がレーダーで確認された敵影を、高感度カメラによる光学観測で追認する。

　その結果に、機長である主操縦士は唸うなるような声を上げた。

『規定に基づき地上作戦司令部ヘツドクオーターに報告──待機命令が出されました。未確認個体を規定の安全圏より捕捉、追跡せよとのことです』

『クラゲ野郎は放置か？』

『動きが緩慢で、一旦捕捉したら衛星からの追跡が可能な個体です。後回しにする気では』

　識別名「Ｆ・Ｊ」と呼称される極限生物ＥＲは、『フライング・ゼリーフィッシュ』と呼ばれる、超高々空域に生息する極限生物ＥＲでもポピュラーな類だ。

　超々高空域に生息するが故に、人類の生息域とはあまり接触することはない。

　が、稀まれに対流圏ギリギリの成層圏まで降下し、気まぐれにその触手で航空機に被害を与えることがあるため、彼らパイロットからは毛嫌いされている。

『未確認個体は厄介だが、奴Ｆ・Ｊだけでも潰しておきたい。放置して被害が出ないとも限らん』

『ですが司令部の指示は──地上基地から通達、警報アラートレベル４へ移行。ベゼル・キャリバー部隊の出撃が決定されました』

　いきり立ち迎撃しようとする機長を止めるように告げた副操縦士だったが、答えは否だった。

『見付けたのはこちらが先だ。潰すぞ。最大戦速へ』

『……了解しました』

　軽いため息とともに、後席の副操縦士は『雷火』を戦闘モードに切り替えた。

　スロットルが戦闘出力に放り込まれるや、唸うなりを上げて速度を増して、早々に遷せん音おん速そくでの巡航から超音速を飛び越え、一気に極超音速に移行、敵を射程距離に捕らえた。

『目標視認。ＦＯＸ１』

『ＷＩＬＬ　ＣＯＭＰＬＹ了解しました　ＦＯＸ１』

『よっし、急速反転。下の奴やつを追うぞ！』

　機長の宣言に従い、火器管制員である副操縦士が射撃を行う。

　突き進む自己誘導式ミサイルを、当たるに任せ、もう一方の目標に意識を切り替える。

『了解。未確認個体は──レーダー、ロストしました』

『なんだと？』

　副操縦士の情報画面から、先ほど捕捉していた第二の目標を示す光点が消失していた。

『噓うそだろ、おい。今時一度レーダーに捕らえたのをロストするとか……他の奴やつに食われたか？』

『可能性はあります。ですが、こちらのレーダーに捕食者らしき影は捕らえられていません』

　周囲の走査を行いながら、先ほど目標を捕らえた位置の観測を続ける。

　そのとき、後方警戒のアラームとほぼ同時に、下方から強烈な衝撃が機体を襲った。

『っ!?　後方、直下！』

　ちらりとディスプレイの端に映ったのは、見覚えの無い、奇妙な極限生物ＥＲ。

　風船のように膨らんだ、幾つもの楕だ円えん形けいをつなぎ合わせたような、まるでバルーンアートで作られたかのような歪いびつな形状をした極限生物ＥＲであった。

『さっきの奴やつか!?　にしては速すぎるぞ！』

『か、確認……駄目です、モニターすべて死にました、識別不能。機体損傷甚じん大だい。脱出を』

　副操縦士が脱出を促すが、現在高度六七万メートル。脱出しても、生き残れるか怪しい。

『まだいける、せめて高度を落としてからだ』

　超高々度での脱出には危険が伴う。高度を落とし、出来ることなら対流圏へ。

　それが無理でもせめて成層圏へ下りてから脱出を、と思い操そう縦じゆう桿かんを握るが、反応が鈍い。

『エンジン停止。いえ、丸ごとえぐられて……い、ます。各部アクチュエーター反応なし。姿勢制御用のハイパーゴリック推進すら応答しません──電装系が正・副・予備、全て沈黙。ダメージが大き過ぎます。爆散はしませんでしたが、もう……もちません。直ちに脱出を』

『出るなら後席が先だろうが。俺が先だと噴射で後席がやられる！』

　脱出時、操縦席コツクピツトは機体から離れるためのロケット噴射を行う。最後まで機体制御を行う必要性から、前席は後席が射出された後に脱出するという設計になっている。

　脱出の順序を入れ替えた場合、後席にロケット噴射が直撃する形となり、危険を伴う。

　だが、その意見は却下された。

『その必要はありません。──私は地上までは、もちませんから』

『な…？』

『先ほどの一撃で、弾はじけたパーツの破片が操縦席コツクピツト内を跳ね回って。意識があるのが不思議なくらいです。回収まで、……そうにありま……せん……どうか、お、さきに……』

　その言葉とともに、咳せき込こむ音と液体の飛沫しぶきがマイクにぶち当たる音が飛び込んでくる。

『おい何を──おいっ！』

『さよなら、です。あなた、は、生きて──』

　通話が途切れる前に。バン！　と、爆発ボルトが作動し、彼はロケットモーターの駆動する振動を感じながら、愛機から引き剝がされ──なかった。

『失礼、まだお別れの時間じゃないわ──間に合ったみたいね！』

　電気系統は全て飛び、操縦席コツクピツト内の有線会話だけが有効だったにも拘わらず届いたその声。

　見上げれば、そこには白い人型。

　世界を救った三機のベゼル・キャリバー。そのうちの一機がいた。

　ベゼル・キャリバー初期量産型３号機０３、運用試験機テストモデル２『ＢＬＩＴＺ＝ＷＥＩＳＳ白き稲妻』。

　初期型の試験機という出自に由来する、以降の量産型にはない動力炉リアクターの大出力と、戦時に取り付けられたこの機体でしか実装されなかった固定武装を持つ歴戦のベゼル・キャリバー。

『接触通信か……』

　回路があろうがなかろうが、直接触れてその内部に振動を送れば、音声として再現される。「糸電話」とも揶や揄ゆされるそんな原始的な方法で声を届けたのは、世界に名だたるベゼル・キャリバー０３、及びその搭乗者パイロツトである霞かすみ目め吹雪ふぶきであった。

　異名となっている『白き稲妻』の言葉通り、透明感のある白い装甲に包まれた人型兵器が、彼らの機体を抱え持ち、極限生物ＥＲから遠ざけてくれている。

『相方が重症ね……緊急仮死状態エマージエンシースリープに移行させておいて。──絶対、連れて帰るから』

『あ、ああ』

　自機を抱えたその巨体は、広報の映像で見るそれよりも雄々しく美しく、艶あでやかで。

　荘そう厳ごん、とも言える気高さを誇っているように彼には思えた。

　人の形に、可動部分が擦すり合あうように絞られた装甲板を纏まとい、背には数あま多たの兵装がマウントされているその姿は、鋼鉄製の神の使いのように彼には見えた。

『こちらＢＣ０３、『ＢＬＩＴＺ＝ＷＥＩＳＳ白き稲妻』。先行していた機体を確認、大破してるわ。搭乗員は一名は無事、もうひとりは意識不明の重体。緊急仮死処置を施しておくように言っておいたから。落としたらすぐ連れて降りるから、救急受け入れ態勢、お願いね』

　そう地上の基地に告げると、一呼吸置いて彼女はこう呟つぶやいた。

『感覚同調制御ハーモナイズ・コントロール、起動スタート・アツプ』

　その言葉と同時に、彼女の駆る機体は抱え持っていた『雷火』から手を放し、装甲の継ぎ目から青白い光を噴き出させて、神速の領域で敵である新種の極限生物ＥＲへと加速していった。
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　砕け散った極限生物ＥＲの遺骸が、キラキラと光りながら重力に引かれて落ちてゆく。

　念入りに砕いたから、地上への被害はまずないだろう。

　すこし下方に目をやると、先程確保した高々度戦闘機の姿も確認できる。感謝の言葉と副操縦士の応急処置が済んだ旨の発光信号をこちらに送ってきている。

　そっと撫なでるように、傷だらけの機体を抱え持たせると、吹雪ふぶきは大きく伸びをした。

　帰投予定時間までにはまだ時間があるが、傷を負ったパイロットのこともある。さっさと地上に降りてしまわなければいけない。

　見上げれば、あの日と同じような星空。

『ああ、役得、役得、か。名な残ごり惜しいけど、この人たちを早く連れて行ってあげないと。

　さて、この高度ならホーマン遷せん移い軌き道どうとか考えなくていいから楽よね。……でも』

　つぶやきながら、その視線が鋭くなる。

『また新種、かぁ。なんか嫌な風向きだな』
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第一章









「若松、出前戻りました……と、ふぅ、まさに天国。生き返るなぁ」

　冷房のよく効いた食堂に戻った彼は、同僚に声をかけるとそのまま厨ちゆう房ぼうに入った。

　幹部食堂とは違い、曹士食堂は二十四時間営業である。朝昼晩の食事時向けのメニュー以外に、早番・遅番・夜勤などの人員に、常に温かい食事を提供できるように配慮されている。

　若わか松まつ疾風はやては、夕飯時のための素材の下ごしらえに手を付けていた。

「さて、と……今日の日替わりは、っと。定番のポテサラにキャベツの千切りはいいとして。メインは鶏胸肉の照り焼きか。あとはほうれん草と人にん参じんの白あえにかぼちゃの味み噌そ汁しるに、っと」

　メニュー表を見ながらそんなことを呟つぶやき、手にしたかぼちゃ素材に包丁を当てる。

　軽く刃を当てただけで硬いはずのかぼちゃにするりと包丁が入り、あっさりと割れた。

「……最新技術を注つぎ込こんだ、とは言ってたけど。切れ過ぎじゃないかなぁ」

　誰に言うともなくその切れ味に呆あきれ混じりに感嘆し、さらに包丁を滑らせていく。

　家庭と違い、数も多く、一人あたりの食事量が桁違いの肉体を酷使する職業の者ばかり。

　作業量も大きく跳ね上がるというものだ。

　基地に無事帰投を示すサイレンが響いたのは疾風はやてがそんな作業をしていたときだった。

「無事殲せん滅めつ、か。無理してなきゃいいけど」

　帰投する機の出迎え、受け入れ準備を整えているのを想像しながら、のんきに作業を続ける。

「皮かわ剝むき終了。さてお次は、っと」

　そう言って、鼻歌交じりに作業をする窓の外には、実機訓練場が大きく広がっていた。

　そこには白色を基本に、橙だいだいのラインが入った無骨で丸い練習機が待機している。

　ふと、窓越しに視線をやると、先程の状況終了のサイレンに伴い訓練が再開されたのか、動きだした練習機の訓練が目についた。

「初等練習機ＴＢＣ－３、か……あれ？」

　人にん参じんを千切りにしながら、一機がぎこちなく歩いているのに気付き、疾風はやては首を傾かしげた。

　今は夏真っ盛り。春に入所した候補生たちも、既に実機による訓練に慣れた頃のはずだった。

「機体の不調、ってわけでもなさそうだけど……」

　疾風はやては休みなく手を動かしつつも、視線の隅すみでその機体を見守っていた。

　が、不自然な動きの機体はやがて変な体勢で動きを止めてしまった。

「故障、かな？」
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　練習機に乗り込んだ一人の候補生が、神業のような速さと正確さで、操縦桿を操っていた。

　訓練再開となって、候補生らが乗る練習機ＴＢＣ－３は溜たまった課題を片付けていたのだが……

『このＴＢＣ－３初等練習機は、ベゼル・キャリバー基礎動作練習機として作られたものですわ。長ちよう楕だ円えん体たいの操縦室コネクトブースが、並列配置サイドバイサイドと言われる左右横並びで二つ繫がって胸部中央に配置され、それを覆うように楕だ円えん形けいの腕わん状じよう骨格フレームが上半身を形作っていますのよ。操縦室コネクトブース下部には動力炉リアクターと呼ばれる出力エネルギー変換機構が収められていますわ。それを分厚い球形の外殻と円筒形の装甲が守っていて、それら基幹部分を重要防御区画ヴアイタル・パートと呼び、その部分を主要骨格メインフレームとして二本ずつの腕と足が取り付けられているのが、基本構造ですわ！』

『構造の把握はバッチリだよね、かずみん』

『まだまだですわ！　実戦用機体の操縦区画コクピツトブロツクの上部には装甲が施されて様々なセンサー類やアンテナが備え付けられていますけれど、練習機であるこの機体は、透明で強きよう靭じんなキャノピーに覆われているだけですのよ。それでも、目視操作でなく、搭乗者パイロツトのヘルメットの高機能ヘッドマウント・ディスプレイで、外部を映像で確認できる機能を有してますのよ！』

『すごい！　完璧だね！』

『当然ですわ！　座学においては私、追随を許しておりませんもの！　私達は自分自身の鍛え上げた能力でここまで這はい上あがってきた、真のエリートですわ！』

　この基地に併設されている訓練施設は、日本中の適正ある若者たちの中から優秀な人材を選えりすぐって集められている、いわばエリートの卵である。

　人類救済と復興の旗頭として燦さん然ぜんと輝く『対極限領域生物群迎撃用全領域支配兵器Entire Area Domination Armament』。

　その運用を担になう若者を将来のエースパイロットとして育成するための施設。

　それこそ、この、『対極限領域生物群迎撃用全領域支配戦闘二足歩行兵器教育集団Training Command of Entire Area Domination Armament』。

　集められた少年少女達は互いに切せつ磋さ琢たく磨まし、次世代の人類生存圏防衛を担になう人材として巣立つその日まで、高い技術と高潔な精神を磨き上げる。

　ここは最高学府をも凌りよう駕がする高い倍率を潜くぐり抜ぬけてきた若き猛も者さの集う、養成機関なのだ。

『でもでも、全然動かない不思議！』

『ンもうっ！　どうして動いてくださらないんですの!?』

『うーん、何で固まっちゃうんだろーね。私が動かしてる時はこんなこと一回もないよー？』

　微妙な態勢。変な踊りの途中で固まって片足立ち状態の機体から声が上がった。

　通信は訓練中、オープン設定にされている。発言は全て外部スピーカーからだだ漏れだ。

　初等練習機ＴＢＣ－３の構造は比較的簡易なもので、装甲の類は持たず、むしろ内部構造の保護を重視した、操作性の良さと機体の追つい従じゆう性せい、耐久性が売りの機体だ。そうそう故障を起こすものではない。

　素養さえあればズブの素しろ人うとでも歩行程度は難なく行えるという触れ込みの、優秀な機体だった。

『おいおい、またかよ……』

『あーあ、アイツが同期かと思うと嫌ンなるね』

　もううんざりと言った様子で、周囲の候補生が冷たい視線を送っている。

「何を騒いでいるのか！　貴様ら！」

『きょ、教官!?　いつの間に!?』

　彼女たちの搭乗する固まった機体の足元に、教官たる男性が姿を見せていた。

『あ、檜ひのき教官だ。お疲れ様でーす、またなんだかわかんないんですけど止まっちゃいました』

「止まっちゃいましたー、じゃあない！　止めてしまった、だ！　とりあえず降機ッ！」

　停止した初等練習機ＴＢＣ－３の足元で、そう喚わめくのは鬼教官の一人、檜ひのき興こう平へい一尉であった。

　跨またがっていた世界最大の生産台数を誇る二輪車原付から降りた彼は、憤ふん懣まん遣やる方かた無ないといった態度を隠そうともせず、二人の候補生が機体から姿を現すのをじっと見守っていた。

　二人はキャノピーを開き、機体脇に備え付けられている緊急時の搭乗ラダーを伸長させて降り、ヘルメットを取って、押し付けられ固まった髪に指を通して軽く身み繕づくろいをした。

　彼はそんな候補生二人を見ながら、怒りの表情を収めて、ぴしりとした態度で号令をかけた。

「気をつけぃッ！」

　いきなり発せられたその言葉に、二人は反射的に直立不動と化した。

　先ほどから浮世離れした丁寧語お嬢様言葉を話していたのは垂たる井い一かず美み。

　平均身長よりも若干高く、多少凹おう凸とつは少ないもののよく鍛えられて均整の取れた、女性らしい体型をしている。肩けん甲こう骨こつを少し超える程度の長さのロールした髪が、今は後ろで一ひと纏まとめにされて狐きつねの尻尾のように太くて大きいポニーテールになっていた。

　もう一方の暢のん気きで天然気味な口調の候補生は刈かり巣すまりえ。

　一かず美みよりも頭一つ低く、胸元を除けば体格も全体的に慎つつましやかな少女であった。色素の薄いショートヘアで、ふんわりとした雰囲気のある、少したれた目尻が印象的な少女だ。

「垂たる井い一かず美み候補生、これで初等練習機ＴＢＣ－３を操作不能に陥らせたのは何回目だ」

　半ば呆あきれながら、檜ひのき教官は目の前に立つ長身の女子候補生に言葉をかけた。

「……十五回目です」

「……そうだ。初めて搭乗した時からこれまでに、十五回。もう君がここに来て四ヶ月だぞ？　実機で訓練始めて、何回乗った？　何時間乗った？　まだ総搭乗時間は三桁に届いていなくとも、初歩中の初歩の機体だぞ？　それで、なぜこうも何度も何度も何度も！」

「も、もうしわけ……」

「まだ話の途中だ！　何も謝罪をしろとはいってはいない！　刈かり巣すまりえ候補生！」

「は、ヒャい！」
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　今にも泣き出しそうになるほど一かず美みを[image: 叱]しつ咤たした教官は、次にまりえへと矛先を変えた。

「垂たる井い候補生とともに搭乗していて、何か気がついた点は？」

　何を言われるのか、とカチンコチンに緊張したまりえは、ごく普通の口調でごく当たり前のことを尋ねられたにも拘わらず、かえって混乱していた。

　まりえは混乱する脳で懸命になって思い返し、しどろもどろで口にする。

「え、とですね。あの、ですね。かずみんは、えっと普通に動かしてました！　でも機体のほうがゆーことを聞いてくれない感じ！　です！」

　素直ではあるが、聞きようによっては機体のせいにしているだけにも聞こえる言い草だ。

　あ、やばい。これは怒られる。

　──二人はそう思ったが、落ちるはずの雷は、いつまで待っても落ちてこなかった。

「そうか。機体が言うこと聞いてくれない感じ、か。そーか……」

　テンパって同期生のことをあだ名で呼んでしまったり、口調が日常会話風味になってしまったりしたまりえだったが、教官はその点には触れず、彼女の言ったことを反はん芻すうするだけだった。

　暫しばらく何やら思案していた檜ひのき教官だが、にわかに空気を轟とどろかせる振動に、空を見上げた。

「お。霞かすみ目めが帰ってきたか。総員停止！　０３が帰還するぞ！　出迎えだ！」

　スマートグラスの通信機能ごしにそう全訓練生に通達すると、立たせたままの二人に向き直り、こう告げた。

「貴様らはそこで立っておけ。その機体が回収されるまでな」

「えぇ～わたしもお出迎えに行きもが」

「はっ！　垂たる井い一かず美み候補生並びに刈かり巣すまりえ候補生、機体回収まで待機しております！」

　吞のん気きなまりえが何かを言い出す途中で押さえ込んだ一かず美みが、その場で立ち尽くす宣言をすることで、この場は収まった。

『うおー！　ＢＬＩＴＺ＝ＷＥＩＳＳ白き稲妻の凱がい旋せんだ！』

『あんな低空で進入？　何見せてくれるのかな!?』

　建物が障害物になって何も見えない二人の少女をよそに、他の候補生は帰還した０３が見せる『敵撃破』を意味する凱がい旋せん曲技飛行を見て、歓喜の声を上げたのだった。




[image: †]




「いやー。凄すごかったなぁ、あの機動！」

「ゼロ高度からあんな動き出来るなんて、凄すごいな。アレが感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールの賜たま物ものってことか」

　曹士食堂には、訓練後の候補生たちの声が響いていた。

　ベゼル・キャリバー０３が見せた超低空での凱がい旋せん機動についての会話である。

「早く俺も全力で機動させてみてぇなぁ。あ、おかずの皿とって」

「ハハッ。普通の操作も未熟な俺たちじゃまだまだ先だろ、そんなのは。あ、今日の照り焼きはいい色に焼けてるじゃん。うまそ」

「ありがと。つっても、通常制御すらも出来ないアイツよりはマシだって。なんだよアレ？」

　受け取った皿を山盛りご飯の茶ちや碗わんの横に並べつつ、候補生は顎あごで窓の外を指し示す。

　窓の外には、未だ奇妙な体勢のまま放置されている練習機ＴＢＣ－３と、その前で立ち尽くしている、二人の女子候補生の姿があった。

「檜ひのき教官、機体が回収されるまで立ってろってさ。当然、って感じ？」

「回収されるのはいつになるかねぇ。自じ業ごう自じ得とくだから知ったこっちゃないけど」

　本人らに聞こえないのをいいことに、小馬鹿にするように笑う。

　周囲にいる女子候補生たちが白い目を向け始めていることにも気づかず、さらに続ける。

「てーか、なんで、アレでここに入れたの？　定員の無駄してるよなぁ」

「あんなん、実戦出たらマジ、死ぬだろ？」

「実戦に出る前にいなくなってたりしてー。ハハハ。あ、追加！　月見うどんくださーい。あれ？　お兄さんどうしたんですか？　月見うどん下さいって」

「お断りします」

　注文を受け付けていたお兄さん──疾風はやてが答えた。

　周りの候補生が目を見張る。

「仲間の陰口を叩たたくような候補生に、提供する品はありません。どうか外で喫きつ食しよくして下さい。あ、はい。食券いただきますね。二番でお待ちください」

　疾風はやてが言い切りながら、調理と接客の手を休めない。一同が顔を見合わせる。

「え？　ちょ、なんで……？」

　当然注文を受け付けてくれるものだと思っていた候補生は啞あ然ぜんとなった。

「あの、意味がわからないんですけどー？」

　たかが一調理員から言われたことにカチンと来たのか、候補生の一人がそう尋ねた。

　疾風はやては手を止めて候補生達を見た。表情は穏やかだが、視線は彼らを突き刺している。

「……君たちさ？　命懸けの戦いで、自分の陰口を叩たたくような奴やつに、背中を預けたいと思う？　背中を護まもりたいと思う？　僕は嫌だな。そんな信頼出来ない奴やつのために命を懸けたくない」

　見つめられた候補生達が一様に押し黙る。

　言っていることは正しい。

　だがそれよりも、疾風はやての視線の鋭さに、候補生らは気け圧おされる。

「ん～？　なになに？　どったのよ、もめ事？」

　微妙な空気の流れる候補生の後ろから、やや嗄かれた低い男の声が響いた。

　振り向くと、制服を少々着崩した、ごま塩頭に口くち髭ひげを生やした高級将校が立っていた。

　この基地の最高責任者である、笠かさ置ぎ光みつ雄お将補だ。

　その昔は優秀な士官として軍広報誌で幾度も記事にされたことがあるという話だが、定年間近のこの老将にそのような経歴があるなど、知らない者にはとてもそうは思えないだろう。

　基地司令である笠かさ置ぎ光みつ雄おの階級は将補である。他国であれば少将と呼ばれる位だ。

　本来なら曹士食堂に顔を出すことなどないはずの階級なのだが、時折こうして姿を現す。

　当人曰いわく「下士官達とコミュニケーションを取っている」らしい。

　唐突な最高責任者の登場に、食堂全体の空気が変わり、皆に緊張が走る。

　疾風を除いて。

「いらっしゃいませ、基地司令。幹部食堂なら、まだ開いてる時間ですよ？」

「やだねぇ、疾風はやて君。幹部食堂の気分じゃないからこっちきたんじゃないか。あとさ、基地司令とか呼ばれるの堅苦しくって、僕嫌いなんだよなぁ。笠かさ置ぎさんとかでいいのよ」

「一応、公私の区別はちゃんとします。あと、事前に申請しておいてもらわないと、定食は数が合わなくなりますから出せませんよ？　もう残り少ないですし」

「わーかってる、わかってるって」

　気軽に挨拶をしながらも咎とがめるような口調の疾風はやてに、笠かさ置ぎ基地司令は気安い様子で言葉を返し、騒然となる候補生らをかき分け、カウンターの前までやって来た。

「しっかし、剣けん吞のんな雰囲気だねぇ。もっと仲良くしようよ？　命を賭として戦う仲間でしょ？」

　笠かさ置ぎ司令がカウンターに肘を突きながら、視線だけ候補生の方を見る。

「……それとも、仲間を叩たたいて自分が優秀になったような気にでもなったかな？　いやあ別に、それでもいいけどさ。戦場で見み棄すてられても構わないなら、ね。友軍の支援無しでもやっていけるんだろうし……その前に、ここに居場所が残っていれば、の話だけど」

　会話の一部を聞かれていた。そう察した候補生らが息を吞のむ。

「ここは寛くつろぐ場所だからいいけどね。でも、搭乗者パイロツト適正には人格査定もあるから……ねぇ？」

　陰口を叩たたいていた候補生らが一斉に顔を青くさせる。

「大変申し訳ありませんでした！」

　と一同がその場で四十五度のお辞儀をしてそそくさと退散し始める。

「あ、待って。月見うどん、出来たよ？」

　疾風はやてが注文した候補生を呼び止め、出来上がったうどんの丼どんぶりをカウンターへ出した。

「え……？」

　候補生が首をかくかくさせて、月見うどんを取ろうかどうしようか、逡しゆん巡じゆんする。

「体が資本だよ？　ちゃんと食べてね」

　疾風はやてがそう言って焦あせっている候補生にうどんを勧めた。

「あ、ありがとうございます！」

　候補生は大慌てでそれを持って、仲間たちのいるテーブルへと逃げるように去って行った。

「優しいねぇ、疾風はやて君。断っておきながら、ちゃんと作ってるなんて」

　意味ありげな視線を送りながら、笠かさ置ぎが冷やかすように褒めた。

「……本気じゃないですよ。あんなの。ただ、あんまりだったから」

「へぇそうかぁ。そうなのかぁ……あ、いつものカレーライスうどん。お願いね」

「……さっきの話、聞いてました？」

「聞いてたよぉ？　だから在庫に余裕のあるいつものをお願いしてるんじゃない」

「まったくもう……出来上がったらテーブルまでお持ちしますね」

　セルフサービスが基本の曹士食堂だが、流石さすがに基地司令にもそれを強要するのはバツが悪い。

「ああ、あんがとさん」

　そう言いながら手近なテーブルについた笠かさ置ぎだが、周りからどんどん人が居なくなっていく。

「あれぇ？　みんなもう食べ終わったの？　最近の子は早食いなんだねぇ。まあ早はや飯めし早はや糞ぐそ芸のうちとは言うけども。僕と一緒に楽しく歓談しましょうよ。って、あーあ行っちゃった」

　疾風はやてが料理をテーブルに持ってきたころには、食堂内に残っていたのは古参の曹長クラスの者たちばかりだった。

「食堂でクソとか言わないでくださいよ……と、はい、おまちどおさまです。それに候補生って言っても上下関係叩たたき込こまれた、れっきとした軍人ですからね。僕らの時と違って。候補生の間は特務二士でしたっけ？　一番下したっ端ぱのペーペーがお偉いさんとテーブルを囲みたいなんて思うはずがないじゃないですか」

「僕、結構フレンドリーなつもりなんだけどねえ」

　笠かさ置ぎは首を捻ひねりつつ、そんなことを呟つぶやく。

　だが、疾風はやてから彼にかけられた言葉はため息混じりの一言だけであった。

「司令、想像してみて下さい。ベゼル・キャリバー開発の責任者の小こ林ばやし博士と、テーブルを囲んで、それが楽しかったですか？」

　強権でならしていた共通の知り合いの名を口にすると、笠置が遠い目になった。

「……あーうん、ごめん、悪かった。たしかに嫌だわ」

　ちょっぴりしょぼくれた基地司令は特注のカレーライスうどんに箸をつけながら、何気なくポケットから取り出した何かを差し出した。

「ああそうだ、疾風はやて君。これ」

「はい？　いつもツケなのに珍しいですね、ってこれ……またですか」

　笠かさ置ぎが差し出した一枚のカードを受け取ろうとして疾風はやてが手を止めた。

　最初、料金支払い用のＩＤカードかと思ったのだが、司令の視線がそうではないと告げている。

「あのさ、疾風はやて君。最近ちょいときな臭いの、気づいてる？」

「きな臭い、ですか？」

　笠かさ置ぎの言い様に、疾風はやてが首を傾げる。突然何を言い出すのだと口にする前に、ふと思い至る。

　この人は、そういう人なんだったな、と。

「……ええ、それは。彼女からもそれとなく。でも、僕はもう──」

「なら、それは超レアな過去の英雄を呼び出せる、かもしれないカードだよ。呼び出せるかどうかは時の運か、それとも人知を超えた何か、が必要なのかもだけれどね。いや、頑張れるところまで頑張るし、いざとなれば周りのことは何とでもするけど、さ」

「……濡ぬれぬ先の傘かさって、正直におっしゃった方がいいんじゃないんですか？」

　口先だけ冗談で返した疾風はやてだったが、極力顔色を変えないようにしていても、目は険しい。

　対する笠かさ置ぎも、表情はにこやかだが、その目だけは笑っていない。

「さすがにこんなこと、気配だの兆きざしだのでホイホイ頼めないでしょ。でもね、もしも、を考えるとさ。命あってのモノダネだから」

　その言葉に顔をしかめた疾風はやてだったが、暫しばし考え、それから諦めたように無言で首しゆ肯こうした。

　疾風はやては何気ない動作でそのカードを受け取ると懐ふところにしまい、厨ちゆう房ぼうへと引っ込んだ。

　その後、笠かさ置ぎは食事を終えると空の丼どんぶり鉢ばちを載せたトレイを厨ちゆう房ぼうに返すや、疾風はやてに手を振り、急ぎ足で食堂を出ていった。




「お兄さん、笠かさ置ぎ司令と何話してたのー？」

　笠かさ置ぎの姿を見送った疾風はやてに、入れ替わりでやって来た女子候補生達が声をかけてきた。

「ん？　世間話だよ。ただの雑談」

　声をかけたショートカットの勝ち気そうな少女に、疾風はやては苦笑しつつ答えた。

　他の二人より少し大人びたセミロングの髪をバレッタで一ひと纏まとめにしている少女が、ただの世間話だ、と言う疾風はやての言葉に、むしろそれが凄すごいと、羨せん望ぼうの眼差しを向けて来たのだ。

「凄すごいなぁ。私だったら緊張してマトモにお話しできないですよ」

「霞かすみ目め教官とかを指揮して、地球を救った功労者だものね。同じ階級の偉い人がいたとしても、緊張の度合いが違うわよねぇ」

　ポニーテールの少女が髪を揺らしながら、さも当然だろうというように胸を張って言う。

「そんなものなのかな。僕なんかはここに雇われて軍属になる前から顔見知りだったからさ、そのあたりも気安く接してくれる一因かもね」

　気軽に声をかけてくる女子候補生たちに、疾風は営業スマイルで応対し、当あたり障さわりのない会話を弾はずませていた。候補生たちと歳も近いためか、疾風はやては食堂の気のいいお兄さんとして、それなりに慕われていた。

「へー、それじゃ子供の頃から知り合いなんですか」

　ポニーテールの活発そうな娘が目を丸くする。

「子供っていうか中学生くらいのことだけどね。親の都合でここの近所に越してきてから、ってところかな。まあ今はそれ以上に、僕の料理を気に入ってくれてるから、みたいだけど」

　これが疾風はやての、一介の厨ちゆう房ぼう勤めの職員に、基地司令が馴なれ馴なれしい態度を取ることの理由として、内々で承しよう諾だくを得ているストーリーだ。

　真実ではあるが、すべてを話しているわけではない。

　とはいえ彼女たちも、すぐに忘れる程度の世間話なのか、気にした様子はなかった。

「たしかに美味しいもんね、ここのご飯」

「うんうん、ウチの兄貴が防大だったけど、学校のご飯、おいしくないわけじゃないけど、なんかちょっと足りないって言っててさ、私も最初は覚悟してたよー」

　疾風はやての内情はともかく、手にしたトレイに載せた日替わり定食に、女子候補生は愛おしそうな視線を向ける。定食は確保した上で、更にカウンターに並ぶということは、追加で何か注文して食べるという意味だ。

　日替わりとは言え、毎日定食ばかりというのも味気ないということなのか、女性隊員や候補生の多くは、仲間とシェアして食べるために何品かの別料理を注文することが多かった。

「私ナポリターン！」

「釜玉うどん、お願いします」

「半熟卵のオムライスこそ至高」

「はいはい、ちょっと待っててね」

　世間話が一区切りついたと思いきや、女子候補生らは今度は矢や継つぎぎ早ばやでカウンターに食券を叩きつけるように置き、それぞれの注文を更に口頭で告げていく。

　おかずに醬しよう油ゆやらの調味料をたっぷりかけ、濃い味付けにしてご飯山盛りで大量に口へ搔かき込むことが多い男性隊員らと違い、女性隊員はご飯を控えめに盛り、おかずその他も普通に一人前を綺麗に食べる。そしてそれを食べてからが、ある意味、彼女たちの本番だ。

　可憐な顔をしている彼女たちも、やはり軍人は軍人だった。

「やっぱりもう一味二味欲しいのよね」

「お腹膨らませるだけならー、ご飯のおかわりするなり、水でも飲んでろって話」

「一品をお腹いっぱい食べるのより、色々ちょっとずつを沢山食べたいのよねぇ」

　おしゃべりをしながら、女子候補生らは頼んだ料理が出てくるのを待つ。

　各一種、頼んだものを取り分けるつもりのようだ。

「はい、おまちどおさま。取り分け用の小皿もね」

「あ、ありがとうございまーす」

　疾風はやては手早く仕上げて手渡すと、彼女らは出てきた品を持ち、テーブルへと向かった。

「ふう……」

　テーブルへと去った女子候補生たち姦しい嵐を見送った疾風はやては、ふと食堂の窓に視線を向けた。

　すっかり暗くなった窓の外には、先程まで奇妙な体勢のまま放置されてあった練習機ＴＢＣ－３の姿はなかった。罰として立たされていた女子候補生の姿も既にない。

「ふむ」

　その光景に何か思い至ったのか、疾風はやては洗い終えたばかりのフライパンを再びコンロの上に載せ、十分熱してから油を引いて、何やら作り始めたのである。
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「んもう！　あの檜教官筋肉ゴリラ、何が『いやあ、すまんすまん。貴様らのことをすっかり忘れていたよ』ですの？　放置されたこちらは、たまったものじゃありませんわ！」

「あんなのでも奥さん居るんだよね。しかも美人さん。それはともかくさー、迎撃から帰投したＢＬＩＴＺ＝ＷＥＩＳＳ白き稲妻の方が優先されちゃうのはしょうがないよー」

　停止してしまった初等練習機ＴＢＣ－３の足元で、罰としてずっと立ちっぱなしで機体の回収を待っていた二人であったが、待てど暮らせど、回収班がやってくる様子はなかった。

　元気よく怒りを露わにしている垂たる井い一かず美みとは裏腹に、刈かり巣すまりえは性も根も尽きた顔でそれに追つい従じゆうしている。どちらも長時間にわたって「気をつけ」の姿勢で立たされていたのだが。

「あんなゴリラが結婚できてるのに、私たちには素敵な方も居ない……世の中理不尽ですわね」

「まあ、出会いもないからね……でもでも、霞かすみ目めきょうかんってだってさ、あんな美人なのにおとこのうわさとか、ぜんぜん聞かないじゃない？　だったら、私たちだって……」

「言われてみれば、ですわね。男なんて、ちぎっては投げちぎっては投げでも出来そうなものですのに。……いえ、そうとも限らない……そうですわ！　外で会っていれば週刊誌あたりがすっぱ抜くかもしれませんが、基地内で、ということならば……ふふふ」

「今日も妄想捗はかどってるね、かずみん……私もうお腹減って足が棒で頭くらくらだから、そこまで想像できないよぅ」

「う……それは、巻き込んで悪かったですわ」

　実際「気をつけ」の体勢を長時間維持するのは、とても疲れるのは確かだ。

「私もうお腹へって足が棒で」

「なんで二回言いますの!?」

　下から上うわ目め遣づかいに涙目で訴えてくるまりえのその表情は、見る者にとって、それはそれは高威力の精神攻撃だろう。

　それを直視してしまった一かず美みは、ついうっかりまりえにこんなことを口走ってしまった。

「わ、わかりました、仕方ありませんわね。巻き込んでしまったのは私の方ですから、今日の追加分は私持ちで一向に構いませんの──」

「えー？　うそぉん。かずみん、おごってくれちゃうのー？　やったぁー！　おにーさん！　いつものカレーライスを大盛りで更にトッピングにトンカツと温泉卵！」

　その言葉を待っていたとばかりに、まりえがカウンター越しに厨ちゆう房ぼうへと突撃する。

　そこには疲ひ労ろう困こん憊ぱいであった彼女の姿は最早どこにもありはしなかった。

「謀はかりましたわね!?」

「いらっしゃい。今日はどうしたんだい？　いつもはどっちか一つなのに」

「今日はかずみんのおごりなのです！」

「ちょっと！　私が悪いのは確かですけれど、多少の遠慮というものが……!?」

　ぶつくさ文句を言いながらも、一かず美みも同じく食券を出す。こちらもやっぱり大盛りだった。

「はい、おまたせ。コレおまけね」

「わ、ありがとーおにーさん」

「まあ、なんですのこれは」

　注文どおりの大盛りカレーライスに続いて彼女たちの前に出されたのは、平皿にきれいに盛り付けられた、薄く狐きつね色いろに焼かれたクレープだった。

「疲れた時には甘いものが一番って言うからね。まあ有り物の材料で作ったから不格好だけど。とにかく今日はお疲れ様」

「で、でざーとだよ、かずみん。世間一般に言うデザート付きだよ今日の晩御飯は！　しかもジャムありのホイップクリームもアリアリだよっ!?」

「確かに、甘いものは心も身体も喜びますわね。ありがたく……」

　いただきますわ、と一かず美みが言い終えるあたりで、ふわりと空気が動いた。

「それ、私にもいただけるかしら？」

「ふわっ!?」

「かかか霞かすみ目め教官!?　いつの間に!?」

　一かず美みとまりえの二人の背後に、いつの間にか硬質搭乗服ハードケーススーツに身を包み、その上から膝丈のジャケットを羽織った吹雪ふぶきが立っていた。

　焦る二人を尻目に、吹雪ふぶきは続ける。

「生クリームとメイプルシロップ、たっぷりかけてね」

「どっちも本物は置いてないよ……高いから。代用品でいいなら」

「言ってみただけだってば。それでいいわ」

「豆乳カスタードクリームと、そうだな、カラメルソースなら出来るけどそれでいい？」

「十分っ！　じゃあ待ってるから、お願いね」

　呆ぼう然ぜんとしている二人を気にもせずに言いきって、吹雪ふぶきはテーブルに向かう。見たことのない教官の姿にぽかんとしている候補生二人を残して。
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　候補生の一日は、起床の号令とともに起きるところから始まる。

　慌ただしく着替え、寝床を整頓し、規定の時間内に集合、点呼。そして、課題開始だ。

　候補生らの課題の最初は、座学だ。現在の状況の経緯と推移を学ぶ。

「極限生物ＥＲを生み出す母体であるマザーコアは、今から四年前に殲せん滅めつされました。これは記録に残る限り最大規模の戦闘でもありました」

　今更、世界で知らぬ人などいない内容の講義であるが、老齢に差し掛かろうという講師の言葉に、候補生らは皆、頷うなずきつつ熱心に耳を傾けている。

「その際に戦場の最さい奥おうで活躍した、三機のベゼル・キャリバー。そのうち全ての機体の元となった実証機アーキタイプは惜しくも失われました」

　戦役を終局に導いた「英雄」である三機のベゼル・キャリバー。実証機アーキタイプ、１号機０１、３号機０３だ。

　実証機アーキタイプは、搭乗者パイロツトが自機の動力炉リアクターを負荷限界超過オーバーロードさせ、マザーコアを道連れに自爆。そのかけがえのない犠牲により人類最大の戦いは終結したのだった。

　１号実験機プロトタイプ０１は、通称『ＢＬＡＣＫ＝ＬＡＶＡ黒い熔岩』と呼ばれる、多くの戦果を残した伝説の機体である。１号機は実証機アーキタイプがマザーコアに取とり憑つく手助けに専念、実証機アーキタイプ消失後に、機体のみが回収され、現在は秘ひ匿とくされているという。

　全てのベゼル・キャリバー技術の根幹であり基礎となった機体として、当然の処置だった。

　そして残る一機。唯一人機ともに無事──とは言えなかったが──帰還を果たしたのが、戦役の英雄・霞かすみ目め吹雪ふぶき特務一佐の駆る初期量産型運用試験機３号機テストモデル２－０３である、通称『ＢＬＩＴＺ＝ＷＥＩＳＳ白き稲妻』だ。

「今あなた方は、そのベゼル・キャリバーの搭乗者パイロツトとしての階段を一歩一歩登っている途上です。未だ各地を跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする極限生物ＥＲに対抗するために。その後押しを出来るのは、私個人としてもとても誇らしいことです」

　そう告げる講師の視線は真摯で、候補生たちに寄せる期待が現れていた。




「そうですわ！　私たちは人類の未来を担になうためにここに集まり、ベゼル・キャリバーの搭乗者パイロツトとして巣立つ日まで懸命に努力することを義務付けられたのです。ここ、対極限生物迎撃基地で、あの霞かすみ目め吹雪ふぶき一佐の元で！」

「そこ！　私語は謹んで、ちゃんと走りなさいっ!!」

　せっかく張り切って口上を述べていた一かず美みに、霞かすみ目め吹雪ふぶき教官が急かすように[image: 叱]しつ咤たした。

「はいっ頑張ります！　って、どうして私達ランニングばかりさせられてるんですの!?」

「座学も終えたし、体力作りは基本中の基本でしょ？」

　一かず美みの文句にも似た質問に、吹雪ふぶきからにべも無い回答が返ってきた。

「そうではなくて、ですわ～！　もっとこう！　パイロットっぽいことは？」

　希望に胸を膨らませてここにやって来た候補生の少年少女たち。

　東海道の真ん中あたり、海岸線近くに位置するこの基地に付属する訓練施設は、他国・他地域のそれらと比べても格別の意味を持っていた。華々しい戦果を上げた『英雄』が直々に教きよう鞭べんを執っていることで知られており、そのため異常とも言える人気がある。

　ともすれば国籍を変えてでも入学を目指そうとする若者が出るほどで、合格倍率は凄すさまじいものがあった。

　しかしその望む栄華は、残念ながらそう容易たやすく手に出来るものではない。

「もう、一時間は走りっぱなしだぞ……死ぬ……」

「せ、せめて補給を……」

「まだ話せる余裕があるのか……なら、もう少し行けそうね！」

　彼らを追い立てる教官である吹雪ふぶきも、同じく駆け足だった。

　それもジョグ程度の軽いものではなく、マラソンランナー並みのハイペースを維持している。

　しかも前に行ったり後ろに行ったりと忙しく動き回っている上に、常に声を張り上げて候補生達を鼓舞し続けている。それも、『白き稲妻』本人が、である。

　文句など言えるはずがない。

「直々に扱しごいてくださるのは大変結構なんですが、皆さん大丈夫なのかしら」

「……かずみん、なんでそんなに、余裕あるのん──」

　這ほう々ほうの体ていで走り続けている刈かり巣すまりえの少し前を、近所をジョギングしているかのように軽やかに、跳ねるように走る一かず美み。まりえからすれば、こちらも化物じみている

「なぜ、と言われても。お父様もお母様も、軍に入るのならまず体力、と仰おつしやってましたので、死ぬ気で鍛えましたのよ？　こういう風に走り回るだけでしたら、大歓迎ですわ」

「……お話する、余裕が、あるだけで、も、凄すごいのに、かずみんの体力オバケめー」

「褒め言葉と受け取っておきますわ。ほら、霞かすみ目め教官が加速しましたわよ？　そろそろお終しまいのようですわ」

　一かず美みの言うとおり、マラソン並みの長距離を走らせておいて更に終盤でダッシュをかけるという非道な訓練を、吹雪ふぶきは好んで行っていた。

「もう限界!?　貴方たちを追いかける今の私は、人間サイズの極限生物ＥＲよ！　私に追いつかれたら終わりだと思いなさいっ!!　相手は、体力尽きたので手加減してください、なんて通用しない相手なの!!　限界まで走れ！　限界なら限界を超えろ！　降伏なんて出来ないのっ!!」

　候補生たちをけしかける声の中に、教官の個人的な感傷の響きが混じっている。

　そんな吹雪ふぶきを見つめながら、一美はポツリと呟つぶやいた。

「──怪しいですわね」

「何、が？　こないだの話の続き？　教官が男日照りでヒスってるかもとか？」

「そんなこと、一ひと欠かけ片らも言ってませんわ!?　──とにかく、察することが出来てからなら、お話しして差し上げますわ」

「かずみんのケチ！」

「なんとでもおっしゃいな」

「かずみんのぶすー！　縦ロール！」

「縦ロールは罵ば倒とう語ごなんですの?!」

「なーに、無駄口叩たたいてるの！」

　走りながら話をしていた二人に、吹雪ふぶきが気付いて睨む。

　そこに、まりえがちょうどよかったとばかりに吹雪ふぶきに向かって声を上げた。

「──霞かすみ目めきょーかーん、彼氏いますかぁ？」

「何、直球で尋ねてますのよ──！」

　まりえの恐ろしい質問に対し、吹雪ふぶきの目がすうっと細くなった。

「ふうん、そんなことが気になるの？　垂たる井いさん」

「こ、後学のために……ですの」

「……あなたたち、プラス十周ね」

「はいいいい!?」

「うわーん!!　かずみんのばかー！」

「今のは完全にあなたでしょぉぉぉ!!」

　吹雪ふぶきに[image: 叱]しつ責せきされた二人は、半泣きで加速していったが、その際にも無駄口を叩たたき続つづける。

「かずみんのあほー！」

「まりえ！　後で覚えてなさいっ！　気持ちだけ感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールっ！　全力機動フルマニユーバッ！」

　そう叫んで更に加速していった一かず美みを追って、まりえが息も絶え絶えに叫ぶ。

「あっ、ずるいかずみん！　一人だけ、そんなの出来るとか！」

「只の掛け声に決まってるでしょう!?」

　後ろから聞こえてくる声に、思わずツッコミを返し、さらに十周追加される二人だった。
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「死ぬ、死んでしまう……」

「大げさな。限界に達した候補生は手遅れになる前に、教官が救護室後方に送っておりましたわよ？」

「訓練が毎回死にかけレベルとか聞いてない……」

「ちゃんと広報に載っておりましたわよ？　単に舐なめていただけではなくて？」

　午前中の訓練を終えて、曹士食堂へと足を引きずるように向かう候補生らの中に、当然であるが垂たる井い一かず美みと刈かり巣すまりえの二人の姿もあった。

　泣き言を言う他の候補生達に、いちいち情け容赦ないツッコミを入れる辺り、練習機ＴＢＣ－３でのあれこれについて言われている件を、結構根に持っているのかもしれない。

「かずみん、余よ裕ゆう綽しやく々しやく過ぎる、の……」

「私、体力にだけは自信がありますの」

「座学だって結構得意じゃん。ずるい」

「それはそうですわ。努力が実る領域ですもの。世界を護ろうというのですから、出来る限りのことをするのは当然でしょう？」

　他の候補性と同じくらいにヘロヘロのまりえがそう言うも、一かず美みは当然とばかりに胸を張る。

　垂たる井い一かず美みは実際、頭脳明めい晰せき・文武両道・才色兼備、ではあった。

　それ故に優秀な成績で候補生となり、ここに入ったまでは良かったのだが……。

「でもかずみん、操縦下手だからなー」

「そ、それは……私に合う機体が無いだけのことですわ。きっと。たぶん……」

　肝心要の部分が伴っていない。そのことを意識した彼女の表情が一言ごとに曇っていくのを横目に、まりえは背後から近づいてくる大型車両にふと視線を向けた。

「あれ？　おにーさん何やってるの？」

「お疲れ様、今日の昼食は豚の生しよう姜が焼やきだよー。合成肉じゃない本物の豚だよー。しかも今日はおかずもおかわり自由だってさー」

　ノロノロと近寄ってきていたその大型車両の、運転席の窓から顔を出しそう告げてきたのは、食堂のお兄さんである若わか松まつ疾風はやてであった。

「ソレはぜひ大盛りで頂いてお代わりを……って、それは──」

　地を這はうような重機積載用低床セミトレーラーを引っ張っているのは、航空機などを牽けん引いんするのに似たトーイングトラクターだった。運転席の位置がやけに低い。荷台には、あちこちをワイヤーで荷締めが施された上にシートを掛けられた大型人型機械の姿があった。

　それは初等練習機であるＴＢＣ－３よりも大柄の二足歩行機械──中等練習機と呼ばれる物だ。それが、わかる者にはすぐにわかるような状態で運搬されていたのである。

　中等練習機がここに運び込まれているということは、すなわち。

　初等練習機から中等練習機へのステップアップが間近に迫っているということに他ならない。

　初等練習機での成績が壊滅的な候補生にとって、足切りの時期が近づいているということだ。

「そうだ、食堂に行くなら途中だし荷台にでも乗ってく？」

　そう言って後方を指で指し示す疾風はやて。

「……そうですわね、便乗させていただきますわ」

　新たな練習機を見上げながら、焦あせりとも諦めともつかない表情を浮かべる一かず美みに対し、疾風はやてはその横顔を優しげな表情で見つめつつ、努めて明るく接した。

「ここ、広いからね。安全運転で行くから大丈夫だと思うけど、ちゃんと摑つかまっててね」

　性も根も尽き果てた他の候補生にも便乗するかと告げ、疾風はやてはトラクターを発進させた。

「それにしても、どうして食堂の料理人である貴方がそれを移動させているんですの？」

「いやあ、いろいろあってね。手が足りない時は手伝ってくれってお願いされててさ。あ、ちゃんと免許もあるし、手当も別で付けてもらってるから心配いらないよ」

「ふうん。そう……ですの」

　言いながらも、やや違和感のある依頼だと一かず美みは感じていた。いくら免許があっても、そういう作業は本来なら下士官にさせる。

　やっぱり、彼は──。

「ねえ、かずみん」

「なんですの？」

　歩くよりは速いくらいの速さで進むトレーラーの荷台に座り、まりえは一かず美みに話しかけた。

「ちょっと思ったんだけど、教官とおにーさんってさー、昔っからの知り合いなのかなー」

「あら、どうしてそう思いますの？」

「こんな仕事、ふつう、料理人さんにさせないよねー。ってことは、かなり長いお付き合いなんじゃないかな？　それに……ほら、昨日さ」

「まりえも、ちゃんと覚えていましたのね」

　二人は、トレーラーを操作する疾風はやての背中に視線を向け、昨日のことを思い出していた。




　──昨日、くつろげるはずだった食堂でのまさかの教官出現に、慌てながらも食事を終えた二人は、そばにある自販機コーナーで飲み物を買い、ベンチで一息ついていた。

「あー、おなかいっぱい……」

「食い意地を張り過ぎた報いですわ」

　日が長い季節とはいえ、もう外はとっぷり日が暮れていた。

　寮暮らしの候補生らは、消灯時刻が厳密に決められている。彼らにとって食事の後から就寝前までは、短いながらも自由にできる時間だった。

　とはいえ部屋に戻っても娯楽と言えるものはろくにない。それなら、むしろ広い空間でのんびりしている方がマシだ。そう考えた二人は、消灯時刻までここで寛くつろいでいようと決めた。

　他の候補生らがいる寮のリビングは、色々やらかしている手前、若干肩身が狭い。ここならば気兼ねなく羽根を伸ばせると考えてのことだった。

　実際、時折食堂から出てくる人がいる程度で、ここは静かだ。

　そして、十分休んだのでそろそろ部屋に戻ろうと、食堂の前を通りかかった時だった。

　二人は霞かすみ目め吹雪ふぶき教官が食堂のテーブルに座って、誰かと話をしているのを見かけた。

「あら？　霞かすみ目め教官ったら、こんな遅くまでまだいらっしゃったのね」

「お茶してただけじゃないのー？」

　吹雪に関しては恐らく出撃を終えて非番となっているだろうから寛くつろいでいても不都合はないが、一かず美みは何か腑ふに落ちなかった。

　あの殺風景な食堂で、そんなに長いこと時間が潰せるものだろうか？

「あ。かずみん、かずみん。ほらあれ見て」

　袖を引くまりえが指す方を見ると、霞かすみ目め教官の正面で話をしているのは食堂のお兄さんだ。

　驚いたことに、二人してにこやかに談笑をしている上に、

「なんか、距離近くない？　仲良し……かな？」

「そのようですわね……ですが英雄たる吹雪ふぶき教官と食堂の料理人にどういう接点が……？　もしかして、もしかして……」

「いやかずみん、考えすぎじゃない？　スイーツもほどほどに、だよ？」

　一かず美みが不可解そうにし眺める一方、まりえは脳天気な様子だった。

「誰がスイーツですの、失礼な。……ま、よろしいですけれどね。時間も遅いことですし、さっさと部屋に戻りましょう」

「そだねー」

　少々気に掛けながらも、今日の疲れを癒やすために早々に就寝した二人だった──。




　そこまで思い出したところで、トレーラーが動きを止めた。

「はい、お待ちどおさま。ごめんね、かえって時間かかっちゃったかな……って、どうしたの？　二人とも」

「い、いえいえ、なんでもないですの」

「ありがとうございましたー」

　若干の不審の視線を隠しながら、二人はそそくさとトレーラーを後にした。
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　食堂前で候補生らを降ろした後、中等練習機ＴＢＣ－４を所定の場所まで運び込んだ疾風はやては、ふと思い立って、周囲に誰もいないことを確認し、機体を覆うシートを剝はがし、操縦席コツクピツトを覗のぞき込こんだ。

「操作系も何もかも、あの頃と配置は同じ、か」

　搭乗席が二つある並列型以外は、ほぼ記憶の通りだった。懐なつかしいと言えば懐なつかしい、そう思いながら彼は……ひとときためらってから、操縦席コツクピツトへと滑り込んだ。

　車や飛行機などと同じで、ベゼル・キャリバーの操作の基本も新旧はあれどそう変わらない。

　１号実験機プロトタイプ０１で基本的な操作系が完成しており、以降はその応用だ。

　後発の機体には追加兵装や、操縦者への補助機能などが追加されたが、基本操作自体は全て１号機を元としている。

　一方で、１号機そのものは基本操作を完成させた機体と言いつつ、その実、とてつもなく扱いがピーキーな機体でもあった。搭乗者パイロツトをサポートする補助機構を一切持たないために、動きが制御し辛づらく、出力エネルギーも一切調整してないから有り余る力で振り回される。

　故に、１号機を制御するには、並外れた高度な操縦技術と驚異的な感覚を要求される。

「怪物……だよね。０１あいつは」

　そう、１号機０１は本当に人を乗せて動かすつもりがあったのかというほどの怪物だった。

　実証実験機アーキタイプから実用的に使える機体へ、と言いつつ、動力炉リアクターの出力エネルギーが以降の機体よりも遥はるかに強大過ぎて平均的な搭乗者パイロツトでは殆ほとんど扱えないような代物に仕上がっていた。

　そして、１号機０１が搭乗者パイロツトに強いる、精神、脳神経、身体に至るまでの負荷もまた苛烈だった。

　だが、一切の制限リミツターが存在していないおかげで、制御出来れば凶悪なほどの力を発揮する。

　乗れる者さえいれば１号機０１は最強と言って過言ではない。乗れる者さえいれば、だが。

　人を選ぶ１号機０１と違って、鍛えればどうにかして扱えそうなのは、試験機０２と０３からだ。

　最もあれら０２と０３も、制式化した量産型と比較すればはるかに大出力な上に、戦役時に何度も改造を加えた代物だから、ひどいものだが……

　そこまで思い出して、疾風は顔を上げる。

　ここまでは、この基地に長くいるものなら知るものも多いことだ。

「ふふっ、なんていうんだったかな、ああいうの。長持ち枕にならず、だっけ」

　疾風はやては皮肉に笑った。しかし、言葉と裏腹に、握り締めた拳は固く、小刻みに震えていた。

　勝手に湧き上がる暗あん澹たんとした感覚と記憶に、身体が強こわ張ばり、金縛りのような感覚に陥る。

「っ……！」

　無意識に自縛状態へと陥った我が身と気持ちを、残っている理性で抑え、胸に手を伸ばして自分の上着を摑つかんで落ち着くのを待った。暫しばらくして……それは収まった。

「──何やっているんだよ……まったく」

　それは白昼の悪夢に捕らわれかけた自分を、振り切るような悪あく罵ばだった。




「ご飯もうすぐ切れるよ、おにーさん」

「おっ了解、ありがとね」

　お昼時、食堂に次々訪れる空腹の基地の隊員たちを前に、疾風はいつもの仕事を捌いていた。

　定食は半ばセルフサービスだが、その補充は彼の仕事だ。

　当然のごとく、用意してある米飯保温器の中身などはあっという間に消費される。

　ほぼ全員が肉体を駆使する仕事で、なおかつ健けん啖たん家かであるため仕方ないとは言えるが。

　おかずは、汗とともに排出された塩分を補うため、きちんと濃い目の味付けが施されている。

　にも拘わらず、殆ほとんどの者が更に醬しよう油ゆやソースをぶちまけて、大盛りによそったどんぶり飯を片手に、おかずを口に放り込むや、その隙間を埋めるように白いご飯をグイグイと押し込む。

「ここに来たばかりの頃は皆、御飯食べる体力すら残らなかったのに。成長したねぇ」

　容赦なく消費されてゆく料理を追加しつつ、疾風はやては嬉うれしそうに調理場を切り盛りしていた。

「まあココのご飯美お味いしいですからねぇ」

「幹部上でも、あっちの食堂は美う味まいけど性に合わないって言ってここで食べる人はいるからな」

　仕事をする疾風はやての呟つぶやきに反応した候補生が、疲れた顔をしつつも嬉うれしそうにお代わりする。

　順番を待っている候補生ではない正規の隊員も声をかけてきた。

「士官の人は実費だから余計に安くて美う味まいこっちに来たくなる気持ちも分かるんだけど」

　襟元の階級章を見れば、三本の山線に桜の章一つの一曹であった。

　他国の軍においてはいわゆる軍曹と並ぶ階級の、士官の元で現場を仕切る立場の人間であるが、食堂にあっては誰しもが平等だった。

　そして、さらにそこに口を挟んでくる者が現れた。

「いいじゃないか。美お味いしいは正義！　しかも本日はおかずのお代わりも可！　お安くお腹いっぱいとくれば大正義だよねぇ」

　どんぶり飯に本日のおかずである豚の生しよう姜が焼やきをたっぷり乗せてかきこんでいる人物が、そこにいた。誰あろうこの基地の司令である、笠かさ置ぎ光みつ雄お将補その人である。

　その場にいた殆ほとんどの面々がこう思ったのは致し方あるまい。司令は来ないでほしいなぁ、と。

「お代わり！　大盛りで頼むよ」

「この時間帯は流石さすがにどちら様もセルフでお願いしてますので。っていうか、司令。どこで嗅ぎつけてきたんですか」

「嗅ぎつけてっていうか、許可出したの私だし？　霞かすみ目め一佐からお願いされちゃってさぁ」

　司令曰いわく、本日のおかわり自由は、霞かすみ目め吹雪ふぶき特務一佐からの上申によるものであったと言う。

　教練は少々厳しく行くから、その分食事で補ってもらえるようにと。

　そして当然、その上申は予算の関係上一旦却下された。通常であれば、たとえ隊員が定年退職で記念のお食事会を催したくとも、何があろうと予算に変更はない。

　その分、料理人が一手間二手間かけるものだが。

　そう、通常であれば、今回もその上申は却下されたまま終わるはずであったのだが。

「彼女がね？　落とした極限生物分の報奨いらないから、その代わりにってこっちに回させたの」

「それで、ですか……」




　極限生物ＥＲの迎撃は、基本的に国家の縄張りごとに担になうこととなっている。

　出現した地域・空域・海域により、その迎撃任務が負わされるのだが、当初各国は当然のことながら押し付けあいの連続であった。自国の戦力と予算を磨すり潰つぶし食いつぶす極限生物ＥＲ迎撃任務など、出来ればやりたくないのがどこも本音だった。

　しかし極限生物ＥＲの遺骸から、希少で高価な化合物や鉱物が得られる事がわかり、それらが途と轍てつもなく有用であることが確認されてからは、方向性がガラリと変わった。

　危険度と収益性を秤はかりにかけるどころではない。

　どこもかしこも、我先にと極限生物ＥＲへと群がることになったのである。

　しかし流石さすがにそれでは効率も悪く、下手をすれば邪魔をしたり同士討ちを始めてしまう──事実そういう国家は少なからず存在した──ため、主要国家が音おん頭どを取り、線引きを行った。

　まずは脅威レベル１。これはまず極限生物が発見された場合発令される。そしてその第一発見者──主にその地域の軍の哨戒部隊だ──が権益をまず対極限生物国際連合軍に譲渡、これにより発見者は、極限生物撃破時に得られる権益の一部が保証されることになる。そして、各国軍はその国際連合軍司令部からの情報により、即座に対応戦力を拠出出来るかの連絡を送り、作戦行動が可能かどうかの判断をする。

　対応可能なら、そのまま戦闘行動に移り、殲滅出来ればよし、出来なければ次に移る。

　脅威レベル２。担当する地域周辺の通常部隊の基地に協力が要請される。しかし、どちらの場合も戦力が足りず、極限生物撃破の可能性が低い場合は次に移行する。

　脅威レベル３。この段階は各地域のベゼル・キャリバー部隊への出撃要請が行われる。実際に戦闘を行うかどうかはその時の状況によりけりである。先行の通常部隊が抑え込んでいるうちに倒せてしまったということもままあるためだ。

　そして脅威レベル４。現地戦力では対応が出来ない場合や撃破失敗、あるいは新種と認められる場合に発令される。

　それは、即ちベゼル・キャリバーによる殲滅戦の開始と位置づけられている。

　その更に一つ上には脅威レベル５が存在し、複数のベゼル・キャリバー部隊による大規模迎撃が必要と認められる場合に発令されるが、戦役終結後は未だ発報された例はない。

　そしてここからが肝心だが、迎撃任務を達成した部隊には、報奨金が渡されるのだ。

　極限生物ＥＲの迎撃が成功すれば、担当国にその極限生物ＥＲが残した遺骸等が分配される。

　分配に関しても規定があり、作戦を行った部隊に対しては報奨金が定められている。




　今回の出撃で得た極限生物ＥＲの遺骸のほぼ全てが吹雪ふぶきの機体が誇るＢＬＩＴＺ＝ＢＵＳＴＥＲによって消失させられている。高々度での極限生物ＥＲ迎撃において、下手に大質量を落下させられないために仕方がないのだが。

「流石さすがに現物がこれっぽっちもないとねー。……金一封にもなりゃしない。ってことで、みんなで食っちゃえということになりました！」

「はあ、ふぶ……霞かすみ目め一佐のおごりってことですか」

「そゆこと。疾風はやて君も賄いで戴いただいちゃってくれていいのよ？　おじさんとしちゃ、基地の全人員に配って回りたいところだけど流石さすがに無理だし？」

　極限生物ＥＲを倒した際に出る遺骸は、戦役で疲弊したこの世界の経済活動に直結していると言っても過言ではない。本来ならば消耗するだけの軍事行動において、敵を撃破すればそれ以上の価値を持つ素材がゴロゴロと出現するのだから。

　最も、容易たやすく手に入れられるわけでもないあたりが、厳しい現状を意味しているのだが。

「はあ、そういうことでしたら後でありがたく……。はいお待たせしました、大盛りです」

　暇な時にそうしているように、笠かさ置ぎの元に大盛りご飯をよそった丼と大盛りの生しよう姜が焼やきを持って行き、そのテーブルへと配膳する。

　周りの隊員や候補生らは、それを見て「しょうがない司令だなぁ」という視線を向けている。

　ただ、候補生達の若干冷たい視線と違い、勤務期間が長い曹以上の隊員たちの視線はいささか生暖かく見守ってますよ的な、微ほほ笑えましいものを見る目が大半であった。

　とにかく彼は司令なので誰も文句を言えるはずがない。

　そんな中、教官である檜ひのき一尉が食堂に姿を見せ、笠かさ置ぎの元へとやって来た。

「司令、こちらでしたか」

「おんや、檜ひのきくん、どしたの」

「いえ、先日上申した件、どうなったのかと伺うかがいたく」

「ああ、あの件ね。そうだ、檜ひのきくんご飯食べた？　なんなら一緒にどう？」

　笠かさ置ぎは手渡されたトレイを顎あごで指すが、檜ひのきは軽く手を上げ、そこに持つ包みを見せた。

「いえ、自分は家内が持たせてくれた弁当がありますので」

　そこにはきれいに包まれた弁当箱があった。どうやら結構な愛妻家のようだ。

「あ。奥方お手製のお弁当があるんだったね、失敬失敬。じゃあせめて一緒に食ってかない？　例の件もお話したいし」

「そういうことでしたら……。疾風はやて、構わんか？」

「どーぞー。まあもうお昼も遅いから、さばけてきてるしね」

　檜ひのきの気安い問いかけに、疾風はやても気軽に返事をする。そのやり取りに、候補生には驚きよう愕がくの目で疾風はやてを見る者もいたが、彼は気にもしなかった。

「はい、お茶」

「ああ、すまん。いいのか？　こちらに構っていて」

　そう言って渡された湯ゆ吞のみに手を付ける檜ひのきだが、疾風はやては肩をすくめた。

「司令も居るしね、これくらいはしておかないと」と薄く笑みを浮かべた。

「それで、なんだけど例の件。アレね、博士に話通しておいたから。すぐ手を回してくれると思うよ？」

「……そうですか。ならば良かった」

　何の話だろうか、と疾風はやては立ち去ろうとしつつも耳に入った言葉に気を引かれた。すると、笠かさ置ぎが疾風はやてに声をかけ、こう告げた。

「そうそう疾風はやてくん。例のあれ、使ってね？　最近物騒だから」

「……は、い。気が向けば」

　それだけ答え、疾風はやては足早にその場を後にする。

「司令、あいつに何か？」

「いんにゃ、まだないけどね。ちょっとお願いしてみたのよ」

　人の悪そうな笑みを浮かべ、檜ひのきに言葉を返した笠かさ置ぎは、誰にも聞こえない声音で、呟いた。

「君が出ないで済めば一番なんだろうけど。だけどね、僕はまだ君に希望を残してんのよ」
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　記録映像に残されたヨーロッパの山岳地帯を、巨大な極限生物ＥＲが進む。

　岩山の如ごとき巨大さと、亀のような外観。その周りに取り巻くように這はう小さな極限生物ＥＲ。

　狙いやすい大きさと、周りに取り巻く小さな極限生物ＥＲの数から、当初は航空機による絨じゆう毯たん爆撃、及び、地中貫通爆弾バンカーバスターの投下等の攻撃を行った。

　だが、岩山のような本体には傷一つ付かず、取り巻きの小さな極限生物ＥＲは巨大なその陰に隠れ、倒すことも、数を減らすことさえも出来なかった。

　結局、通常部隊での殲せん滅めつは断念され、ベゼル・キャリバー部隊の出動要請とあいなり──。




　漆しつ黒こくの機体が、その装甲の継ぎ目から赤い輝きを溢あふれさせながら、大地を駆ける。

　大地を抉えぐる激しい踏み込みとともに放たれたその拳は、行く手を遮るように立ちふさがっていた巨大な岩山を思わせる限界生物の外殻に、一撃で大穴を開けていた。

　その一撃は、甲羅の中まで穿うがち、そこに内包されていた体組織を焦がし、爆散させる。体液は蒸発して煙を噴き、周りに黒く粉こな微み塵じんなった体組織が散らばる。

　極限生物ＥＲも痛みを感じるのか、凄すさまじい咆ほう哮こうを上げ、黒い機体をその巨きよ軀くをもって押しつぶさんとするが、圧倒的な速度をもってそれを躱かわし、再びその一撃を振るう。

　潜んでいた小型の極限生物ＥＲが、黒い機体の一撃を邪魔するかのように接近してくる。

　が、追従する青い機体がそれを許さず、長大な剣を振るい、それを押し留めていた。

　黒い機体は圧倒的な攻撃力を、ただただ目の前の巨体に打ち込み続ける。

　青い機体は軽やかにその剣を振るい、邪魔しようとする小型極限生物ＥＲを切り裂いていった。

　巨大な岩山のような極限生物ＥＲはすり潰され、小さい敵は目に見えて数を減らしていく。

　やがて、響き渡る雷鳴のような轟ごう音おんとともに、動く岩山が、それが本来あるべき姿であったかのように大地へと倒れ込むと、黒と青の二体のベゼルキャリバーも、その動きを止めた。

　そして、互いにその健闘を称たたえ合あうかのように拳を合わせた──。







「これは戦役中期の記録映像よ。相対したのは体高二〇〇メートル、体長四〇〇メートルを超える、巨大な陸ガメのような極限生物ＥＲ。識別名は大王陸ガメグランド・トルテユ」

「でけえ……」

「こんなのがいたんだ」

「それを一撃であんな……」

　候補生達は、吹雪ふぶきに見せられた映像に驚きよう愕がくしつつも感嘆していた。

「この極限生物ＥＲは、地上に於おける最大種としてヨーロッパの山岳地帯で活動していたわ」

　そう吹雪ふぶきが言うと、再び始めから再生される映像に、やはり圧倒的な威容を見せつける巨大な限界生物ＥＲが映し出される。その周囲には寄生するかのように小型の極限生物ＥＲが蠢うごめいていた。

　五〇メートルを超える体高を持つベゼル・キャリバーですら、大王陸ガメグランド・トルテユと比べたら小さく見える。

　極限生物ＥＲの巨大さに、候補生達は息を吞のむが、しかし。

　ただの一撃で甲羅を思わせる分厚い装甲をぶち抜いた、漆しつ黒こくの機体の戦いぶりに、候補生達は目を奪われていた。圧倒的な彼我のサイズ差が有るにも関わらず、いや、サイズの差があるが故に、その動きを捉えられず、一方的に攻撃を加えられている。

　黒い機体の戦い振りはまるで、鯱シヤチになぶられる大型海かい棲せい哺乳類を思わせる。

　これは戦いではなく、狩りの様相を呈するものであった。

「あの黒いの、凄すごいな……一方的だよ！」

「その横で邪魔が入らないように牽けん制せいしてる青いのも、わりと凄すごいぞ？」

「あなたたち、勉強不足もほどほどにしなさい！　黒いの、でなく。あのベゼル・キャリバーは１号実験機プロトタイプ『ＢＬＡＣＫ＝ＬＡＶＡ黒い熔岩』ですわ。そして、青い機体は先行量産型の５号機０５『Ｂｌｕｅ＝Ｂｌｏｏｄ気高き血潮』ですわよ」

「よく知ってるわね、垂たる井い候補生。その通り」

　鼻高々に胸を張り、各機体の名称を説明する一かず美みに、吹雪ふぶきが同ずる。

「当然ですわ！　１号実験機プロトタイプ『ＢＬＡＣＫ＝ＬＡＶＡ黒い熔岩』は最終作戦最奥へ突入した三機のうちの１機ですし！　私がここを目指すきっかけとなった機体の一つですもの！　それというのも今を去ること５年前、私の住む──」

「そう、黒い機体は１号実験機プロトタイプ。最初に作られた実戦用ベゼル・キャリバーよ。もっとも、実戦用と言っても所しよ詮せんは実験機プロトタイプで、普通の人間が制御出来るような代物ではなかったわ。私でさえ、試乗もまともに出来なかった……」

　熱く語り始めた一かず美みを無視して話を引き継いだ吹雪ふぶきは、画面に意識を戻し、大王陸ガメグランド・トルテユに対し破壊の権ごん化げとも言えるような一撃を繰り出す１号実験機プロトタイプの解説を行う。

　次いでその黒い機体の周囲を守るべく、手にした巨大な剣を振るって他の小型極限生物ＥＲを寄せ付けない、青い機体に話題を移した。

「青い方は『Ｂｌｕｅ＝Ｂｌｏｏｄ気高き血潮』。檜ひのき一尉が乗っていたものよ。こっちの方は先行量産型で扱い易くはなっていたわね。もっとも、１号機０１や私のと比べて、だけど。いずれにしろ、今の量産型機体と比較したら雲うん泥でいの差ね、クセが強すぎる」

　吹雪ふぶきの解説とともに改めて映像を見直すと、その黒と青の機体の連携の鮮やかさがハッキリと理解することができた。当然その機体操作に関しても、だ。自分たちから見るとまだまだ遥はるかな高みにあるその動きを、候補生たちは食い入るように見つめていた。

「スゲエなぁ。これだったら世界を救ったのも納得できるって話だよな」

「黒い奴やつ、速えわ強ぇわ……それに檜ひのき教官の方も、凄い……正直腕が劣るから現役から退いたと思ってました。舐なめてましたすいません……」

　候補生らの多くは、吹雪ふぶきと比べて無名である檜ひのき一尉を、『怒るだけが能の、お情けで教官に採用された退役搭乗者パイロツト』ではないかと思っていた。

「不見識ですわね。檜ひのき教官もあの戦役を生き残られた方。ほんとうに凄すごいとしか言いようがありませんが……私、話の途中でしたのに」

「かずみんがめちゃくちゃベゼル・キャリバーマニアなのは、ばっちり伝わったって」

「そんなことを主張するために喋しやべったのではありませんわ！　私は」

「はいはいわかったわかったかずみん、いーこいーこ。でもそういえば、この青いのは檜ひのき教官でしょー？　じゃあ、黒い方の中の人って、誰？　今なにしてるんだろ？」

　映像を見ながらそう呟つぶやいたまりえに、一かず美みも画面から目を離さず、なんとはなしに答えた。

「謎、ですわ」

「謎？」

「そう。私の知る限りでは、名前も何もかも公表されておりませんわ。我々ＢＣフリークの間ではもっぱら──」

「フリークって認めちゃったね、かずみん……。でも、そんなことってあるの？　ていうか、この黒いのが、こないだ授業で言ってた最終作戦のうちの一機だったのかー」

「やっぱりあなたも不勉強ですのね？」

「えー、だって見た目知らないしー。ていうかなんで黒い方の中の人、公表してないん？」

「それは──ごめんなさい、寡か聞ぶんにして存じ上げませんわ。ＢＣ博士とも呼ばれたこともある私ですが、残念ながら。軍や政府機関は戦後の搭乗員パイロツトの足跡をすべて把握しているはずですが、発表している方々以外はすべて極秘扱いですも──のひょっ!?」

　ぼそぼそと隣り合った席で会話をしていた一かず美みとまりえの二人だったが、その二人の間に、するりと真っ白な手が滑り込んだ。

「なーに、お喋しやべりしてるのかしら？」

「か、か、霞かすみ目め教官……こ、これはですね」

「む、無駄話じゃなくて、ちゃんとしたしつぎおうとうだったのです」

「へえ？」

　不審そうにしている吹雪ふぶきに、二人は半ば硬直したような態度でなんとか応えていた。

　納得したかどうかは別にして、吹雪ふぶきはその場から離れず顎あごに指を当て、何事か思案する。

「……黒い１号機０１の乗り手、か。まあ、知らなくても無理ないわね。一応、退役した戦役当時の搭乗員パイロツトの素性は本来、機密だし。私たちは現役パイロットだからその限りではないけどね。ほら、下手に公表されると、普通の生活もままならないから……」

「あ、あの教官？　それ、初耳なんですけれど」

「それはね、それ自体を公表していないからよ。隠してますって言ったら何で隠すって聞かれるでしょう？　聞かれたら答えるけれどね。教えられません、って。基本的に戦死者は慰い霊れい碑ひに名前が刻まれるから氏名は公表されるわ。でもそうでない人達は個人の選択によるのよ」

「はあ……」

　微妙な空気が流れる中、まりえが空気を読まずに口を開いた。

「で、黒いのの中の人はだれなんですかー？」

「そこでさらに聞くんですの!?」

「えーだって、知りたくない？」

「それは……ＢＣ博士の私としては、知りたくないと言えば噓うそになりますけど……」

　あっけらかんとした表情で問うたまりえに、一かず美みは呆あきれたとばかりに顔を覆ったが。

　吹雪ふぶきの返答は意外なものだった。

「素性は教えてあげられないけれど、どうなったかだけなら、教えてあげられるわよ？」

「そうなんですの？　では是非！」

「やったー、いまなにしてるんだろーねー」

　三人の会話を、それとなく聞き耳を立てて聞いていた周囲の候補生たちも、興きよう味み津しん々しんといった態度を見せ、耳をそばだてていた。

「……あれに乗ってた人はね、最終決戦でＭＩＡ……消息不明扱い。だから、ね……」

　何気なく尋ねた質問だったが、返ってきた吹雪ふぶきの硬い声色の言葉に、皆が息を吞のんだ。

　ＭＩＡ──作戦行動中行方不明Missing in Action──。

　だが、死亡したとは確認されていない、と言うならば、どうなったのか。

「──可能性としては、考えておりましたけれども……」

　一美が顔を曇らせる。部屋の中は静まりかえり、さらに問うような雰囲気ではなくなった。

「で、でもこの戦いは凄すごいですよね！　檜ひのき教官も！」

　固くなった空気を変えようとしたのか、女子候補生の一人がそう口にした。

　その言葉を聞いて吹雪ふぶきは険しい顔をして眉をよせた。そして、大きくため息を吐ついて、手にしたリモコンのスイッチを切り替えた。

『ぐうおぁああああああああ!!』

『こっち来んなぁあ！　てめえこのっ！　もう嫌だぁあああ！』

　繰り返し流されていた映像の、消されていた通話音声が、スピーカーを通して教室内に響き渡った。その搭乗者パイロツトたちの雄お叫たけびと、悲鳴が。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんとも言えるそれに、候補生たちは、愕がく然ぜんとした。
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「ふえええ、今日もすごい点数が残ってるよ～」

「こんなハイスコア、一体誰が叩たたき出だしたと言うんですの？」

　基地内部の仮想訓練室に設置されているベゼル・キャリバー訓練装置は、全候補生の総数に練習機ＴＢＣ－３が満たないために利用されている仮想訓練装置ヴアーチヤルシミユレーターである。

　三次元挙動を可能にした駆動装置アクチユエーターにより支えられた全天周モニターを持つ操縦区間コツクピツトブロツクのみで構成された訓練施設だ。流石さすがに限りある予算で全候補生分の練習機ＴＢＣ－３を揃そろえるなど不可能であるために、持ち回りで実機訓練と仮想訓練が行われるのだ。

　体育館のような広い空間に並べて配置された仮想機シミユレーターを、囲うようにしてキャットウォークが張り巡らされ、仮想訓練機に乗り込むことが出来るようになっている。

「ううう、私の何倍も上う手まいのです。こんなスコアどうやったらだせるのー？」

「確かに凄すさまじい記録ですわ。私のとでは、比較にならない程ですわね」

「何をやってるの！　もう訓練開始時間でしょう!?」

　候補生が驚きに包まれている中、姿を見せたのは霞かすみ目め吹雪ふぶき特務一佐であった。

「シミュレーター訓練だからって疎かにしないで！　これをしっかりするかしないかで、初陣の帰還率が段違いなんだから！」

「あ、教官。これを……」

　候補生らは、自分たちがただ単に訓練開始時間を無為にしていたわけではないと、その訓練装置の履歴ログが表示されているモニターを、吹雪ふぶきに見せた。

　一連の仮想訓練の記録履歴ログを、恐ろしい勢いでスクロールさせながら瞬まばたき一つせずに見て、

「……ふうん、なるほど。鈍ってるわね」

　口元に笑みを浮かべながら吹雪ふぶきはボソリと呟つぶやき、稼か働どう準備の済んでいる仮想機シミユレーターに視線を送ると、そのまま操縦席コツクピツトへと滑り込んだ。

「いい？　みんな。今から模範操縦をするから──うかうかしてると見逃すわよ！」

　そう言いながら吹雪ふぶきは、ヘルメットを被かぶりつつ仮想機シミユレーターのキャノピーを下ろしたのだ。

「は、速っ!?　シミュレーターの機体設定、ＴＢＣ－３のままですわよね!?」

「うえー、見てるだけで酔いそう」

　候補生らは、モニターに表示される吹雪ふぶきの操縦する仮想機シミユレーターの動きを、啞あ然ぜんと見つめていた。

　自分たちでは理解の及ばない素早い動き、運動性能など推して知るべしな、あの初等練習機ＴＢＣ－３が、まるで戦技研究部隊が操る高等練習機じみた機動性能を発揮しているのである。

　驚きよう愕がくしないはずがない。しかも、この動きは。

「おい、これてっきり感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールだと思ったら、通常制御だ」

「うそっこれで!?　いやまぁ、確かにＴＢＣ－３は感覚同調機能そこんとこオミットされているけどさ」

「じゃあ感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールで機動したら、もっとってことか」

　練習機ＴＢＣとは言え基本構造は制式機のベゼル・キャリバーと同じだ。

　だが、実戦に出ない機体故に感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールには対応していない。

　吹雪ふぶきはその機体を、操そう縦じゆう桿かんとそれに伴う補機類による操作だけで性能を最大限に、それ以上に引き出してみせたのである。

「ふう。どんな感じだったかな？」

　装置が停止し、汗一つかいていない吹雪ふぶきがバイザーを上げながら、操縦席コツクピツトから声をかける。

「あ、はい。……ハイ、スコアです。先程の記録を三割上回っています」

「そう。で、あなた達！　これくらいのスコアを出せなくてどうするの!?　私はあなた達が私を追い越してくれるのを期待して、教導しているんだからね！」

　仮想機シミユレーターから降り立った彼女が発した、これぞ[image: 叱]しつ咤た激励というものであろうというその言葉で、候補生の面々は痺しびれるような高揚感を得て、それぞれに仮想機シミユレーターへと飛び込んでいった。

　それを見送った吹雪ふぶきは溜ため息いきを一つ吐つき、こう呟つぶやいた。

「さっさと後輩が搭乗者パイロツトになってくれないと、安心して予備役になれないじゃない……」

　誰もいないと思ってつい言ってしまった彼女は、中央管理席オペレーシヨンデスクにどっかりと座り込み、候補生達が四苦八苦しながら練度を上げてゆく様をぼんやりと眺めていた。

　だが、しかし。

「予備役って……えっ？」

「まだ教官ってそんな歳としじゃないでしょう？」

「超ベテランな雰囲気だけど、十九とか、二十とか……。歳とし、そんなに離れてないわよね」

　各訓練装置に繫つながる中央管理席オペレーシヨンデスクのマイクが彼女の呟つぶやきを拾っていたのに、その時の吹雪ふぶきは気付くことができなかった。
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　その日の深夜。人気のないはずの仮想訓練室の中で、一基の仮想機シミユレーターが稼か働どうしていた。

　対極限生物ＥＲ迎撃のため、緊急事態に備えて常に人員が配置されている基地とはいえ、当然ながら教育施設に於おいてはその限りではない。

　照明の消された広い空間で、一基だけ。中央管理席オペレーシヨンデスクのモニターが明滅する以外、その広い空間で動くものは仮想機シミユレーターの駆動装置アクチユエーターのみであった。つい先程までは。

「……かずみん、シミュレーター動いてるね」

「動いてますわね……」

　暗い仮想訓練室の扉が静かに、少しだけ開き、そこから滑り込んできた人物が二名。

　抜き足差し足で侵入してきたのは、垂たる井い一かず美みと刈かり巣すまりえの訓練生二人組である。

「私達とおんなじこと、考えてる子が他にもいたのかなー」

「……いいえ。そうではありませんわ」

　この二人が、深夜に仮装訓練室へ密ひそかにやって来たのは何な故ぜか？

　それは、今日の昼間に吹雪ふぶきから告げられた「ＴＢＣ－３の修了検定」の件で切羽詰まってのことだ。

「私たちのように修了検定の合格が危ぶまれる候補生は、他にはいませんもの」

「私たちっていうか、私だけなら多分大丈夫なんだけどー」

「……申し訳ないですわね……」

　再来週には行われると吹雪ふぶきが告げた、初等練習機ＴＢＣ－３の修了検定。

　候補生はそれに受からなければ、次の段階であるＴＢＣ－４の訓練に参加できない。

　それは即すなわち、適性無しとして、他の部署に回されるという意味だった。

　そして、ほとんどの候補生たちは、現状のままであれば問題なく修了検定に合格する。

　その『ほとんどの』という枠からはみ出ると自覚している一かず美みにとって、初等練習機ＴＢＣ－３の修了検定をこのままの状況で受ける、というのは看過できない状況であった。

「私はこんなところで躓くわけにはいかないのです。必ず搭乗者パイロツトになって──」

　──おにいちゃん、あれにのってるひとなの？──

　──まちを、みんなをまもってくれて、ありがとう──

「あの方に──」

「……だからって、深夜に仮想機シミユレーター勝手に使ったりなんかして、見つかったら大変だよ……」

　それが、一美の考えた暴挙だった。

　本音で言うならば実機での個人的な練習が最善なのだが、厳重に警備管理されている格納庫内の機体を個人が私的利用で密かに持ち出す、なんてことは絶対に不可能であるため、却下。仮に持ち出せたとしても、動かしたら運用記憶装置が全てを記録する上に、稼働したらその時点で信号が管制に送られて、そりゃもう即座にバレる。

　しかし仮想機シミユレーターならば。謎のハイスコアを出した人物も、おそらく夜間、秘密裏に作動させていたはず。それなら一美も、先日の謎のハイスコア履歴を残した者のごとく、誤魔化せるのではないかと一縷の望みを掛けて侵入した……のが今の状況である。

「バレたら一発除隊間違いなしだね……」

「覚悟はできていますわ。見つかったら……あなたは私が脅迫したことにしますの」

「まあまあ、付き合うよ……それにしても」

「まだ、止まりませんわね。仮想機シミユレーター」

「誰が乗ってるのかなー」

「誰であっても構いませんが、この時間にこれを自由に扱えるということは、それなりの人物なのは間違いないのではないでしょうか」

「霞かすみ目め教官とか？」

「あり得ないとはいえませんが、やる意味がありませんわ。先日のアレを見る限りは」

「だよねぇ」

　小声で話しつつ、稼か働どう中ちゆうの仮想機シミユレーターの記録が表示されている中央管理席オペレーシヨンデスクへと向かう。

「……これは」

「すっごい……え、すごくない？　これ」

　そこに表示されているのは、仮想機シミユレーターの運動データであった。

　仮想訓練トレーニング内容は、初等練習機ＴＢＣ－３を用いたアスレチックコースの踏破である。基本動作とその応用の集大成とも言えるメニューだ。

　砂地や泥ぬか濘るみ、浅瀬や岩場など、あらゆる環境の悪路走行を行いつつ、障害物の突然の襲来を避けたり、濃霧や大雨などの悪天候といった事象まで踏まえての訓練である。

　それを事も無げにクリアしている。しかも候補生達とは比較にならないレベルで圧倒的にスムーズに、吹雪ふぶきが見せたそれに匹敵する、もしくは凌りよう駕がしているかもしれないほどだ。

　それを、何周も繰り返し、既に一時間も続けている。しかも、その一周あたりの数値は先日残していたスコアよりも遥はるかに高く、吹雪ふぶきが新たに出したスコアに迫らんと、上昇している。

　一体誰が、と息を吞のんで画面に映るデータをスクロールさせていた二人であったが……

『両手を頭に当てて、床に伏せろ』

　背後から突如として響いてきた野太い声に、二人はハッとする。

　いつの間にか仮想機シミユレーターから姿を表したと思われるその男に、彼女らは銃を向けられていた。

「……熱心にモニター見すぎてたねー」

「しっ！　本当に撃たれたらどうしますのッ!?　言われたとおりになさいッ！」

　そんなことを口にしながら仮想機シミユレーターの前でうつ伏せになり両手を後頭部に当てた二人の側に、その人物は足音もなく近づき何やら操作をし始めた。

　一かず美みはゆっくりと顔だけを上げ、男の方に視線を向けた。

　そこには、軍の純正硬質搭乗服ハードケーススーツとは若干細部が異なる装備を身に付け、これまた見知ったものとは違う、おそらくは実戦用のヘルメットまで被かぶった、引き締まった長身の男がいた。

　先程は薄暗い中、その姿をしっかりと見る余裕もなかったが、モニターのバックライトからの照り返しで今はその姿がなんとか分かる程度にはなっていた。

　男性でこの基地のベゼル・キャリバー搭乗者パイロツトと言えば、今は現役を退いているとは言え戦役時の生き残りである檜ひのき興こう平へいだけだ。

　が、彼とは明らかに身長も体格も違う。

（顔は……ヘルメットのバイザーのせいで見えませんわね……）

　実戦用のヘルメットは、超真空状態の宇宙でも生命維持が可能となる仕様だ。

　そして当然、宇宙空間を想定されたそのバイザーには、宇宙服と同様に金が蒸着メタライジングされているため、着用していると、表面が鏡と同様に光を反射してしまう。

『ふう。これでよし、と』

　男は目的を達した様子で、体型に似合わぬ渋い声でそう呟つぶやいた。

　床に伏せたままの二人に向きなおると、若干距離を置いてしゃがみ込み、二人に声をかけた。

『危害を加える気はないし、別に取って食ったりもしない。スパイとかそういうのでもないし、不法侵入者でもない。ああ、その点だけで言えば君達の方が不法侵入者かもしれないな』

　それを聞かされ、二人は困惑する。眼の前にいる男は確かに得体が知れない。しかし、ここに入って、さらにはここの機材を稼か働どうさせても、セキュリティーが発報していない。

　それはつまり、この男性がここの利用を許可された人間だということだ。

　そして気づく。今ここで事が発覚したら、間違いなく罰を食らうのは自分達の方だ、と。

　絶望にも似た思いが一かず美みの心を埋める。

　念願かなって候補生となり、『英雄』の元で研けん鑽さんを積めると喜んでいたのも、つかの間。

　実機訓練では、原因不明の機体の不調が度重なり、ろくな成績を残すことも出来なかった。

　訓練装置ではそんなことは起こらなかったが、そもそも検定は実機で行われるだろう。

　せめて仮想訓練の成績を上げて、実機でのトラブルがあっても捨てるに忍びないと考えさせられれば、という思いでここに忍び込んだ一かず美みの意図は、全て潰ついえることとなった。

「……好きになさって。もう、いいですわ」

「かずみん!?　もういいって、何なん!?」

「もう、いいのです。ですが、この子は私が脅迫して付いてこさせたのです。どうか、見逃してはもらえませんか？」

　涙目で懇願する一かず美みに、まりえが珍しく憤いきどおりの混じった言葉を投げかける。

　そんな二人を見下ろしながら、男は特に感慨もない平へい坦たんな声色でこう告げた。

『ぼ……俺のことを黙っていると誓うなら、お前たちのことを口外しないと約束しよう』

「な……本当ですのっ!?」

『但し、条件がある』

「何ですの？」

「かずみん！　きっとあんなことやこんなことをされちゃうんだよ！　薄い本みたいに！」

『シミュレーターに乗れ。言ってみれば、共犯者だな、ククク』

　まりえが口走った言葉と裏腹に、そう言い放った男に、二人はポカンとした表情を浮かべて。

「え……？　それで、いいんですの……？」

「やる！　やるよ！　ねっ！　かずみん！」

「……ええ、やらせてもらいますわ！」

　むしろ願ったり叶かなったり！　という顔で、二人は男に向けて声を上げた。

『静かにしろ』

　男に窘たしなめられるのは、まあ当然であったが。

　こうして二人は、男に言われるまま仮想機シミユレーターに搭乗し、その共犯者となったのだった。
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「これ、本当にどこでも入れるとは思わなかったな……」

　疾風はやては司令から預かったカードを手に、壁に取り付けられている読み取り装置に差し込みながらそう呟つぶやいた。本来なら、基地内でも限られた者しか立ち入ることを許されない、高レベルの秘ひ匿とく技術を扱う部署のセキュリティですら、このカードは当たり前のごとくクリアできた。

　ピッ、と赤かったインジケーターが緑に変わり、扉が開く。

　その先には今の彼の立場ではお目にかかることの出来ない機材や、様々な秘ひ匿とくデータが納められているサーバーなどが立ち並んでいた。

「さすがにこの時間だと、誰もいないか」

　常時起動している機材以外、全てが電源を落とされて沈黙している中を、疾風はやては足を進めた。

「さて、と。撤去されてなきゃ、このあたりだったはずだけど……あった」

　最新機器の並ぶ中を抜けた先に、そこだけ古びた凹へこみの目立つ大型ロッカーがあった。

　壁に作り付けの、移動もできないタイプのためか、この場に元からずっとあったはずなのに、そこだけ場違いな存在と化していた。

「通電は……まだしてる、か。じゃあイケる、かな？」

　ロッカーの扉に備えられた薄い板に、手のひらを軽く添える。そして、こう口にした。

「認識番号　ＢＣ０１。ワカマツ・ハヤテ」

　その声とともに手のひらを押し当てた板が淡く発光し、掌てのひらの血管、静脈のパターンを識別し、カチリとロックが外れる音が響いた。

「良かった……さて、使えるかな？」

　ロッカーを開き、中からあるものを取り出そうとした疾風はやてだったが。

「そこの君。誰の断りを得て、それを持っていく気かな？」

　そう言いながら背後に現れた人物に、彼は目を見開いた。

「アイリーン、さん？」

　そこには、少々トウが立ってはいるが見み目め麗うるわしい女性が白衣を着込み、仁に王おう立だちしていた。

「あら、疾風はやて君じゃない。ここで会うのはいつぶりかしら、って、そんなものを持ち出すなんて、まさか復帰するの？」

　均整が取れたスレンダーな立ち姿に、豪ごう奢しやな金髪を長く伸ばしたその人物は、誰あろうベゼル・キャリバー開発の中心人物の一人であった天才科学者、アイリーン・ファインマン博士だった。長年の知己の口調で、疾風は答える。

「あ、いえ、復帰とかそんなんじゃないんですけど……。ちょっと乗ってみようかなって……シミュレーターに……」

「ふうん？」

　下手なことを言っても言い逃れられそうもない、そんな博士の雰囲気に、ついそう答えてしまった。なにせ疾風はやての手にあるのは、硬質搭乗服ハードケーススーツやヘルメットなどが入った大ぶりのバッグだ。誤魔化しようがない。

「なるほど、それで。でもそれ、使えないわよ？」

「え？」

「君がいたころからもう何年経ってると思っているの？　そもそもサイズが合うわけないでしょ？」

「あ……」

「でもまあ、君が一念発起してくれたって言うなら、私も一肌脱ごうかしら！　ほらちょっといらっしゃい！　こないだの包丁に比べたら手間だけど、さくっと一着作ってあげるわ！」

「え、あのちょっと!?　ていうかサクッと作れるものでしたっけ!?」

「いつの話をしているのかしら？　今は昔と違うのよ。さあキリキリ歩きなさい！」

　そう言ってガシッと疾風はやての手首を摑つかんだ博士は、何処かへ連れて行こうと歩き始めた。

　どう見ても疾風はやての方が力も体格も上だが、為なす術すべなくアイリーンに引きずられていく。

「それで、スーツは現行型がいい？　それとも昔のタイプ？　やっぱり使い慣れてたやつの方がいいかしら？　デザインは前のままでいいのかしら？　それとも──」

　そんなことを一方的に捲まくしたてられながら。
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「……こんなもんかなぁ？」

　いつもの厨ちゆう房ぼうとは違うシステムキッチンで、夕飯の準備をしながら疾風はやてが呟つぶやいた。

　とはいえ、食堂からテイクアウトしたものを皿に盛り、厨ちうゆ房ぼうから持ち込んだ下ごしらえ済みの材料で追加のスープを作ったのみ。後は食べる前に温め直すだけだ。

　ここは基地に隣接する賃貸マンションで、尉官以上の自宅通いの士官が数多く入居している。職場から至近距離というのと、分譲マンション並みの設備の良さが人気の場所だった。

　疾風はやては調理後の後片付けを終え、一息ついて部屋の窓から外を見た。

　この部屋は最上階で、基地が一望出来る。夕暮れ時で、外の世界は茜あかね色いろに染まっていた。

　疾風はやてがガラス越しに外を見ていた時、インターフォンが部屋の中に響いた。

　インターフォンのモニターを見ると、映し出されていたのは制服姿の吹雪ふぶきだ。少々厳しい顔つきで立っている。一般人が見たら、極限生物ＥＲ迎撃部隊の士官が何用だ？　と思うだろう。

『霞かすみ目めです』

「あ……はい。今、出ます」

　玄関先まで行って疾風はやてが扉の解かい錠じようをすると、扉の前にいた吹雪ふぶきが中に入ってきた。

「おかえり、吹雪ふぶき」

　その言葉を耳にした途端、吹雪ふぶきの顔が一気に緩む。きりりとしていた表情が、そこはかとなく柔らかくなった程度だが、その違いは明らかであった。

　つまり、そういう関係なのだった。

「たっだいまぁー」

　パンプスを脱ぎながらそう返事をする。そう、ここは彼女名義の部屋なのだ。鍵は当然持っているが、わざわざインターフォンを押すのは、疾風はやてに出迎えて欲しいからといってきかない。

　疾風はやてが玄関に上がってくる吹雪ふぶきの制服をしげしげと眺めながら呟つぶやく。

「……いつも大変だねぇ」

　基地の更衣室からこの部屋まで徒歩で約十分。出撃こそなかったが、候補生たちを教練するために今日一日トレーニングウエアと作業着だった。しかし、改正された服装規則により通勤時は制服の着用が義務付けられている。吹雪ふぶきはこの約十分のためだけに、ストッキングを履はき、スカートをはき、ジャケットを羽織って、しっかりと身だしなみを整え──。

「一応別組織だけど、そのあたり自衛隊準拠だもん。昔々は逆に『通勤時は私服で』なんて時期もあったらしいけれどさー。今じゃスキを見せるな、ぴっちりきっちり着ろ、だもん。さすがに、化粧メイクまでちゃんとしろ、はないけどねー」

「あ、女の人だとそれがあるか。でもさすがに、式典の時だけでしょ？」

「まあねー。シャワー浴びた後に帰る時にまで、化粧メイクを義務付けられたらたまんないわ」

　吹雪ふぶきはそう返し、ヘアピンを外し髪を指で櫛くしけずりながら自分の部屋に向かう。服装規則もあるが、それ以上に候補生らに規律を態度で示さなければいけない、というのもある。

「祥しよう子こなんか制服着崩してるのにねー。あれオッケーで、私アウトとか。なんだかなー」

　吹雪ふぶきが自分の部屋で着替えながら、同僚の名を交えて愚ぐ痴ちをこぼす。『英雄』という触れ込みもあって、常に注目されている吹雪ふぶきは特にキチンとしなければならない。

　注目の的になるのはいいが、細かいところで面倒なのも、彼女は思うところがあるようだ。

「そうそう。夕飯、ほとんど準備できてるよ？　後は温め直すものだけだけど、どうする？」

「あー、うん。ちょっと一息入れてからがいいかな？」

「わかったー。じゃあお茶淹いれとくよー」

「ありがとう。お願いー」

　そう言いながら着替え終わったのか、部屋から出てきた吹雪ふぶきがリビングに顔を出した。

　お茶を淹いれながら、疾風はやてはちらりと横目で彼女を一いち瞥べつする。

　吹雪ふぶきはふわりと柔らかそうなラインのワンピースに着替えていた。

　長い銀の髪は、リボンの飾りの付いたヘアクリップで緩くまとめてある。

　あ、可愛い……。そう疾風はやてが思ったのも無理からぬことだろう。

　基地内での肩かた肘ひじ張はったような制服姿や、戦闘の緊張感がある硬質搭乗服ハードケーススーツとは打って変わった甘い感じのする愛らしい格好だ。まさに眼がん福ぷく。他の者たちには見せない姿だ。

「疾風はやて、どうしたの？　ぼーっとしちゃって？」

「あー。何でもない何でもない」

　疾風はやては吹雪ふぶきから目を逸そらしながら茶ちや碗わんをトレイに載せてリビングに向かう。さすがに「可愛いね」などという歯の浮く台詞をさらりと言えるほど、疾風はやては気の利いた人間ではない。

　吹雪ふぶきは小さく笑って、リビングのラグマットの上にぺったりと座り込んだ。

　疾風はやては茶ちや碗わんをテーブルに載せ、吹雪と対面する形で自分も座った。

　そんな彼を、テーブル越しに吹雪ふぶきが笑顔でしげしげと見つめている。

「……昔はさ、疾風はやてがそんな感じで返してくると、反応が鈍いっ！　と思って、私、頭にきてたけど、よく見たら、わりと反応してるよね。ちゃんと着替えた甲か斐いがあった、って感じ」

　疾風はやての態度の変化が吹雪ふぶきには分かっていたようだ。彼女は昔から勘かんがよいが、更に磨きが掛かっている。そんな吹雪ふぶきの様子に、疾風はやてが軽くため息を漏らす。
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「えっと……もしかして、その格好、気合い入れてた？」

「うん、そう」

　吹雪ふぶきがお茶を口にしつつ、あっさりと認めた。

「今日は疾風はやてが来るから、何を着ようか、帰り着くまでに一生懸命考えてた」

　そう、吹雪ふぶきが白状する。素直にこういうことを言うようになったのは、ここ二、三年だ。

　昔の吹雪ふぶきなら、片意地を張って絶対に口にしなかったことだ。

　疾風はやても茶を啜すする──もしかしたら、今の吹雪ふぶきは疾風はやてより素直かもしれない。

　夕暮れ時の茜あかね色いろの光が射し込む中、二人の間でゆったりとした時間が過ぎて──

「ところでさぁ──疾風はやて」

「ん？　なに？」

「シミュレーター、やったでしょ？」

　突然落とされた爆弾に、疾風はやては茶を吹き出しそうになって、慌てて口を手で塞ぐ。

「あのねー、なんていうか、ありえない成績の履歴ログが残ってたのよ。候補生では絶対ないし、檜ひのきには無理なスコアだし、祥しよう子こはそもそも仮想訓練しないし、残るは誰かなぁ、って」

　吹雪ふぶきが淡々と語る、疾風はやての詰めの甘さ。いまさら仮想機シミユレーターの履歴ログを消し忘れたことを、疾風はやては後悔した。後から気付いたが、候補生らの履歴ログで埋め尽くされて分からなくなるだろうと、甘い見込みでそのまま放置していた。

「さて、疾風はやて君。どの関節を極きめられるのが嫌い？　肘？　膝？　嫌な方から折ってあげる」

「ごめんって」

　凍いてつく笑みを浮かべる吹雪ふぶきを前に、疾風はやては素直に事実を認めた。

「いいわ。コソコソしてたのが嫌だっただけだし……あと、私以外も気付いてると思うわよ？　履歴ログからして疾風はやてだって一目で分かるから不問でしょうけど……にしても」

　吹雪ふぶきが彼の方を見ず、両手で摑つかんだ茶ちや碗わんを見つめたまま、大きくため息をついた。

「最初、鈍ってるかなって思ったけど、あっという間にスコア伸ばしたよね？　ブランクがあってあれって、本当の『英雄』はどちら様よ、って感じ」

「でも、僕はもう──」

「わかってるわ。ちょっと悔しいだけよ。昔を思い出しちゃって。それより、疾風はやてって、スコアとか見る限り、仮想だったら問題無くいけるのね……ちょっと安心した」

「あ、うん。こう言っちゃなんだけど、仮想はちょっとゲーム感がしてね……」

「うん。分かる。昔のより、かなりリアルになったけど、まだ今ひとつよね」

　吹雪ふぶきが茶をひと啜すすりして、居住まいを正して疾風はやてに向き直った。

「で、疾風はやて。シミュレーターした時、一緒に誰かいたでしょ？」

「え？」

「とぼけないで。疾風はやてとは明らかに違う動きの履歴ログが残ってたもん。しかも二人分」

　うわぁ、バレバレだ。吹雪ふぶきの抜け目無さに、疾風はやてが頭を抱えた。

「その二人分の記録、なーんか見覚えある動きだったのよねー。多分、どこぞの問題娘二人組な気がするんだけどさ。で、ここからが本題だけど」

　吹雪ふぶきが言うにはそろそろ中等練習機ＴＢＣ－４への転換試験が開始されるが、その前に、候補生の中でなぜか実機訓練だけが歴代候補生の中でも抜きん出て低評価の者がいる、らしい。

　そう言われて疾風はやての頭に浮かぶのは、あの変な姿勢で練習機ＴＢＣ－３を止めた二人組だ。

「あの二人の動かし方……特に縦ロールの娘こ、昔の誰かさんとよく似てるのよね……」

　吹雪ふぶきがチラリと疾風はやてを見る。

　あれほど下手くそじゃなかったと、疾風はやては心で反論するが。

「……いかにも納得してないって感じの顔。本当、分かりやすいわね。初めての出撃でいきなり同調制御ハーモナイズ・コントロールしてたのは、どこのどちら様だったかな？　いくら機体が搭乗者パイロツトの入力なんか聞いてくれないあいつだからって、ねぇ……」

「あーわかったよ、吹雪ふぶき。……それで、なに？」

　疾風はやてがお手上げとばかりに両手を上げた。それを見た吹雪ふぶきが苦笑いをする。

「えっと、これは只ただの勘かんなんだけど。あの娘こ、練習機ＴＢＣ－３が合わないんじゃないかなって。というより、練習機ＴＢＣ－３がついていけてない感じかな？　ただの下手くそじゃない気がするのよね」

　そう、しみじみ言うと、吹雪ふぶきは手にした茶を一気に飲み干した。

「あの子たちと一緒に仮想機シミユレーターやってて、特に問題無いのなら、そのままちょっと見ててくれないかな？　多分、あの子達、疾風はやてに近いタイプだと思うのよね。それに私、緊急出動スクランブルであの子らに付き合う暇ないし、そもそも私が教えられるタイプじゃなさそうだし」

　疾風はやてが「うーん」と唸る。吹雪ふぶきに言われなくとも、すでに疾風はやてはなし崩し的にあの二人組の訓練に付き合っていた。それなら。

「まぁ、出来る範囲のことなら……」

「助かるぅ。ま、無理しない程度でいいわ。それに、これ以上のことをお願いしたら、どっかの狸たぬきジジィにまんまと乗せられたみたいでイヤだし」

　吹雪ふぶきが少し嫌そうな顔をした。ああ、そっちもバレバレか。分からない方がおかしいかもしれないが。そもそも疾風はやてにこんなことが出来る権限を与えられる人物という時点でお察しだ。

「それで……疾風はやて。ちょっと気になってたんだけど……」

　そう言って、何気なく吹雪ふぶきが疾風はやての方へにじり寄ってきた。吹雪ふぶきが間近まで迫って、疾風はやての顔を覗のぞき込こむように上うわ目め遣づかいに見つめる。

「な……なに？」

　腰が引きかけた疾風はやてをよそに、吹雪ふぶきが彼の二の腕を両手で摑つかんでウニウニと揉もみはじめた。

「仮想機シミユレーターでも記録を出そうとしたら結構な筋力が要るんだけど……あ。ちゃんとついてる」

「ちょ！　厨ちゆう房ぼうで重たい大鍋とか持てば……って、何!?」

　今度は疾風はやてのあばらの下からお腹の辺りを、吹雪ふぶきがすーっと指で撫なでた。

「疾風はやての腹筋。うん、ちゃんと割れてる。これは、大鍋持っただけじゃ無理でしょ？」

　疾風はやてとて多少気にして、基地内の福利厚生レクリエーシヨン施設の機械マシンを借りて、そこそこ鍛きたえている。

　しかし、吹雪ふぶきの触り方は──

「なんだか触り方が怪しいよ！　って、何!?」

「この割れた腹筋、なみなみ～ってしてて、洗濯板の代わりが出来そう……」

「いや、それはねだられてもイヤだから！」

「……ダメなの？」

「いや…………それよりご飯！　ご飯にしよう!!」

　上うわ目め遣づかいで尋ねてくる吹雪ふぶきに、疾風はやてが慌てて立ち上がり、逃げるように夕飯の準備のためにキッチンへと戻っていった。
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　深夜、本来ならば消灯時刻が過ぎて以降は非常口誘導灯と消火栓表示灯以外は灯ともされないはずの基地の訓練施設の一角に、明かりが灯ともることが増えていた。

『遅い。操作をする、している、という意識がまだ残ってる。歩かせようと思って操作している間は先には進めんぞ』

「歩かせようと思わないでどうしろと言うんですの!?」

『よくある例えだが。お前は自分が歩く時、右足を前に、などと考えて歩くのか？　違うだろ。考えずとも動かせるからこその自分の体だ。機体操作に関しても同じ領域に持っていけ』

「確かにそれが理想だねぇ、かずみん。できればーだけどー」

「言うは易し行うは難し、の典型ですわ、ね！」

　仮想訓練室の仮想機シミユレーターに搭乗し、仮想空間のＴＢＣ－３を操作している垂たる井い一かず美み。

　その左右の仮想機シミユレーターに搭乗しているのは、刈かり巣すまりえと、謎の男──

　現在、同一の電脳空間内で、各自の機体を展開して二対一での模擬戦を行いつつ、その機体制御に関しての指導が行われている。

『……刈かり巣すまりえ。お前の方も吞のん気きにしていられる状況ではないぞ？』

「え。私ちゃんとやってますよう」

「ああ、もう。うまく行きませんわね！」

　悪戦苦闘している一かず美みを他所に、まりえは暢のん気きな口調で返事をしつつ、自機を操作していた。

　確かに動きは一かず美みと比べてスムーズだが、男にとっては納得のいく出来ではなかったようだ。

『ちゃんとやるというのは、今出せる能力をすべて吐き出すということだ。三味線を弾いていては実戦で後悔する羽目になるぞ。まぁ今の状況では実戦に出ることもなく異動になるだろうが』

「や、やります！　全力出します」

　疾風はやてにそう言われるや、まりえの機体はより素早く滑らかな動きを見せ始めた。

　が、それはしばらくすると以前の動きよりも遅くなり、ややもすると、一かず美みよりも遅れる域にまで下降していった。

「はうー、集中力が続かないよー。ちょっと休憩しないと無理ですー」

『今行っているのは訓練だ。後のことなど考える必要はない。続けろ』

「おにーあくまー！」

　ベゼル・キャリバー・シリーズは、通常制御であっても肉体的にも精神的にも負担が大きい。

　練習機とはいえど、細かな制御が多く、気の休まる時間がないためだ。

　連続稼か動どうを維持することが難しいのは、「感覚同調制御ハーモナイズ・コントロール」に限っての話ではない。

「鬼でも悪魔でも、私達を引っ張り上げて下さるのでしたら、文句などありませんわ」

「かずみんはそうだろうけどー。私はそこそこでいいんだけどー」

『そこそこで実戦機に乗られては迷惑だ。いっそ後腐れのないようにしてやろうか？』

　軽口を叩たたいたまりえに、疾風はやての言葉が襲いかかる。野太い声に、まりえは心底震え上がった。

「ひぃいいい。おっさんなんでそんなこと言うわけ？　て言うかそんなこと出来るん？」

『やれなくはない。ただ、お前たちを相手していた時間が無駄になるからしないだけだ』

　男はおっさんと呼ばれたことを気にするでもなく、二人に脅しをかけるように言い放った。

「これ以上相手するのは無駄だと思ったらやるというわけですわね？　まりえ、社会的に抹殺されたくなければ死ぬ気で頑張りなさい」

「かずみんまでっ!?　ってか社会的にって!?」

「彼が私達をここから追い出す一番簡単な方法は、彼が私達を通報することですわ」

　初日以外は気軽に出入りしているために忘れていたが、本来ここは時間外には施せ錠じようされセキュリティが掛かっている。なのに、連日稼か働どうさせているにも関わらず見回り一つ来ない。

　理由は、推して知るべし、であろう。まりえもようやくそれに気が付き呆ぼう然ぜんとなる。

「ここをこのように好き勝手使えるという時点で、彼の立場はある程度計れます。退役なさった元ベゼル・キャリバーパイロットのどなたか、という線ではありませんの？」

『ふーん？　多少頭は回るようだな』

　機体の制御もしつつの無駄口に、男はほくそ笑みながら話を続けさせた。

　何な故ぜか？　操縦にだけ専念していていいのは訓練の時だけであり、実戦では違う。

　操縦など、他の何かをこなしながら行えて当然で、そうでなければ生き残れない。

　今よりもさらに先を見据えてのこの行為に、候補生である二人はどうにか付いてきていたから、指導している側としては当然の反応だった。その無駄とも言える会話に、意味をもたせるために、男は彼女の問いに答え続け、機体制御に関しても更なる難易度を求めていった。

「退役なさった方の殆ほとんどはベゼル・キャリバーパイロットとしては一線を退いておいでですけれど、未だに軍に所属しておられますわ──まりえ！　左から回り込んで！　コーチは正面からは絶対来ませんの！　──そうでない方もいらっしゃいますけれど、ほぼ全員が予備役として未だに軍とは連絡を密になさってらっしゃると聞き及んで……まさかの正面ですって!?」

　まあ、それが退役の条件だし、とは口に出さず彼は心の中で思う。

　ついでに彼女たちの意表をついて、これまで絶対に回り込んでの攻撃しか行っていなかったところに、急にまっすぐ突撃して打ち倒した。

「……また一発も当てられないどころか、何も出来ないまま負けちゃったよー」

「ですが私達の動きは格段に上がってますわ！　コーチ、今一度お願い致します！」

『いいだろう。しばらく休息を取れ、環境設定を変更する』

「どのような環境設定でも望むところですわ！」

「はふー、きゅうけいだー。疲れたー、晩御飯のカレーが逆流しそうだよー」

「あなたの胃袋でしたら、とうにカレーは消化されて通り過ぎているのではないかしら？」

「そうかも。そういえばちょっとお腹へってきたかも？」

「それはそれで早すぎませんこと？」

　停止した仮想機から降り立った一かず美みとまりえは、大きく伸びをしたり手近な椅子に腰掛けて休息を取っていた。そんな何気ない会話を耳にしながら、男は中央管理席オペレーシヨンデスクで設定操作を行う。

　意い気き軒けん昂こうな一かず美みと、まるで正反対の態度をとるまりえであるが、これはこれで良いコンビなのかもしれないなと、思いがけず笑みを浮かべる。が、その表情はヘルメットのバイザーに隠されて誰にも分からなかった。

　訓練装置の記録を変換しつつ、彼は成り行きで教え子となった二人について考えていた。

　実のところこの二人、これまでに正規の訓練で叩たたき込こまれていた基本的な部分は完全に習得しており、思っていたよりも遥はるかに優秀だった。

　この仮想訓練室での夜の極秘特訓を最後までこなせるなら、修了検定程度は問題なく突破できるだろう。

　実機での原因不明の機体停止の問題はあるが。

　対策を打つにしろ、再現する必要もあるため実機を用いねばならない。現状ではどうにも出来ないため、あとで色々と相談しようと考えているところだった。

「ところでコーチ」

『なんだ。腹でも減ったか？　……軽食ならあるが食うか？　俺の夜食だが』

　あれこれ思案していたところに不意に声をかけられた男は、自身の鞄かばんから覗のぞくバスケットを指差し、ついそう口走ってしまった。

「あら準備のよろしいこと、いただきますわ……ってそうじゃありませんわ！　私、貴方あなたの正体についていろいろ調べてみましたの」

　思わず手を伸ばそうになった一かず美みは、少々顔を赤らめながら彼にそんなことを言い出した。

『ほお、俺の正体を知ってどうするつもりだ？』

「べ、別に脅そうとかそういうことではありませんわ！　ただこれほどの腕を持っていながら何な故ぜこんな風に隠れてシミュレーターを扱っておられるのかしらと不思議に思ったんですの」

『誰しも事情というものがある、というだけの話なんだがな……』

　探られても痛くないが、正体は隠していたい。のんびりとした今の生活が自分に合っていると、自身が痛感しているのもあるからだ。

　だが、彼の内心をよそに、一かず美みは己の推測を述べ始めた。

「データベースを検索した結果、現在生存していて日本国内在住が確認されている予備役、及び軍に属してはおりますがパイロットとしては退役している方は計五名！　うち一名は檜ひのき教官の奥様ですが、当然女性なので除外。同じ理由で加か藤とう隼じゆん二等陸尉と岩いわ本もと玲れい子こ元特務一尉は除外。ですから残る二人、赤あか松まつ雷らい電でん三等陸尉か遠えん藤どう光み月つき三等陸尉のどちらかになりますわ」

　そこまでつらつらと語って、一かず美みは目を輝かせて疾風はやてに向き直った。

　さあ、正体や如い何かに！　という面持ちで。

『なるほど。その、分からないものを分からないまま放置しない行動力自体は素晴らしい。だがその残る二名は現在、射撃演習に参加するために米国のヤキマへ向かう準備で忙しいはずだ。新型陸戦兵器を持っていくみたいだからな』

「な、何な故ぜそんなことをご存知ですの!?」

　スピーカー越しの返答に、一かず美みが驚きの声を上げた。

『君のＩＤでは、軍のデータベースで閲覧できるのは、精々ネット辞典に記載されているのと大差ないレベルだ。各部隊の展開や活動なども、公式で広報されている以上のことは、な』

「……そ、それはそうかもですが」

　軍に未だ所属している一個人の動向やその細かい任務など、現状たかだか曹士レベルの階級である一候補生にそれ以上調べられるはずもなかった。

『俺の正体がどうであれ、お前たちに何の利も害もない。下手に藪やぶをつついても蛇しか出んぞ？』

　そこで一かず美みは先ほどと打って変わって表情を曇らせ、ポツリと言葉を漏らした。

「……もしかして、『年季明け』を迎えた方なのですか？」

　──年季明け。

　それは、一部を除く多くのベゼル・キャリバー搭乗者パイロツトが避けては通れない、搭乗者パイロツトとしての寿命とも言える言葉だ。搭乗者パイロツトとして現役を長く続けている者は、吹雪ふぶきや祥しよう子このようなトップクラスの者ぐらいだが、それも理由がある。

　ベゼル・キャリバーの本領である『感覚同調制御ハーモナイズ・コントロール』は、その能力と引き換えに、適正の低い搭乗者パイロツトを食い潰すからだ。

　長期にわたって搭乗を続けていると、ある日を境に感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールを行える時間は徐々に短くなっていく。それは脳に負担がかかりすぎるからとも、同調制御の技術自体が不完全なためだとも言われているがその実、調べても理由ははっきりと分かっていない。

　その状態になるのは、年齢が高い者ほど早く訪れることが、初期の頃から判明していた。

　そして、その予兆が出ているにも関わらず、なおも出撃を繰り返していた者に訪れるのが、『年季明け』と呼ばれる感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールが全く反応しなくなる状態だった。

　日本では『年季明け』と呼ばれているが、各国言語で様々な呼称をされている。

　そのため、ベゼル・キャリバーの搭乗者パイロツトは若年層で固められ、その傾向が出始めている熟練ベテランたちは、搭乗者パイロツトとしては予備役となり、通常の軍務に戻ったり教官になったりしている。

　その例外といえるのが、吹雪ふぶきたち上位のパイロットである。

　彼女を筆頭とする上位陣らには不思議とその『年季明け』の傾向が一切見られず、寧むしろ感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールを行使できる時間も、その能力の増加率も右肩上がりを続けているという。

　その証あかしなのか。年季明けが訪れない者には、その身体に兆候が現れる。

　同調制御を行った際に機体から溢あふれ出でる輝きと同色に、身体の一部が変色していくのだ。

　多くの場合、吹雪ふぶきのように体毛がその色を変える。

　特に女性搭乗者パイロツトにその傾向が多く見られ、ずっと現役を続けているのはほぼ女性だという。

　搭乗間隔が短く頻繁なほど『年季明け』は足早にやって来ると言う。

　こういった事情で、極限生物ＥＲ出現時の緊急出動スクランブル要員として搭乗者パイロツトを確保するために、候補生を一刻も早く一人前にせねばならないが、厳しく訓練を繰り返せば、下手をすると訓練生のうちに『年季明け』が訪れかねないという葛かつ藤とうがある。

『なるほど、『年季明け』でパイロットとしてはお払い箱になったが、今でも現役当時を忘れられずにここを訪れている、という感じか？』

「……ですわね」

　実際、そういった気持ちが元搭乗者パイロツト達にはあるだろうということは間違いない。

　戦役に投入され著しい戦果を上げたベゼル・キャリバーだが、稼か働どう期間はそう長くはない。

　実戦に耐えうる最初の機体が戦地に試験投入されてから戦役の終結に至るまでにおよそ二年。

　開発と並行しての機体の生産ラインの確保、それに伴うパイロットの育成、そして実戦投入。

　そんな余裕無き状況で生き残った者たちが、候補生に期待をかけるのは当然と言えるだろう。そして、誇りを持った者たちが、半ば使い捨てられるように戦い続けた末に『年季明け』を迎える悔しさも。

『……筋は通っているが、邪推だな。大体、俺は、ベゼル・キャリバーに未練はない』

「ではなぜ……」

　その問いかけは、しかし。

　その背後でイビキをかき始めたまりえによって中断されたのであった。

「もう食べられないよ」という寝言とともに。

『……静かだと思ったら、俺の夜食全部食って寝ちまってやがったか』

「も、申し訳ございません」

　平身低頭で謝る一かず美みをよそに、まりえは吞のん気きに大口を開けてよだれを垂らしていた。
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「まったくもう信じられませんわ！」

「ごめんねぇかずみん。すんごくお腹へってて、我慢がきかなかったんだー」

「人様のお弁当を全部食べてしまうなんて、はしたないを通り越していましてよ！」

　ほどよい満腹感とそれまでの疲労から、あっさりと寝入ったまりえだったが、それを見た男はため息を吐き『気が削そがれた。今日はもう終わりだ』と言ってその場から立ち去った。

　それを見送った後、まりえを叩たたき起おこした一かず美み達も、仮想訓練室から退出したのだった。

　なおきちんとデータを消していったのは言うまでもない。

「ごめんねぇ。あっそうだ！　食堂寄って帰ろうよ！　あそこなら何時でも開いてるんだしさ」

　先程自分だけ食べたことに対して気が引けているのか、ただ単に食い意地が張っているのか。

　まりえは未だ灯の灯ともる曹士食堂を指差し、一かず美みの袖を引いた。

「……就寝時間に出歩くのも見つかれば[image: 叱]られるのに、食堂にって。あそこは昼夜問わずの勤務をなさってる方々のために……って、聞いてませんわね。本当に食欲に忠実ですこと」

「こっそりお夜食は皆結構やってるよ？　若わか松まつのおにーさんが当番の時だったら、カード決済の時間も誤魔化してくれるんだー」

「何気に常習犯ですの!?」

　とはいえ一かず美みの胃袋も空腹を訴えてきているのは確かだった。

　部屋に戻ればあとは汗を拭って寝るだけだ。候補生レベルの使う部屋には、悲しいことにシャワーが付いていないのだ。

　それは諦めるとして、少しお腹の虫を鎮しずめておきたいところだった。

「はぁ、仕方ありませんわね。ですが部屋に持ち帰れるものだけにしましょう」

「えーなんでー？」

「長居は無用ということですわ」

　そう言って、むしろ率先して食堂に足を踏み入れた一かず美みであった。
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　寮に戻った一かず美みとまりえは、食堂で買ったお持ち帰りテイクアウトの夜食を、二人してもそもそと口に運んでいた。

「おにーさんの賄い料理……美お味いしそうだったなぁ」

「あなた、どれだけ食い意地が張っていますの!?」

　廊下からこっそりと食堂を覗のぞき、内部に人の気配が、特に教官連中がいないことを確認してからカウンターへと侵攻し、厨ちゆう房ぼう内の料理人に注文をかけたのだが。

　そこで見たのは、まりえ曰いわくの「若わか松まつのおにーさん」が料理している姿であった。

　他に客の姿が見えないのに、何を作っているのかと興きよう味み津しん々しんで見つめていた二人だったが。

「あ、いらっしゃい。夜食かい？　カレーライスくらいならすぐ出来るけど、どうする？」

　そう言って、疾風はやてが大きな鍋を振りながら、こちらに気づいて声をかけてきたのである。

　スパイシーな香りが漂うその炒いため物ものは、匂いだけで「絶対美お味いしい」と思える程だった。

　まりえなどは「それが食べたいです」と力説していたが、残念ながら「ごめんね、これは僕の賄いだから、お客様には出せないんだ」と一蹴されてしまった。

　更に粘ろうとしていたまりえをひっぱたき、即できるカレーライスを大盛り二つ持ち帰りテイクアウトで！　とお願いし、そそくさとその場を後にしたのである。

　そんな流れで手に入れた夜食であるから、安っぽい発泡スチロール容器に入ったカレーライスとはいえ、彼女らにとって格別美お味いしく感じられたのだった。

「まあ、こんな食事もたまには悪くないですわね」

「だよねー。ちゃんと特訓の成果が出てきたものねー、そりゃ御飯も美お味いしいよねー」

「ですわね。あのコーチ、冗談抜きでかなりの腕前なのは否定できませんし、教えるのもこう、私達が何な故ぜ駄目なのかを的確に教えてくださるのですもの」

　現教官に聞かれたら睨にらまれそうなことをスプーン片手に語る二人は、いつしか空になってしまった容器をゴミ箱に放り込み、きちんと歯を磨いてから床についたのであった。

　寝付いた数分後に、基地内に鳴り響き始めた警戒レベル４、ついで響き渡るソニックブーム警報に叩たたき起おこされるまでの、短い安息の時間であった。
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　そんな日が続いたある夜のこと。

　私服に着替え、周囲に気をつけつつ、疾風はやてがシミュレーター室を後にし、非常灯だけが灯る暗い通路を通って駐輪場へと向かっていた時だった。

「おやまあ奇遇だねぇ？　こーんな時間にこんなところで。出前の帰りかい？」

「……黒くろ江え？」

「おこんばんはぁ、疾風はやて殿ぉ」

　疾風はやての進む先に、建物の壁にもたれかかっている一人の女性が姿を現していた。

　彼が黒くろ江えと呼んだ彼女──黒くろ江え祥しよう子こ特務二佐──は、最初期の搭乗員パイロツトの一人だ。

　戦役時に於いて、正面戦力を支えるもう一方の重要な役目である兵装関連の技術開発・運用試験を優先して行っていたため特筆されるような戦果こそ残していないが、その能力は吹雪ふぶきに匹敵すると当時から言われていた。

　現在はこの基地で吹雪ふぶきとツートップのパイロットであり、彼女が当直の場合は吹雪ふぶきがバックアップに、吹雪ふぶきが出張る際には彼女がバックアップに回るという形が取られている。

　その名が吹雪ふぶきほど一般に知られていないため、世間では知る人ぞ知るベゼル・キャリバー搭乗員パイロツトとしてある意味マニアックな連中には贔ひい屓きされている存在であった。

　吹雪ふぶきに負けず劣らずの能力に加えて、彼女とは方向性の違うビジュアルもその一因だろう。吹雪ふぶきがグラマラスな体型なら、祥しよう子こはすらりと細いモデル体型とでもいえばよいのだろうか。

　そんな彼女であるが、基地構内において顔を見ることはほぼないに等しい。

　祥子は出不精というのか、基本的にあまり出歩かないのだ。搭乗員パイロツトとしての仕事以外が忙しいというのもあるが。

「で、何の用？　単に顔が見たかったってわけじゃ、ないんだろ？」

「あははー、ご明察。最近ちょーしいいみたいじゃん。疾風あんた」

「──何を言って」

「いいかげんにしろよお前。引退するのか帰ってくんのか、どっちかにしなよ。夜中にシミュレーターぶん回してほったらかしとかさぁ。この私にバレないとでも思ったのか？　あんなデータ下手に残されたら、管理人の私が苦労すんだよ」

「……アイリーンさんじゃ、ないんだ」

「そうだよ。あれのデータ管理は私の管轄だからね。上っ面だけデータ消しても丸わかり」

「……さすがは技術開発主任殿、ってところだな」

「ぶぶー、そっち方面は今はたんなる顧問。──ちょいと顔貸しな。て言うか無理にでも引っ張ってくけどね」

「わかったよ。ちょっと待って」

　肩にさげた硬質搭乗服ハードケーススーツを詰め込んだバッグを、直ぐ側まで来ていた駐輪場まで駆けて、そこに止めてあった側車付き二輪車サイドカー──とは言え側車と一体化しているため三輪自動車にしか見えないが──の貨物パニアケースへと詰め込み振り返ろうとしたところで、その側車の座席に黒くろ江えが飛び乗ってきた。

「それ行け疾風はやて」

「どこへだよ！」

「もう遅いんだ静かにしなよ」

「居住区からどれだけ離れてると思ってんだよ。せいぜい歩ほ哨しようの人しか居ねえよ」

「良いから出しな。走りながらでも……そのほうが都合いいかなーっと」

「……わかったよ、ほらコレ被かぶって」

「ん、インカムついてるね。ちょーどいいわね──っとぉ？」

　予備のヘルメットを貨物ケースから取り出し手渡すと、被かぶるのも待たずに疾風はやてはサイドカーを発進させた。基地の出入り口で退出の証明を行った後、二人は基地に隣接する街ではなく、人気の少ない郊外に向けてサイドカーを走らせる。

「で、話って？」

「んー？　話っていうかさー、最近面白い子がいんのよねー。二人ほど。へっぽこだと思ってたけど、極端なくらいやけに上達してんの。どっかの誰かさんと違って」

「なんでそんな話、僕にするんだよ」

「お嬢からも聞いてんだろ？　まあ聞いてけよ。あの娘こらな、原因不明のトラブルが頻発して実機での訓練が他の子達に比べて遅れてるんだよねぇ。檜ひのき一尉も気にかけてくれてはいるけど、機体操作知識はともかく技術分野はからっきしだからねぇ、あいつ」

「……原因不明……ありえるのか？」

　単純な構造の練習機が制御出来ないばかりか、最終的に機能停止に陥るのは通常あり得ない。そこに至るまでに何らかのバグを発動させたのかと推測されたが、再現性は皆無なのだと。

「ありえないなんてことは、ありえない、ってね。いや、再現性は確かにないけど、原因不明ってわけでもないんだよね。博士に解析依頼したら、どーも、機体側が操縦パイロツトの要求オーダーについていってないみたいでさー。凄すごく無茶な要求オーダーを機体に突きつけて、ことごとく、稼か働どう上限に達したり、操作補助機構アシストが処理しきれなかったりしてね」

「吹雪のカン通り、か。無茶苦茶に動かしてる、ってことじゃあないってことだよな……」

　出で鱈たら目めな操作をしたとしても、機体はその操作に応えて出で鱈たら目めな挙動をするのだ。止まったりは本来しないのである。

「お？　食いつくねぇ、気になる？　気になる？」

「い、いや……別に」

「まあいいや。仮想シミユはね、実機と違って物理的な制約ないじゃん？　ズブの素人が乗ること前提の初等練習機ＴＢＣ－３で無茶されたら困るから、抑制機構リミツターで制約を沢山かけてるっしょ？」

　ああ……と、ようやく疾風はやては話が飲み込めた。

「だからさ、その娘だっけ？　初等練習機ＴＢＣ－３で訓練させたければ、抑制機構リミツターを解除しないと、動かせないんじゃない？　壊される可能性も相当あるけど。というのが、博士の見識」

　それならば、と脳裏に浮かんだ考えを、疾風はやては即座に頭を振って霧散させた。そこまで出来る、やる謂いわれもないのだと。

　話はそれだけか、と基地へと戻るルートにサイドカーを向けた疾風はやてに、だが黒くろ江えは睨にらみつけるようにしてこう告げた。

「で、さぁ。結局どうすんのおまえ。帰ってくんの？　それか、逃げっぱなしでセンセー気取り、続けんの？」

「……僕は」

「──相変わらずグダグダ言い訳がましい所がウザいな。おまえさ、過去に浸るのはいいけど。お嬢泣かしたら合わせる顔ないでしょ。あいつに」
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　対極限領域生物群迎撃部隊日本基地の構内から、ベゼル・キャリバーの出撃を知らせるサイレンが鳴り響く中、垂たる井い一かず美みと刈かり巣すまりえはいつものように常識的な速度とはかけ離れたランニングを強いられていた。

「また出撃ですの？　最近多いですわね、新種の極限生物ＥＲの発生」

「周期的な、ものかも？　何にでも、あるじゃない、そーゆーの。ほら、稀まれによくあるって奴やつ」

「稀まれなのによくあるっていう表現は今ひとつ理解できませんが……」

「えーっと、ほら素そ数すう蟬ぜみみたいな？」

「十三年だか十七年だかの周期で地上に出てくる蟬せみ、でしたっけ。……まあ、言われてみればそうなのかもしれませんわね」

「あの蟬けっこう美味しいんだよね」

「食べたことありますの!?」

　そんなことを喋しやべりながらも、一かず美みは群を抜く速度でランニングを続けていた。

　まずは体力づくりと、訓練場を全力ランニング中である候補生達の中にあって、彼女の体力バカさ加減は群を抜いていた。息も絶え絶えだが追従できるまりえも十二分におかしいのだが。

「そこの二人組！　私語は慎んで走るのに集中！　限界を超えてからが生きるか死ぬかを決める分ぶん水すい嶺れいなんだからね！」

　そんな、鬼教官吹雪ふぶきの声を背にしても、一かず美みとまりえの走りは変わらない。

「本日は、霞かすみ目め教官は出撃なさらないんですのね」

「今出たの、は、二桁番台の、機体だった、よー？」

「とすれば、私達の先輩に当たる方ですかしら」

　先輩といっても、こちらが一方的に顔と名前を知っている程度だが。それでも候補生としてここで自分たち同様に汗を流していた過去があって、何がしかの共感があった。

　吹雪ふぶきや檜ひのきらは、候補生などすっ飛ばしていきなり搭乗員パイロツトに抜ばつ擢てきされた一般人だったので、やはりどこか隔意がある。

「そーいえば、コーチはどっち、なんだろうね」

「さあ、どうなのかしら。お顔も見る機会が無いので、大まかな歳としすらわかりませんし」

　あれからしばらく経つが、未だに深夜の仮想機シミユレーターの教導は続いている。

　相変わらず一かず美みの乗る実機の操作不能の対策には何ら寄与していなかったが。

「最近の頻繁な極限生物ＥＲの出現のせいで、修了試験が延び延びなのが救いですわね……」

　本来ならば既に修了試験の時期なのだが、ベゼル・キャリバーの出撃が連続しその整備・修理等に基地の整備班の手が取られまくっているため、用意されていたＴＢＣ－３の点検整備にまで手が回らず、据え置かれているのだ。

「いいんだか、悪いんだか、だよねー。どうせなら、さっさと試験、してくれてれば、すっぱりと諦め、られるのに、ねー」

「そうそう、いつまでもこんな生殺し……ってだまらっしゃい」

　やいのやいのと喋しやべりながら、二人は他の候補生を置き去りにして走り抜ける。

「……あの子達、あんなにスタミナあったかしら」

　それを後方から追いながら首を傾かしげる吹雪ふぶきの呟つぶやきは、当の二人の耳には届くことはなかった。

　もし届いていたとすればさぞ困惑したであろう。いつの間にこんなに体力がついたのか、と。
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「いよっ、疾風はやて君。最近どうだい、調子は」

「笠かさ置ぎ司令？　なんだか久々ですね、いらっしゃいませ。いつも通りですよ、食堂ウチは」

　あれから数週間、極限生物ＥＲの出撃頻度は収まるばかりか、全世界的に見ると連日のように発生していた。ために、教官と兼任している吹雪ふぶきら搭乗員パイロツト達もフル回転しており、その結果。

「こっちは候補生の修了試験が出来なくなるレベルでてんてこ舞いだよ」

　疾風はやてとしては一介の食堂店員である自分にそんなことを言われてもな、という気持ちだ。

「整備の連中が戦役時代みたいにフル稼か働どうしてくれてて、そっちスクランブルの方はなんとか回せてるけどね。ほんと彼らにゃ頭が上がんないわ」

「言われてみれば、整備の方たちの利用が、深夜帯は増えてる、のかな……」

　ああ、疾風はやては理解した。要するに愚ぐ痴ちりたいんだな、と。

「あ、でも候補生達の訓練自体は問題無いらしいですね。檜ひのき一尉が飛び回ってるって」

「あーね、彼もね、搭乗者パイロツトとしちゃ現役退いてるけど、それ以外ならなんだって出来るからね」

　英雄で現役である吹雪ふぶきの教導が減り、隠居の元搭乗員パイロツトである檜ひのき一尉の受け持ちが増えて、候補生らは残念らしい。

「それでさ、疾風はやて君。最近、どんな感じ？」

「さっきも言いましたけど普通──いえ、そうですね。想定していたよりも逞たくましい、という感じですね。案外化けますよ。ここまで僕の訓練に付き合えている、ってことですから」

「疾風はやて君が教えてくれる、ってだけでありがたいんだけどね、実際」

「光みつ雄おおじさん。教えてるんじゃありませんよ、訓練に付き合わせてるんです」

　その疾風はやての言い様に、笠かさ置ぎは軽く首を傾かしげることとなったが、すぐにその意味を理解した。

「まさか、疾風はやて君……」

「はじめは事細かにダメ出しして、引っ張ってあげましたけどね。今じゃ結構ついてくるようになりました。まぁどちらも練習機ＴＢＣ－３に乗れる状態じゃないんで、仮想に限ってですけど」

　その言葉を聞き、笠かさ置ぎは「むう」と唸うなった。

　仮想訓練機とは言え、その再現性はとてつもなく高い。一部に上限があるものの、それ以外はほぼ実機と変わらない操作性を搭乗者パイロツトに感じさせることが出来るのだ。

「それがホントなら……ちょっと考え事が増えるな」

「はい？　何か？」

「いや、色々と苦労かけるね、って話だよ。っと、客が来るな。じゃあいつものを」

「もう出来てますよ。はい、おまちどおさまでした」

　疾風はやては笠かさ置ぎにいつものカレーライスうどんを手渡すと、次の客の料理に取り掛かった。

「──こりゃ定年を前にしてやることが増えたなぁ」

　笑いながら、笠かさ置ぎは料理の載ったトレイを手に、カウンターを離れたのであった。




『ほら、次だ。遅い。そんなんじゃいくつ命があっても足らんぞ』

　同じ仮想空間に機体を展開しての実践的な訓練を、疾風はやては一かず美みとまりえの二人に施していた。

　通常、現段階の候補生たちはあくまでも実戦機体に準拠するＴＢＣ－３の習熟訓練を主としている。これは機体の操作に関してのみに重きが置かれている、謂いわば土台作りである。

　だが、疾風はやての行っているそれは、言ってみれば教習場での車両の取扱いを学ぶはずの候補生に、サーキット走行を仕込むレベルで操作技術を叩たたき込こんでいるようなものであった。

「何言ってますのあのクソコーチは！　一ミリ単位の精度で腕を動かせだの全力で走らせたと思ったら指定位置に狂いなく全力で止まれとか。しかもどの操作も一回でやれですって。修正したらやり直しとか、馬鹿じゃありませんの？」

「でもなんだかんだ言いつつよくやるよね私達も。操そう縦じゆう桿かんの可動域を百分割して狙い通りの位置で止めろとか、今じゃ何とか出来るようになったもんね」

　そんなことを話しながらも、機体の操作を二人ともやってのけている。

　操そう縦じゆう桿かん以外の操作卓コンソロールに並んでいるスイッチ類やタッチパネル等の操作を、視線を向けずに間断なく行えているのだ。

「『ハッ、ソレくらいも出来んのか。霞かすみ目め吹雪ふぶきはその程度、搭乗して間もない頃に、鼻歌交じりにやってのけていたぞ』なんて噓うそか本当か分からないようなこと言われて、私には無理です出来ませんなんて誰が言ってやるものですか！　ほら、まりえ！　次、参りますわよ！」

「あわわ、ちょっと待って」

　本来ならばもっと熟達してから習得する、、エースパイロットの必須技能とまで言われる見ないで操作ノールツクメソツドを既に身に付け始めていた二人であった。

『コレが終わったらしばらく休憩だ。軽く食う物を持ってきたが、貴様らも──』

「いりますっ！　出来れば沢山！」

「私もいただきますわ。頭も身体も酷使してるおかげで低血糖になりそうですし」

『……では、最後のパートをコンマ02早く済ませてみろ。でなければやらん』

「がんばりますっ！」

「その程度お茶の子さいさいですわ！」

　芸が出来れば食べ物が貰もらえるから頑張る水族館のイルカか何かのように、餌付けされているだけなのかもしれないが。

「コーチの持ってくる食べ物、美お味いしいんだよねぇ」

「何ど処こかで食べた記憶のある味なんですわよね、不思議と」

　……餌付けされているわけではない、はずである。
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「ええっ？　もう一匹出たの？　やっぱり今の警報アラートは間違いじゃないのね？」

『そーなんだよ、困っちゃうよね。そんなわけだから、出撃。頼むよ霞かすみ目め一佐。て言うか、なんでモニター切ったままなの？』

　平常時ならば第３種夏服で待機していただろう吹雪ふぶきは、作戦司令部ヘツドクオーターからの直通回線で笠かさ置ぎから直接説明を受けた時点で、既に硬質搭乗服ハードケーススーツを着用しかけている最中であった。

　硬質搭乗服ハードケーススーツの着用・未着用は、作戦司令部ヘツドクオーター側でも確認出来る。もう既に着替えが済んでいるのなら、何な故ぜモニターを切っているのかと訝いぶかしんだ、笠かさ置ぎの当然とも言える疑問であった。

「う……何となくです！　すぐ出るから、諸もろ々もろよろしく！」

　珍しく言葉に詰まった彼女はそう言って回線を切断すると、目の前でテーブルにデザートを並べている疾風はやてに向き直り、溜ため息いきを一つ。

　硬質搭乗服ハードケーススーツを着用する際には先ず、下着類を身に付けず、素肌にスキンスーツを直接着込む必要がある。これは搭乗中の各種身体モニタリングと、機体との同調時に必要な情報共有データリンクのためであった。

　司令部から連絡が来た当初、彼女は下着も何もかもを脱ぎ、スキンスーツに両足を差し込んでいるだけの状態であった。警報が鳴った時点で、即座に着替えを開始していたのだ。

「お茶もしてないのに出撃!!　はぁ、もう信じられない……」

　悪態を吐つく吹雪ふぶきの目の前の机には、美お味いしそうな苺いちごタルトが並べられていた。今や希少な紅茶ダージリンも用意され、準備万端スタンバイＯＫ。さぁこれからティーポットにお湯を入れて、というところだった。

「疾風はやての言ったとおり、続けざまになるなんてね」

「誤報じゃあないと思うって言っただけだよ。それに、吹雪ふぶきが最近ずっと気になる話をしてきてたからさ……」

　警報と同時に、ほとんど条件反射のように着用していた衣類を脱ぎ捨てた吹雪ふぶきである。色気もそっけもない。もう少しだけ、雰囲気というのがあればいいが、警報アラート鳴り響く中ではもはやそんな気分にもなれない。

　疾風はやてが丁寧に、あちこちに放り出されたブラやら何やらをロッカーの中に入れていく。

　よく見ると、今日の吹雪ふぶきの下着は豪華なレースをあしらったものを身に付けていた。

「こんな色気の無い脱衣って、どうなの……」

「まぁ、緊急出動だからね……」

　いかにも戦闘服という硬質搭乗服ハードケーススーツ姿の吹雪ふぶきが愚ぐ痴ちをこぼすのを、疾風はやてがなだめた。

「久しぶりにゆっくり二人でお茶しようと思ったのに……」

「今日出撃したら、もう出撃許可上限でしょ、その後にイヤでも休まされるよ」

「そういうわけにも……」

　何か、吹雪ふぶきが納得いかない顔をした。その後にため息を吐ついて、それから、スーツの前身頃の気密シールを再チェックする。

「まあこれは後で食べたらいいよ。冷蔵庫に入れておくから」

「お願い。あ、疾風はやて……」

　デザートを冷蔵庫に移す疾風はやてに、吹雪ふぶきは長い髪を両手でかきあげて、首元のロックを向けた。

「はいはい、お姫様」

　仕方ないなぁとばかりに吹雪ふぶきの首元に手をやり、ロック機構を弄いじる。カチリと封印された音を確認すると、吹雪ふぶきはふわりと髪を下ろし、振り向いて上うわ目め遣づかいで疾風はやての顔を見上げた。

「ん、何？」

　疾風はやてが首を傾かしげるのを、吹雪ふぶきが見つめる。余裕がないのに、吹雪ふぶきは何かを要求している。

　少し考え、やっと理解出来たのか、疾風はやてが彼女の頰に手を当て、口付けた。

　唇を離した直後、吹雪ふぶきが恨みがましく彼を見上げた。

「……気付くのが遅い……………行ってくるね！」

「い、いってらっしゃい、気をつけて！」

　疾風はやてが焦あせったように声を上げ、彼女を見送った。

　警報アラートに気を取られ過ぎて、彼女のおねだりに気付かなかった。鈍感だと後で[image: 叱]られそうだ。

　しかし、吹雪ふぶきは拗すねると年齢なりに可か愛わいらしくなる。

　教官として、熟練搭乗員ベテランパイロツトとして、常に気を張っている彼女の、疾風はやてにしか見せない一面だ。

　そういう姿を見る度に、疾風はやては無理をする彼女を止めたい衝動に駆られるが……

　待機室に一人で残された疾風はやては、後ろ髪を引かれたような気持ちで暫しばらく佇んでいた。

　やがて、曹士食堂に戻る道すがら、背後からけたたましいサイレンに続いて腹に響くような重低音が轟とどろいた。

「……本当に、気をつけてね」

　その重低音が吹雪ふぶきの機体が発したソニックブームだと理解した上でそう呟つぶやいた、疾風はやてのはるか上空を、白い機体は既に小さな点となって通り過ぎていった。
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　毎日のように緊急出撃が続く中、当直に入っていたのは黒くろ江え祥しよう子こ特務二佐だ。

　突然、待機室に警戒レベル４の警報が鳴り響き、数秒遅れて作戦司令部から通信が来た。

『緊急っ！　黒くろ江え祥しよう子こ特務二佐！　こちら作戦司令部ヘツドクオーター当直オペレーターの家け崎さき薫かおる子こ二尉です！　直ちに出撃願います！　ＥＲ警報アラート！　警戒レベル４、新種です！　いきなり東京湾臨海地域近海に出現しました！　データ送ります！』

「ええー!?　また急だねぇ。んじゃまあ、ちゃちゃっと行きますか。了解！　出るよ！」

　いつものように、格納庫の内部に設けられている待機室でのんびりしていた祥しよう子こであったが、滅多に無いいきなりの出撃に苦言を呈しつつも、すぐさま出撃の要請を受諾し行動を開始した。

　吹雪ふぶきとは違い、待機中の彼女は常に硬質搭乗服ハードケーススーツを着用しっぱなしであるため、動きは早い。

　いつ何時、極限領域生物群敵が現れても即座に対応できるように──などと言ってはいたが、実のところ、空調のきいた部屋よりもよほど快適なスーツ内環境を楽しんでいるだけとかなんとか。

　とは言え現実としてその行為が緊急発進スクランブル時の時間短縮に繫つながるのであるから、毎回結構な値の張るスーツの洗浄及び点検整備といった出費には、痛いたし痒かゆしの上層部だ。

　ともあれ敵が現れて、しかもそれがいきなりの警戒レベル４ということで、祥しよう子こはスーツの上に羽織っていたジャケットを脱ぎ捨てると、ヘルメットを被かぶりながら待機室から駆け出した。

「チェックリストはすっ飛ばす！　いつもみたく、すぐ出るよ！」

「ハイッ」

　格納庫の中では、整備班の隊員メカニツクマンたちが機体の周囲を走り回って発進準備を整えていた。

　機体整備用足場に取り付けられている昇降機に飛び乗りながら周囲の者に声をかけ、操縦席コツクピツトの高さまで一気に昇った祥しよう子こが、そのまま搭乗口に続く搭乗橋ボーデイングブリツジに駆け出そうとしたその時、機体を囲む足場が左右に分かれるように移動を始めた。

「ととっ！　ちょっとタイミング早いかな──っとぉ！」

　今回のようなスクランブル発進時には、寸暇を惜しんでギリギリのタイミングを見計らって足場を撤去させるのが常の祥しよう子こではあったが、今回は少々足場の動き出しが早い。

　しかし祥しよう子こは少しも慌てず、むしろニヤリと笑みを浮かべて走りを加速させた。

　既に動き始めた足場の先にある搭乗橋ボーデイングブリツジは操縦席コツクピツトに向かってＬ字型に折れている。

　減速する必要があるはずのそこで祥しよう子こは勢いを殺さず落下防止の柵に足をかけ、梯はし子ごの上を走るようにしてそのままの速度で駆け抜け、その突端から搭乗口に跳び移った。

　一歩間違えれば地面に真っ逆さまというのにもかかわらず何の躊ちゆう躇ちよもなく跳んだ彼女であったが、無事搭乗口への飛び込みを成功させ、そのままの勢いで操縦席コツクピツトへと身体を滑り込ませた。

「っと、ベゼル・キャリバー０２『[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　[image: ][image: ][image: ][image: ]桃色の暴風』緊急起動。さあ起きろ！」

　操縦席コツクピツトの扉ハツチを閉める時間も惜しむようにして、機体の起動を開始する。

　太い数本のフレキシブルアームで支持された、競技車両レーシングカーのバケットシートのように深いくぼみのある搭乗席に腰を下ろすと、身体を取り囲むように上下左右からバーが伸び固定され、ついで手足、そして頭部にもヘルメット後方にアームが伸び、接続される。

　すると起動前の外部電力で点灯していたインジケーターが一斉に点滅し、操縦席コツクピツトの内壁が外部を映し出し始める。と、機体を囲っていた足場がちょうど展開を終えたところであった。

「タイミングばっちし。動力炉リアクター、出力規定内、安定。起動完了、出るよっ！」

　その祥しよう子この言葉とともに、『ブオン』と重苦しい動作音を上げ、機体を覆う桃色の装甲板の隙間から緑の輝きを発したベゼル・キャリバー０２は、滑らかな動きで格納庫内を前進し、外に出るや軽く跳躍、そのまま一気に加速し星空の中へと消えていった。

　後に凄すさまじい音速突破の轟ごう音おんを残して。
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「状況は！」

　喧けん騒そうに包まれている基地の司令部に姿を現した笠かさ置ぎ光みつ雄お司令は、開口一番にそう言い放った。

「二三：一○フタサンヒトマルに第三管区海上保安本部より入電。同一ヒト五ゴー、極限生物ＥＲと確認、警戒レベル１が発令されました。同一ヒト七ナナ、未確認個体と判明。警戒レベル４に移行。同二フタ四ヨン、ベゼル・キャリバー０２緊急発進、現在現場に急行中。会敵予測時刻は二三：三五フタサンサンゴー。間もなくです」

　当直士官である家け崎さき二尉からの報告を受けた笠かさ置ぎは、前面に配置された大型モニターに映し出されたマップ上を進む光点を睨にらみ、頷うなずくと、ホッとした様子で肩の力を抜いた。

「まーた、超音速でぶっ飛ばしちゃって……なんとかなりそうだな。新種の状況は？」

「はい。現在、発見された海域から浦うら賀が水すい道どうを北上、富ふつ津つ岬みさきを掠かすめて時速約三〇キロでなおも進行中です。近隣を航行中の船舶には避難勧告を出しましたが、幸い時間が時間ですので大きな混乱は起きていません」

　無人偵察機ドローンからの映像が映し出されたモニターを睨にらみ、笠かさ置ぎはその極限生物ＥＲの奇怪な形状に眉間に皺しわを寄せた。

「とは言え、このままの進路だと、旧都心部に直撃、か」

「はい、進路及び速度が現状のままですとおよそ一時間というところです」

「ベゼル・キャリバー０２『[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　[image: ][image: ][image: ][image: ]桃色の暴風』、会敵します！」

　報告をしていた士官とは別の方向からの声とともに、カメラが一気に広域表示し、海上を進む巨大で奇妙な何か、としか言えないような極限生物ＥＲの全体像をモニターは映し出していた。

『こちらベゼル・キャリバー０２。目標視認』

　スピーカーから届けられる祥しよう子この声に、笠かさ置ぎはモニターを凝視する。

　祥しよう子この駆る２号機０２は、兵装試験機テストモデル１として、あらゆる攻撃方法を得手としていた。

　近接格闘や射撃、広範囲を纏まとめて攻撃出来る特殊な兵装や、吹雪ふぶきの０３が放つレーザーのような光学兵器すらもその背部のコンテナに搭載している。

　他のベゼル・キャリバーもその類の戦闘が出来ないわけではないが、得意な戦闘方法を崩してまでそれを行うのをメリットと看み做なしていないのだ。

「黒くろ江え二佐、流れ弾には気をつけてくれよ」

『わぁーかってますって。それじゃいっきまーす！』

　０２は、流れ弾一つ当たれば、数十億単位で修理整備費が飛ぶ、試作武器の塊だ。

　機体を更に加速させた祥しよう子こを見送った笠かさ置ぎは、家け崎さき二尉に向き直ると、僅かに視線を流して何やら思案した後、こう口を開いた。

「現時刻をもって未確認個体を『アーケロン』と呼称する。関係各所に通達、よろしく」
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「アーケロン古代亀ねぇ。でっかい甲羅の化石に見えなくもないけど……。どう手を付けるかなぁ」

　上空から接近しつつ、笠かさ置ぎの命名に苦笑を浮かべて、海に浮かぶ極限生物ＥＲを見下ろす祥しよう子こ。

　外見からは、目のような感覚器官は見当たらず、手や触手のような物も一切ない、ただの浮島のようなシロモノであったが。

「実際被害は出てるからねぇ、はあ」

　ちらりと視線を向けた先は、先程こいつが通過した富ふつ津つ岬みさき。

　浦うら賀が水すい道どうから東京湾に抜ける際に房ぼう総そう半島側から海に延びている、細く尖とがった立地であるが。

「ぶつかって止まるか避けるか、って。抉えぐってるんだもんなぁ。いや、食ってるのかな？」

　岬の突端を掠かすめた極限生物ＥＲは、その身に触れた陸地部分をえぐり取っていたのである。

「当たって押し潰したとかじゃないね。残骸がなさすぎる。これ、実弾とか食われるんじゃね？」

　お試し、と言いながら、祥しよう子こは高度を一旦下げ、相手の進行方向を遮る位置取りを行うと、肩から背中にかけて翼のごとく担かつぐように装備されている機外兵装コンテナから伸びるマウントハードポイントに機体の腕を回し、その中でも若干小ぶりの実弾兵器を取り出した。

　見た目は自動拳銃をそのまま大きくしたような片手持ちの、実際のところは一二七ミリ六二口径の艦載砲を流用した、ベゼル・キャリバーだからこその『砲』だ。

　それを抜き打ちするように目標へと向けるやいなや、回り込むようにして射撃を開始、小山のような極限生物ＥＲに向けて弾倉に収められていた二〇発を全弾間違いなくぶち当てたのである。

　若干下向きに撃ったのは、彼女なりに流れ弾を考慮したためであろうか。

　しかしながらその行為はあまり意味のないものだった。

「あー？　っと。弾はじき返かえすでもなし、貫通したわけでもなし。されど敵に動きなしって感じ？」

　確実に当たってはいる。

　しかし、穿うがったはずの体表には何ら痕こん跡せきはなく、しかも攻撃されたこと自体を理解しているのか、していないのか、先ほどと変わらぬ速度で変わらぬ進路のまま動き続けている。

「チッ、面倒な。鈍感系は嫌われるよん」

　物理攻撃を無視か無効にしているのか、今は不明だが、奴やつに触れた陸地は間違いなくえぐり取られている。それを目にしているだけに、直接打撃という手段を用いるのは論外だった。

「さて、なんかヤバそうな奴やつだねぇ……焼くか？」

　若干の思案の後、そう言うや再び背後の機外兵装マウントハードポイントに腕を回し、今度は先程のものとは打って変わって一ひと際きわ巨大な筒状の武器を取り出したのである。

「『ＢＬＩＴＺ＝ＢＵＳＴＥＲお嬢の奴』程じゃあないけど、こいつも熱っいぜぇ、っと！」

　彼女がそう言うと、腹部の装甲が一部稼か動どうし動力炉リアクターから直接エネルギーを供給する、無骨な接続端子コネクターが顔を覗のぞかせた。慣れた動きで武装から太めのチューブを引き出しそこに差し込むと、彼女は一気に上昇し狙いを定め、即座に引き金を引いた。

「くぅらえぇええ！」

　それは意外にも、眩まばゆい光などは発しなかった。

　しかしチッ、という音とともに極限生物ＥＲの体表に生まれたのは、熱せられた金属が見せる溶融状態の赤熱化であった。０２の装備したのは「炭酸ガスレーザー砲」だ。

　動力炉リアクターの高出力をそのまま電力に変換、大出力の「炭酸ガスレーザー」による赤外線領域の連続波は、照射された対象を容易たやすく超高温に晒さらす事が出来る。

「はっはー。効いてる、効いてるっ！」

　海上の『アーケロン』は確かに体表を焼かれ、その内部にまで高熱が及んでいた。

　暫しばらくすると、その周囲の水温が上がり始め『アーケロン』を中心にゴボゴボと泡立ち始めた。

「っと、効いてはいるけど……なんだ、こいつ」

　身体のど真ん中に高出力のレーザーを照射され、溶融し貫通するほどの熱にさらされているにも関わらず、まるで反撃をする様子が見えないのである。

「……でも止まるでなし、おっと、もう限界か」

『アーケロン』に向けられていた炭酸ガスレーザー砲の状況を示すインジケーターが、連続照射に悲鳴を上げ始めた。

「試作品はこれだから……次のはもうちょいタフなのをお願いしたいね」

　祥しよう子こはエネルギー供給を止め、放り投げようとして──背部の兵装マウントハードポイントに収めなおす。

「……試作品はなるたけお持ち帰りしないと、うるさいんだよなぁ」

　誰がうるさいのか、とは言わずに。さて敵は、と視線を戻す。

　するとそこには。

「うへえ……アレをまるでなかったことにするかね……」

　先程レーザーで穿うがった赤熱し溶解した穴すらも、跡形なく塞がれていたのである。但し。

「そうでもないか……ちょい縮んだ？　てことはだ」

　モニターに映し出されている『アーケロン』のデータの変化に気づいた祥しよう子こは、今度は背部マウントから何かを取り出す、のではなく。その背部マウント自体を切り離した。

「ふっふーん。超高温で溶かせばぁ、痕空いた穴はキレイに無くなるけど、体積が減るってことだよねぇ」

　そうニヤリと笑みを浮かべた祥しよう子こは、切り離した背部マウントハードポイントそれ自体が持つ重力制御能力により、基地から誘導を受けて移動し始めたのを確認すると。

「０２ウチの子が全力出せる機会ってそう無いのよねぇ！　感覚同調制御ハーモナイズ・コントロール、上限開放リミツトブレイク！」

　そう叫び、一気に『アーケロン』へと突進し始めたのだった。

　その機体色の薄紅色が見る影もなく白熱化し、圧倒的な超高温の塊と化して。

「いーやっほーうっ！」
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「まーた黒くろ江え君ってば……」

「『アーケロン目標』の体積、急速に変動していきます」

　作戦司令部で一部始終を見ていた笠かさ置ぎたちにも、その状況は理解できていた。

「アレやるとファインマン博士と整備班がまた頭抱えるってのに……」

「ですが今回の『アーケロン』は、どうやら群体型だと推測されます。適切……とまでは言い切れませんが、ベターな対応なのではないでしょうか」

　群体型、というのは小型の個体が集まって、巨大な一塊となっている極限生物ＥＲの分類である。

　いわば珊さん瑚ごのように複数の小さな個体全てに核があり、その一つ一つは貧弱──とは言え十二分に脅威であるが──ではあるが、すべてを破壊し尽くさなければ息の根を止めたと言えないため、やりづらい相手だ。

「アレが陸に上がった時のことを思えば、まあしゃーないか。……霞かすみ目め君は？」

「先程待機室に到着、バックアップに入りました」

「了解。霞かすみ目め一佐に伝えてくれ。こっちはなんとかなりそうだって……なにっ!?」

　浦うら賀が水すい道どうに現れた極限生物ＥＲの件はどうにか算段がついたと思われたその時、再び作戦司令部ヘツドクオーターに警報アラートが響き渡ったのである。

「緊急！　防衛陸軍西部方面隊第８師団及び、防衛空軍西部航空方面隊第５航空団より入電！　新しん阿あ蘇そ山さんの第５火口内に、正体不明の動体反応を確認したとの事ですっ！」

「なんだって!?」

　届けられた報告は、別の地点からの極限生物ＥＲ発見の知らせだった。しかも、先の戦役で極限生物ＥＲによって火口内を侵食され、その形状が大幅に変わった日本有数の活火山である阿あ蘇そ山さんだ。

「陸自が無人偵察機ドローンで火口内を撮影した映像、出します」

　続けざまに現れた極限生物の映像に対し、笠かさ置ぎは驚きよう愕がくの表情を浮かべた。

　その映像は、火口の真っ赤な溶岩の中をのんびりと泳ぐ、イルカのような何かの姿だった。

「……何アレ」

「み、未確認個体です、データにありません」

「見た目完っ全っにイルカかシャチにしか見えないんだけどなぁ」

　モニターに映る噴煙を上げる火口の映像。

　大気によって冷やされ表面だけが黒く固化している溶岩の中から、背中とも見える部分からヒレ状の物を出し、まるで遊んでいるかのように時折飛び跳ねているその極限生物ＥＲの姿。

　暗闇の中、数機の無人偵察機ドローンによる監視灯スポツトライトと照明弾による明かりに照らし出されている、溶岩の中の海かい棲せい哺乳類としか言いようのない何か、というなんとも言いい難がたいある意味シュールな光景に一同はしばらく言葉を失っていた。

「まさか、火口に通常の生物がいるとかってことは……」

「あそこ、たしか高アルミナ玄武岩質ですから、地表に出ていても軽く一〇〇〇[image: ]はあると思うんですけど……」

「聞いてみただけ。異例だけど第二次警報アラート、警戒レベル４発令。霞かすみ目め一佐に繫つないでくれる？」
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「識別名『アーケロン』。群体型の極限生物ＥＲを、これはベゼル・キャリバー０２搭乗の黒くろ江え祥しよう子こ特務二佐が撃滅いたしました」

　そう告げられた言葉とともに、薄暗い部屋の奥に浮かび上がった空中投影スクリーンには、海上に浮かぶ極限生物ＥＲの健在であった姿と、その『処理』された姿とが映し出されていた。

「およそ数十センチから数メートルサイズの、超小型活動核アクテイブ・ニユークリアスを基にした極限生物ＥＲが数万単位で寄り集まり、海上または海中で成長を続けていたと見られます」

「大量の活動核は、どういった由来のものなのかね。まさか新たなマザーコアが生まれたと？」

「いえ、活動核アクテイブ・ニユークリアスの発生時期は周囲に形成された物質の年代測定から戦役以前と確認されています。おそらくは、発生から現在に至るまで離合集散を繰り返していたと思われます」

「なるほど、広い海を苗床に、これまではバラバラに育ってきていたのが何かを契機に寄り集まったと、そういうことかね」

　テーブルに並ぶお歴々を前に、白衣の女性が解説を行う。

　アイリーン・ファインマン博士。ベゼル・キャリバー開発者の一人として、戦役当時から対極限領域生物郡迎撃部隊における頭脳として君臨してきた女じよ傑けつである。

　本来は軍人でも軍属でもない一研究者ながら、その能力を請こわれて迎撃部隊の技術面に於おいての最大戦力として扱われているという、稀け有うな人物でもあった。

「人口密集地及び現在復興中の臨海部に極めて近接していることから、黒くろ江え二佐は早期殲せん滅めつを意図して０２の特殊兵装を解放しました」

　変わって映し出されたのは、超高熱を発して『アーケロン』に体当たり、そしてその体内に留まり情け容赦無くすべてを熔よう解かいせしめる０２の姿だった。

「むう、アレは金食い虫だな。だが今回は致し方あるまい、二佐の現場での判断を承認しよう」

「ありがとうございます。なお、この熔よう解かい後ごの鉱物は希少金属レアメタルであることが確認されておりますので、０２の補修、その他諸費用、浦うら賀が水すい道どうの海底から引き上げる雑費等を差し引きしてもかなりの益が見込まれることを付け加えさせていただきます。祥しよう子こ、次の映像を」

「はい、博士」

　そう言って次の事案、阿あ蘇そ山さん火口で発見された極限生物ＥＲを映し出させた。

　なお、０２の特殊能力使用に関して否定的な意見があれば、極限生物ＥＲの遺骸から回収される希少金属レアメタルの総量がいつの間にか目減りする手て筈はずだったのは、アイリーンしか知らない。

　国が予算を承認しなければ活動出来ないなら、自分で賄えばいいじゃない、とは戦役時代の彼女の言であるが、それはともかく。

「イルカ、だな」

「ふむ、シャチの方が似ているのではないかね？　背びれの形といい」

　表示された極限生物ＥＲは、確かに海かい棲せい哺乳類であるイルカやシャチに酷似していた。

　その姿は新種のそれだと言われても信じてしまいかねないほどに。

　ただし、一〇〇〇度前後の溶岩の中で動き回るという行動を見なければ、という前提であるが。

「ご覧のように、阿あ蘇そ山さんから大量のマグマ……地表に出た時点で溶岩ですが……まあそれは、今は良いとして。溶岩を伴って火口に姿を現した極限生物ＥＲですが、識別名『溶岩シャチLava Orca』と名付けられました」

「ほうほうやはりシャチかね」

「イルカだと思うんだがなぁ」

「どちらでも生物分類学上、違いはありません。それでは次はこちらの動画をご覧ください」

　お偉方が名称にこだわるのを切って捨て、アイリーンは続いて映し出された画像にレーザーポインターの光点を重ねた。

「撃退自体は、霞かすみ目め一佐によって……えー何と申しますか。水揚げされた、という言葉が一番似合うかもしれません」

　モニターに映る映像は、ベゼル・キャリバー０３が火口上空で背部兵装マウントハードポイントから近接武装の長なが柄え武器を投げつけている姿である。溶岩シャチLava Orcaの後背部に突き刺さった武器に対熱ワイヤーを掛け、無理やり火口から引きずり出し、止めを刺すまでが要約編集ダイジエストで流れていた。

「これはまた……」

「これは残念ながら、コア以外大した素材ではありませんでした。と申しますか、産廃でした」

「ほう？　一体どんな」

「化学式はMg3Si2O5(OH)4、クリソタイル……いわゆるアスベストが主な素材でした」

　吹雪ふぶきが倒した溶岩シャチ極限生物は身体を構成する殆ほとんどが、アスベスト、要するに石綿で出来ていた。

「それはなんとも」

「活動核アクテイブ・ニユークリアスの破砕・摘出後、直ちに検査に回されましたが、ほぼ全ての部位において石綿で構成されておりました」

「そんなのでどうやってあんな動きを……」

「その辺りは、極限生物ＥＲだからとしか申せませんが。石綿状のボディに含まれていた溶岩が硬化したために、現状内部構造の確認に手間取っております」

「ふむ。脅威はとりあえず去った、といったところか。よろしい、ファインマン君、それに黒くろ江え二佐、どちらもご苦労であった」

「はい、総理も防衛大臣もお忙しい中ご足労いただきまして恐縮です」

「何、基地からここまで飛んできてくれた君らには及ばんよ」

「しかしアレだね。新種と言う割には些いささかパッとしない相手ではあったね。もっとこう、過去に対したモノと同じような対処でなんとかなったりはしなかったのかね？」

　アッサリと報告に対する感謝を述べる総理に対し、防衛大臣の方は少々突っ込んだ話を振ってきた。自身の見識を、相手に開かい陳ちんしたいとでも思っているのだろうか。

「アイランド・ホエールも似たタイプじゃなかったかね。ほれ、戦役末期に出おった」

「あちらは大型の極限生物ＥＲに小型のモノが纏まとわりついて、結果的に群体となっていた状態ですわね。南インド洋のケルゲレン諸島近海で発見されましたが、ケルゲレン諸島には観測員がいた程度で既に避難は完了しておりましたし、周辺海域には船舶等も皆無。初手で中心となっていた極限生物ＥＲを倒す必要がなかったため、薄皮を剝はがすように小型種から順番に倒していけばよかったので問題ありませんでした。しかしながら今回のアーケロンに関しましては人口過密地帯にほど近い海上に出現したこともあって状況的に早急な殲せん滅めつが必要でありました。もう一方の溶岩シャチLava Orcaに関しても同様ですわね。内陸部であるが故に、もし火口から外に這はい出でるようなことがあれば、あるいは火山の噴火を促すことになった場合、著しい被害が予想されます。どちらも類型の種は形態的には存在していましたが、その生息状況や環境はまるで異なります。同じ対応を取れば倒し得るというわけではないのです」

「わ、分かった分かった。大臣、君の考えているようなことは博士らにとっては真っ先に考えを巡らせているんだよ。すまなかったね」

　淡々と、理解の浅い出来の悪い生徒に言って聞かせるように語ったアイリーンの言葉に、総理も額に浮かんだ汗を拭きつつ大臣をたしなめた。

「いえ、お分かりいただけたのでしたらそれで」

「では、今後もよろしく頼む」

　そうお互い言葉をかわした直後、室内に明かりが灯ともりそれぞれの顔が明るく照らされた。

　明かりに照らし出されたアイリーンのその姿は、どう見ても二十代後半から三十代前半。

　もう四十に手が届く年齢であるはずなのだが、肌は若々しく張りがあり、流れるような長い金髪に、眼鏡が似合う少々きつめの美貌の才媛として知られていた。

　白衣の下のスーツ姿など、一部嗜し好こうの偏った者達からは未だに好奇の目で見られるほどだ。

　顔を合わせた政治家達とも知己があり、流麗な容貌とともに、色んな意味で人気を博していた。

「ところでファインマン博士、この後食事でもどうだね」

「ありがとうございます。せっかくのお申し出ですが、残務がございますので」

　機会があればこのように誘われるほど。

　断られはしたが、事実アイリーンが激務なのは周知のことだったので、嫌な顔は微み塵じんもせず、寧むしろねぎらう言葉まで残して、彼らは去っていった。

「ふう」

「お疲れっした、ファインマン博士」

「あなたもね。お年寄りの相手は神経を使うわね、それが権力者ならなおさら」

　一仕事終えたとばかりに自身の肩を叩たたくアイリーンに、助手に徹していた祥しよう子こが声をかけた。

　黒くろ江え祥しよう子こ、階級は特務二佐。常であれば搭乗者パイロツトとして格納庫ハンガーに詰めていることが多いのだが、技術者として、時と場合に応じて今回のようにアイリーンの補佐にまわる事があるのだ。

　祥しよう子こは搭乗員パイロツトでありながらアイリーンの片腕としても動くことのある、技術者でありながら前線に出て戦う軍人であるという稀け有うな存在であった。

　普段は軽い言動で、物事を深刻に考えないように見られる彼女だが、そのような行動さえも偽装フエイクとして計算に入れて行動しているのではないかと、一部の者には考えられていたりする。

　当然ではあるが、その立ち振る舞いは軍人らしく鍛えられた凜り々りしさがある。

「それじゃ戻りましょうか」

「はい博士。でも今回は凌しのげましたけどぉ、また同時多発的な事態が起こると厳しっすね」

　祥しよう子こが後片付けを済ませ、資料の入った機器デバイスを片手にアイリーンの後に続こうとしながら何気なく口にしたその言葉に、アイリーンは足を止め祥しよう子こに向き直ってこう言った。

「何言ってるの？　戦役当時はこの程度、日常茶飯事だったじゃない」

「え？　あ、はい。それはそうです、が……」
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　博士の言葉に、祥子はハッとした。あの頃の事を思えば、今がどれだけ恵まれているかを。不眠不休で命を削り、限界が訪れても薬物投与でまた出撃する──そんな地獄の時代を。

「まあ、あの頃とは体制も何もかも違うから、同じようにするのは無理なのでしょうけど」

　だが今と昔では、状況も環境も何もかもが違うと理解しているアイリーンである。

　実際そのとおり、当時と今とでは同じ部分のほうが少ないだろう。

　当時はそれこそ人類の存亡がかかった状態で、どこの基地も二十四時間勤務など当たり前の常時臨戦態勢。三交代制など夢のまた夢という勤務体制が当然の状況下であった。

　それでも、それをしなければ自分が死ぬのみならず、社会が、国家が、人類が死ぬ。

　まさしく挙国一致体制どころか、人類一致体制とでも言うべき状態だった。

　まあそんな状況でも、私欲を出す輩やからはどこにでもいたが、大体は事故や不幸な出来事が重なったりして鬼き籍せきに入ることが多かった。ために、比較的風通しは良かった。

「まだ終わったわけじゃないっていうのに、みんな腑ふ抜ぬけすぎだわ」

「仕方ないっすよ。みんな、つらい時期はもう過ぎたって、思いたいんですから」

「気持ちは分からなくはないけれど、それで詰みになったらお話にならないっていうのにね」

「ですよねー」

　ツカツカとヒールを鳴らし、基地から遠く離れた東京の防衛省技術本部の通路を足早に進む。

　厳重に管理された幾重にも及ぶロックをくぐり抜け、最さい奥おうにある保管室を訪れた。用意されていた厳重にシールされたトランクを受け取ると、即座にその部屋を立ち去った。

　そのまま建物を後にし、ヘリポートにたどり着くと、二人は待機していた垂直離着陸機に乗り込み、一路基地への帰路についたのであった。

「さーて、これで奴やつらの狙いはわかったわけだけど、どうなるやら」

　その搭乗する際に、祥しよう子こがぽつりとこぼした一言は、機体の放つ騒音により誰の耳にも届くことなく消えていった。




[image: †]




　若わか松まつ疾風はやては先ほどから感じる妙な気配に、厨ちゆう房ぼうで作業を進めながら状況の把握に努めていた。

（なんだろう、今日はやけに女の子からの視線が……痛がゆい）

　出勤してからというもの、食堂に来た一部の女子から、やけにジロジロと見られているのだ。

　かなり興きよう味み津しん々しんの、痒かゆい視線だ。

（おかしい。わりと地味な勤務態度でいたんだけど）

　一体何なんだという思いを抱きつつも、仕事の手は止めない。

　仕込みを済ませてしまえば、同じタイムシフトで出勤している者と交代で休憩出来る。

　たまに訪れる外来の見学者等のお客さんに料理を提供する以外は特に忙しいわけでもない。

「あ、食堂のおにーさん。休憩ですかぁ？」

　疾風はやてが自販機で購入した珈琲コーヒーもどきを啜すすっていると、三人の女子候補生が声を掛けてきた。

「……あれ？　お昼の時間まではまだあるよね？」

　疾風はやては時計を確かめたが、やはり、昼食時まではまだしばらく余裕はあった。

「そうなんですけど、私達の乗る新しい練習機がやっと準備が整ったって連絡が入ったので、特別に休講して見に行くことになったんです。だいぶ待たされましたから！」

　そう気軽に声をかけてきたのは、いかにもの可か愛わいさと、そして、噂うわさ話ばなしが大好きで通っている「かしまし三人娘」と異名をとる女子候補生の三人組だった。

「でも、そろそろ君たちも行かないと」

「ええ、でもちょっと、おにーさんが気になって」

　面と向かってそう言われて「まさか自分に気があるのでは」などと舞い上がるほど、疾風はやては自うぬ惚ぼれ屋やでもないし勘かん違ちがい屋やでもない。むしろ自他ともに認める草食系だ。

　しかし、目の前の女子候補生はキラキラした目で口を開き、爆弾を投下した。

「えっと、霞かすみ目め教官のお相手って、おにーさんですか？」

「は？」

　突然の問いかけに、疾風はやてはあらゆる思考回路が固まってしまったのだった。
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　ＴＢＣ－４と呼ばれる中等練習機は、装備を調えれば対極限生物ＥＲにおける実戦にも用いることが出来る優秀な機体である。但し、主力機であるベゼル・キャリバーに比較すると出力に劣り、大型の極限生物ＥＲを相手取るには複数機で小隊を組み、同時運用する必要性がある。

　だが、運用費がベゼル・キャリバー単機よりも安価であり、小国では主力機になっている。

「みんな!!　初等練習機ＴＢＣ－３を卒業したら、次はこれよ！」

　細く開いた格納庫ハンガーの扉から中へと進んだ吹雪ふぶきを先頭に、候補生らもぞろぞろと後に続く。

　全員が中に入ったと見た吹雪ふぶきは立ち止まり、指を鳴らした。

　と同時に格納庫ハンガー内の明かりが一斉に点灯され、照明のごとく辺りを照らし出した。

　そして浮かび上がったのは異形の鉄巨人。巨大な格納庫ハンガーの中で、中等練習機ＴＢＣ－４が主を出迎えるがごとく左右に列を成してその勇姿を見せつけていた。

　肩高十八メートルと、これまでの練習機である初等練習機ＴＢＣ－３に比べて倍以上のサイズを誇り、動力炉リアクターの出力は、倍どころか一桁出力が違う。わかりやすい「出力重量比」で言えば、初等練習機ＴＢＣ－３よりも中等練習機ＴＢＣ－４の方が圧倒的に単位重量当たりの出力が上なのだ。

　言ってみれば巨大になった上に質量も当然増えているにも関わらず、より速く動ける。

　炉に火が入っていない状態でも、その醸かもし出だされる威圧感は候補生達に伸し掛かってくる。

「いよいよ本格的な訓練が始まるって感じだな」

「ああ、初等練習機ＴＢＣ－３だって悪くないけど、日々動作の反復訓練じゃあな」

　初等練習機ＴＢＣ－３による訓練は、基本操作の習熟が主目的であり、兵装による射撃や戦術機動などは行われない。実戦に即した訓練は中等練習機ＴＢＣ－４に乗ってから始まるのだと皆、そう考えていた。

「中等練習機これに乗りたいなら──初等練習機ＴＢＣ－３の修了検定、みんな絶対合格するのよ!!」

「はいっ！」

　一糸乱れぬ返事に吹雪ふぶきは頷うなずきで応え、更なる訓練を課すことを宣言したのだが、候補生達から上げられたのは悲鳴ではなく熱狂にも似た歓喜の声であった。




[image: †]




　格納庫ハンガーから響く歓声は、自動販売機の前に設置されているベンチに脱力した姿勢で座り込んでいる男の耳にも届いていた。ベンチの背もたれにぐったりともたれかかっている。

「女の子って、怖いなぁ……」

　疾風はやてはポツリと吐息のような言葉を漏らした。

　先程、かしましい三人の女子候補生に突然話かけられ、一方的に質問攻めにされたのである。

　どうやら、吹雪ふぶきと疾風はやてが頻繁に顔を合わせて会話するのを目撃した三人が、少し前から怪しんでいたようだ。吹雪ふぶきに直接聞く度胸が無かったのか、疾風はやての方に尋ねてきたのだ。

　そんなに歳としが離れていないとは言え、さすがに年上の疾風はやてをからかうような素振りは見せなかったが、それでも三人娘は興きよう味み津しん々しんといった様子で次から次へと質問攻めにしてくる。

　無論、疾風はやてはいつも通りの「気のいいお兄さん」然とした態度を崩さず、当あたり障さわりなく流したが、彼女らが納得している様子は無かった。

　仕方なしに『あまりそういう噂うわさで霞かすみ目め教官や基地職員を煩わせたら出撃に支障が出るから』と、もっともらしいことを言って、彼女らを黙らせた。

「そもそも公表っていうか、表沙汰にしないでおこうって言い出したの、吹雪ふぶきだし……」

　何を考えているか分からないが、吹雪ふぶきは内緒にしたいらしい。疾風はやての方はどちらでも良いが。

「ああいう女の子とかの勘かんの良さ。昔の吹雪ふぶきと黒くろ江えに似てるなぁ……」

　昔のことを思い起こしながら、疾風はやては大きくため息を吐ついた。
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「波が来るぞ。それも、これまでにない規模の大波が」

　基地の会議室、そこに笠かさ置ぎを筆頭に、アイリーンや祥しよう子こ、吹雪ふぶきを始めとしたベゼル・キャリバー搭乗員パイロツトたちも参加しての会議が開かれていた。

「大波ってどういうこと？　極限生物ＥＲの出現の頻度のことなんでしょうけど、わざわざこんなふうに集まって何を？　出たのなら、潰しに行けば済むだけの話ではないの？」

　昔ながらの折りたたみ式の長机で箱形に組まれた会議テーブルの安っぽいスチールパイプの席につき、吹雪ふぶきが勿もつ体たいぶった言い草の笠かさ置ぎに対して疑問を投げかけた。

「そうだねぇ、数匹程度なら場当たり的な対応でもなんとかなるだろうけどさ。想定されているのは戦役時の大発生クラスらしいんだよねぇ」

　吹雪ふぶきの問いかけに答えた笠かさ置ぎの言葉に、彼女は思わず息を吞のむ。

「まずこれを見て」

　笠かさ置ぎに代わって立ち上がったアイリーンが、一同に注目を促した。

　それと同時に、明かりが落とされた会議室の、その箱形に組まれたテーブルの空きスペースに置かれた地理情報システムＧＳＩの投影装置が輝きを発し、空中に地球が映し出された。

「現在表示されているのは百万分の一縮尺の戦役以前の地球の状況です。地形の起伏はわかりやすいように千倍に拡大して表示していますのでご了承ください」

　笠かさ置ぎの横の席についているアイリーンが、機材を操作しながら説明を始める。

　それは、過去に発生した極限生物ＥＲ災害に関しての記録であった。

「西暦二〇三五年。最初の極限領域生物群が確認された場所が、この太平洋の北西部にある、海底火山です」

　その言葉と同時に、投影されている地球に点在してる光点の一つが点滅する。それは日本列島の東、およそ一六〇〇キロほど離れた位置にあった。

「タム山塊だっけ？　もとは世界最大の海底火山の。今は島になってるけど」

「ええそうよ。奴やつらが掘り起こしたせいで噴火したのか、たまたま噴火したところを奴やつらが捕食したのか。一部では奴やつらのお陰で破局噴火が抑えられたのだ、とも言われているけれど……マザーコアが最初に確認された所よ」

　そのマザーコアが確認された時に記録された、各種記録データ。

　現在世界各地で、マザーコア発生直前の記録データと酷似した数値が記録されているのだという。

　それぞれの数値はあの時に比べ低いが、その数は深刻にならざるを得ないものであった。

「つまり、どういうことが想定されるのかしら」

　首を傾げる吹雪ふぶきに対し、その問いかけに答えるようにとアイリーンが祥しよう子こを視線で促した。

「えー、コレはあくまでも想像の域を超えないのですが、マザーコアがタム山塊でそのエネルギーを蓄えていたと仮定した場合、同様のことが行われているのではないか、と」

「マザーと同じように、極限生物ＥＲが火山帯でそのエネルギーを蓄えている、と考えてるの？」

「あくまでも仮定、想像の域を超えません。流石さすがにマグマの中に潜って極限生物ＥＲを探すとか、現状不可能ですし」

　マグマの中で長時間耐えられる探査機などがあれば調査も出来るのだろうが、そもそもそんな機材があれば既に行っているだろう。実際これから行うのであれば、新規で開発しなければいけない。手間も時間も金も、とてつもなくかかることだろう。

「実害が出るまでは動けない、ってことかぁ」

「まあそうなるんだよねぇ。私の０２なら溶岩の熱くらいなら暫しばらくは耐えられるだろうけど、潜って活動できるかって言われたら厳しいだろうしねぇ」

　吹雪ふぶきが呟つぶやいた言葉に祥しよう子こが続くが、それに答えるものはいなかった。が。

「ＢＬＡＣＫ＝ＬＡＶＡ黒い熔岩──」

　誰かが呟つぶやいたその名は、ある意味崇すう拝はい対象にも似た存在であり、禁きん忌きでもあった。

「あー、ありゃダメダメ。技術保存のために封印シールされてるし、そもそもアレに乗れる操縦者が今いないからねぇ。お嬢吹雪や私ですら無理なのに、他の誰が動かせるって話だし？」

　誰に言うともなく告げる、祥しよう子この言葉が会議室に響き渡る。それをなし得る人物が、今ここにはいないのだということを。そして──。

「操縦できるのがいたとしても、封印シールを解くかどうかはうちらの一存じゃ無理だしね……」

　そう告げる彼女の表情には、苦々しげなものが多分に含まれていた。




　会議を終え、自身の執務室に戻ったアイリーンは、続いて入ってきた笠かさ置ぎに向き直り、発言を促した。

「さて、笠かさ置ぎ司令。何か言い足りないことがありましたかしら？」

　冷めた瞳で笠かさ置を見つめるアイリーンに対し、首を振りつつ告げた言葉は、他の者が聞く分には当あたり障さわりの無いあっさりとしたものだった。

「あれから、どんな感じかね？」

「──お聞きになりたいのは、今回の分も含めて？　まだ類例が少ないからなんとも言えないけれど、強あながち穿うがった考えではないわね」

　飾り気のまったくない、まるで金属から削り出したかのような素っ気ないアイリーンの執務室に笠かさ置ぎ基地司令が訪れていた。その瞳は何い時つになく真剣で、対するアイリーンも、モニターを凝視して恐ろしい速度で打ち込みを続けながら、真しん摯しな答えを返した。

「やっぱり、か」

「想定の範囲内、と言っているように聞こえるのだけど？」

「でなきゃあれの回収を極秘裏にお願いなんてしないよ？　責任問題になる」

　そう言ってツイと視線を動かした先にあるのは、厳重に封印シールされていたトランク。

　既に封印シールは外され、中身はその場にはない。

「活動核アクテイブ・ニユークリアスの欠かけ片ら、ね」

「そう。ここ最近の連中の出現具合。何の理由もなく急に増えたんじゃあない。アレを向こうに移動させた途端だからね」

「そうね。でも、あれが原因なら次からは」

「ここに向かってくるだろうね。だって、あれに惹ひかれるのなら、ここの地下の奴やつこそが……」

　最悪の状態も視野に入れているという笠かさ置ぎに、アイリーンは冷ややかな声でそれを窘たしなめた。

「今はあの頃とは違うのよ？　私も最近気付かされたけれど、あの時のような事態がまた訪れても私たちにはもうその力……いえ、力はあっても、人類にはもう対処するだけの気力がないわ」

「それは……そうかもしれない、がね」

　しかし、と。笠かさ置ぎは力のこもった声でアイリーンに告げた。

「僕たちは、今更負けるわけにはいかないんだよ。あの子達のためにも」

「それは私も同意だけれど……」

　世の中思うように行かない。そう口にした彼女の言葉は、出て行った笠かさ置ぎには届かなかった。
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　もはや恒例となっている深夜の仮想訓練であるが、今日はいささか趣が違った。

「どこに連れて行く気なのです？」

『いいから黙ってついてこい』

「まりえ、心配しなくても今更これ以上変なことなど起きはしませんわよ」

「でーもー」

　候補生達が眠る寮からこっそりと抜け出し、いつものように仮想訓練室に出向いた二人は、そこで待ち構えていたコーチ役の謎の男によって、普段は候補生が立ち入ることを許されていない区画への侵入を開始したのである。

『先進技術推進課』と書かれたその建物は、いわゆる最先端の技術を将来的に装備に応用するための技術的な研究を立案・推進する部署である。要するに軍事機密が詰まった場所なのだ。

「やばいよ、やばいって、かずみん。捕まったらスパイ容疑で死刑だよきっと」

「そんなの今更ですわ。それを言ったら仮想機シミユレーターを使い放題の時点で怪しいと思うべきでしたのよ」

　ビクビクと男の後をついて歩くまりえと対比するように、開き直りかなんなのか、やけに堂々と歩む一かず美み。この先に何が待ち構えているのかを、むしろ楽しみにしているかのように見えた。

『ここだ。重ねていうが、大声を出すなよ』

　疾風はやての言葉にうなずきだけで答え、開かれた扉の中へと進む。

　真っ暗闇の中、やけに広い空間だというのだけは理解できるほどに、空気の感触が違っていた。

　そして、赤い非常灯が灯ともり、淡く浮かび上がったそこへ、強い光で照らし出されたその巨体。

　十八メートルの中等訓練機ＴＢＣ－４が、様々な機材に囲まれた状態で、そこに屹きつ立りつしていたのである。

「中等練習機ＴＢＣ－４、ですの!?」

「うわーうわー！」

『静かに！』

　思わず口をついて出てしまった驚きよう愕がくの声に、それを窘たしなめる鋭い声が響いた。

　あなたの方こそうるさいですわ、と突っ込みそうになった一かず美みであったが、その姿を現した人物の格好に、思わず息を吞のんでしまったために不発であった。

　現れたのは白衣を纏まとった女性。どこかの高そうなブランドのスーツ姿の上に膝丈の白衣を纏まとったその姿。そして頭に被かぶった搭乗者パイロツト用のヘルメットが、異様さを倍増してくれていた。

『ようこそ、この秘密の実験室へ』

『……紹介しよう。謎の科学者、ドクターＸだ』

（かずみん、どうみてもファインマン博士に見えるん……）

（しっ！　空気読みなさい！）

　疾風はやての被かぶるヘルメットとも一かず美みらが被かぶるものとも仕様が違う。

　正規パイロットの被かぶるものよりも、より高機能高品質コンパクト・軽量化されたもののようだが、バイザーに蒸着メタライジングされているのは同様で、その中の顔はうかがい知ることは出来ない。

　だが、極限生物迎撃部隊の外部協力者として、有名人かつ重要人物である某女史であることは隠しきれていなかった。顔を隠しても隠しきれない怜悧な美しさに、常にカッチリとしたブランドのスーツ姿に白衣とくれば、この基地では一人しかいない。

　まあバレるよな、と思っていた疾風はやてであったが、その程度は瑣さ末まつなことという態度でカツカツとヒールを鳴らして近づいてくる自称謎の科学者ドクターＸ。

　彼女は一かず美みとまりえの前で立ち止まると、二人を見比べてから、疾風はやてになにかを呟つぶやいた。

　ヘルメットに内蔵されている無線で話したため、二人にしか聞こえないが。

「あの、私達ここで一体何を……」

『何を？　何をするのか？　させられるのか？　パイロット候補生がいて、練習機がある……となれば、やることは一つしか無いわよね？』

　そう唄うように語るファインマ……謎の科学者ドクターＸの言葉に、二人はああやっぱりと、中等練習機ＴＢＣ－４に乗せてもらえる喜びと、反面、何な故ぜ乗せてもらえるのかという恐ろしさが襲ってくるこの状況に、全てを諦め流されることにしたのであった。
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　そのしばらく前のある日──。

　アイリーンの部屋を訪れる一人の男の姿があった。扉の前で、ノックしていいものかどうか、逡しゆん巡じゆんしていたのだろうか。暫しばらく躊躇ためらっていると、中から声をかけられた。

「鍵は開いてるわよ？　どうぞ」

　静かに扉を開けて中に入ってみれば、アイリーンが執務室の座席に深く腰掛け、薄く笑みを浮かべて待ち構えていた。

「いらっしゃい。ここに直接なんて、珍しいわね。どういう風の吹き回しかしら」

「驚かないんですね」

　ゆっくりと、音のしないように扉を後ろ手に閉めるその姿を横目に、アイリーンは執務机の片隅に置かれた煙草入れシガレツトケースから一本煙草を取り出し、ゆっくりと咥くわえて、胸元から取り出した古ぼけたオイルライターで火をつけた。

　同時に動き出した空気清浄機の吸気音が耳に入る。

「むしろ私が驚くと思う、貴方の考えに驚くわね、疾風はやてくん？　新調したスーツの調子はどうかしら？　それで、わざわざ何の御用？」

　紫し煙えんをくゆらせながら、相手が言葉を発しないのに焦じれるように、アイリーンは口を開いた。

「まさか、０１に乗りたい……というわけでもなさそうね」

「はい。少し、ご相談が」

　意地悪を言って、ろくに顔を見せないことの意趣返しをしてやるつもり、という心算のアイリーンだったが、彼の真面目くさった態度の中に困ったような表情を滲ませる以前と変わりない姿を見て「ああ、誰かの問題ごとを抱え込んだのか」と苦笑する。

　懐なつかしい、と言うほど昔ではないのに、そんなふうに感じてしまうのを、歳かと考えた自分に薄く口角を上げて、立ちっぱなしの疾風はやてに応接スペースのソファを指し示しこう言った。

「いいわ、まあ掛けなさい。珈琲コーヒーでも入れてあげる。たんぽぽ珈琲代用品だけど」

「いいですね。合成物珈琲もどきに比べたらずっと美味しいらしいじゃないですか、頂きます」

「早いところ、コーヒー農園が再開してくれるのが一番いいんだけどね」

「嗜し好こう品ひんは後回しですね、やっぱり」

　戦役の影響で、様々な分野でこういった弊へい害がいが残っていた。嗜し好こう品ひんとなる珈琲コーヒーや紅茶など農作物については特に顕著であった。

「オールドビーンズなんてものなら、戦役以前からのものが今もどこかの倉庫の奥底で大事に眠らされていて時折流通しているらしいわ。一般人が手を出せる値段じゃないそうだけれど」

　電気ポットからお湯を小鍋に入れつつ、そんなことを口にする。戦役の傷跡が減ってきたとは言え、未だ元通りというには程遠いのが現状であった。

「個人的には、そこまでのは要らないかなぁ。そもそも本物の味もよく覚えてませんし」

「そうね、私もコーヒーには拘こだわらないわ。煙草こつちは多少値が張っても手に入れるけど」

「そっちはもっとわかりませんけどね」

　咥くわえたままの煙草を手にしたカップで指し示しながら、アイリーンは疾風はやての前に腰を下ろした。小鍋で煮出したたんぽぽコーヒーの香りが鼻び孔こうをくすぐる。

「それで、どんな相談事なの？」

「ええ、それなんですが──」

　真面目な表情で話し始めた疾風はやてのその話の内容を受け止めて、アイリーンは即座に行動に移したのであった。渡りに船だわ、などと呟つぶやきながら。

　そして──。

「そうだわ疾風はやてくん、一緒に来てくれる？　あなたも見ておいたほうが良いと思うから……」

「構いませんけど、なんですか？」

「０１の再封印シールをね、これから行うの」

　それは、とてもそんな重大事項を告げるような口調ではなかった。

　あるいは、それは彼女としても精一杯の虚勢だったのかもしれない。




　──薄暗く、広大な、しかし密閉された地下空間に佇たたずむ疾風はやてとアイリーン。その眼下には、巨大な人型が全ての装甲を外され、特殊な液体の中に沈められ眠りについていた。

　ベゼル・キャリバー１号実験機プロトタイプ『ＢＬＡＣＫ＝ＬＡＶＡ黒い熔岩』。怪物Monsterと呼ばれた機体だ。

「解体とか、しないんですか？」

「現状、そんな余裕はないの。解体して、安全かと言われたら不明。１号機０１の動力炉リアクターを粉々にしたとしても、それで果たして処理出来たと言えるのかどうかも不明」

　圧倒的な戦績を残したこの機体には、しかしその功績に見合った栄誉は与えられなかった。

　現段階では解析不明の現象が、その機体の中枢部で起こっていたからだ。

「今まで散々極限生物ＥＲのコアを壊してきたのに？」

「色々と未知数だからよ。１号機０１の力は他の機体も、極限生物ＥＲをも、凌りよう駕がしていたわ」

「……まだ、眠っているだけ、なんですよね」

「おそらく。ただ、それさえも確証がないけれど」

「じゃあ起動させてから壊す、とか？」

「面白いことを言うわね。でもダメ。今、この状況下で起動させるのは、リスクが高いわ。今、大量の極限生物ＥＲが活動している。もしかしたら、これに群がる可能性があるだけに、目覚めさせては、我々では手に負えない事態にまで発展する可能性がある」

　そう告げたアイリーンは、手にしていたコントローラーを操作する。

　半透明の蒼あお黒ぐろい液体に満たされた巨大な水槽。そこに横たえられた１号機０１は全ての活動を停止しているにも関わらず、見るものにその息吹を感じさせるような雰囲気を纏まとっていた。

「現状は１号機０１に対して最悪の事態を想定して、一時的に封印シールという形を取るのが安全よ」
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　アイリーンのその表情には、深い疲労が刻まれていた。

「お仕舞いにしたい気持ちはわかるわ。あの子達の犠牲を、無駄にしたくはないのも分かる。でも現状、『ＢＬＡＣＫ＝ＬＡＶＡ黒い熔岩』はマザーコアの資質を受け継いでいる可能性と、人類にとって鬼札になる可能性の、両方を持っているのよ。正に、諸もろ刃はの剣つるぎね」

　険しい顔をするアイリーンに、疾風はやては何も言えなくなってしまった。

「アイリーンさん……」

　重々しい金属の塊としか言えないような分厚い蓋ふたによって水槽が封じられ、仰ぎよう々ぎようしい鍵がかかっても、二人はそこに只ただ々ただ佇たたずんでいた。
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　そんな一連の行動の結果、彼女ら二人の現状というか未来に繫がる状況が整ったのだが。

「かずみん、かずみん。ファインマン博士ってこんなに簡単に会える人だったっけ」

「少なくとも私は一回も見かけたことはありませんわ。同じ基地に所属とは耳にしてましたが」

「だよねぇ。私もだよ」

　たとえ同じ基地に所属していようとも、部署が違えばそうそう会うことはないし、そもそもの立場が違い過ぎるためにその活動区域すら重ならないのだ。しょっちゅう顔を見る機会がある笠かさ置ぎ司令がおかしいのであって、むしろこちらの方が普通である。

「そんな人と普通に会話できる辺り、コーチのことが余計わかんなくなってくるんだけどー」

「いいえ、まりえ。逆に考えるのよ。そんなファインマン博士と普通にお話しできるレベルの人間はそうはいないと……コーチの正体、探る方向性を大幅に変更するべきですわね」

「藪やぶ蛇へびにならないといいなー」

　中等練習機ＴＢＣ－４搭乗前に、話し込む博士とコーチ二人を遠目に見つめながら、ヘルメットに内蔵された無線で内緒話に興じる一かず美みとまりえであった。
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「それでぇ？　ここ最近の傾向はどうなのさ」

「はい、各地での極限生物ＥＲの発生状況の統計データを──」

「データとかはいいの、数字見りゃわかるから。貴方あなたの感じたことを教えてちょーだい」

　対極限生物ＥＲの基地では、各地から集められたデータの解析等を行う部署が存在している。

　いつどこでどのような極限生物ＥＲが現れて、どういった対処を行い殲せん滅めつに至ったかを、細かく、なおかつ幅広い情報で保存されている。各基地独自の解析結果も情報共有データリンクされている。その閲覧は部外秘ではあるが、各基地で自由に行え、その際の解析結果や所感等も記されるのだが。

　彼女──黒くろ江え祥しよう子こ特務二佐──は、記録データよりも情報官の感じたことを教えて欲しいと告げた。

　小型端末データパツドに映し出された各種記録データをあっという間に閲覧し終えた彼女は、目の前の若い男性尉官に対して、ぶっきらぼうな態度のまま話に耳を傾けた。

　ここ最近の極限生物ＥＲの出現数、出現時刻、出現する種別、それらを頭に放り込み終えた後、一情報官に過ぎない士官からの言葉の方を重要視している、ようにも見えるその姿。

　実際、黒くろ江え祥しよう子こ特務二佐にとっては、極限生物ＥＲ対策など正直どうでも良かった。

　彼女にとって、その時々に起こる物事が自分にとって楽しいか楽しくないか、そこに尽きた。

「というわけで、自分としては今後極限生物ＥＲの更なる出現数増加を懸け念ねんするものであるます」

（あ、嚙かんだ）

　見み目め麗うるわしい若い女性で、しかも上官が、地味な第３種夏服と呼ばれる半袖＋ひざ丈スカートの制服姿であっても、胸元を強調するかのように両腕を前で組んだ姿勢で目の前に立っていれば、若い新人の男子なら緊張もするだろう。

　しかも、この基地で吹雪ふぶきと並び立つツートップであり、彼女が当直の場合は吹雪ふぶきがバックアップに、吹雪ふぶきが出張る際には彼女がバックアップに回るという形を取る、相棒とくれば。

　祥しよう子こは、現在の状況がいつまでも維持できるとは考えていなかった。

　極限生物ＥＲの源のマザーコア殲せん滅めつによる戦役終了後、極限生物ＥＲの発生自体は低調になっている。

　それなのに、極限生物ＥＲは減りこそすれど、一向に途切れないのは何な故ぜなのか。

　別のマザーコアの存在も考えたが、なら、もっと早く極限生物ＥＲの発生が復調しているはずだ。

　それでは何が今のこの状態を維持させているのか。

　祥しよう子このそんな考えさえも、データベースにはいくつも散見される意見のひとつであったが。

「ふうん、君は極限生物ＥＲの出現がこれからもっと増える可能性を示し唆さするわけだ」

　目の前で意見を述べ終えた若い士官に視線を向け、祥しよう子こが口を開く。

　この士官の意見はさほど変わったものではない。まあどんな意見だったとしても、主に三種。

　極限生物ＥＲの出現数が下降するか、現状維持か、増加するかのどれかではあるのだが。

「ありがと、君の意見は参考にさせてもらうよん。じゃあねぇ」

　そう言って彼女はふわりと身を翻ひるがえしてその場をあとにした。

　後に残るは顔を真っ赤にした若い士官と、それを苦笑して見守る先輩士官たちであった。
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「ＴＢＣ－４に乗れるのは正直嬉しいんですけれど」

「きついでっす！　休憩をプリーズ！」

『戦闘中に休憩したら死ぬんだが？　死にたいならやめてもいいぞ？　その場合──』

「社会的に死ぬんですねがんばりまっす！」

　一かず美みとまりえは、深夜の仮想訓練から、深夜の実機シミュレーター化実験というレベルが上がったのか下がったのかよくわからない、言わば訓練と言う名のバグ取りを強いられていた。

　そしてその上で、感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールの習熟というハードルを定められてしまっていた。

「通常制御でさえままならなかったのに、どれだけハードル爆上げしますの？　コーチは！」

「もはやハードルじゃなくてハイジャンプのバーじゃないかなー。ていうかなんでそんなに期待値が高いのかなー？」

「まりえ、期待値というのは確率論でのいわゆる平均的な出目、という意味合いですわよ？」

「……イチかバチか的な意味合いだったりー？」

「それはそれでしっくり来るのでいやですわね」

　彼女らの行っているシミュレーター化の実験は、ただ動かすだけというわけではなく、出撃から敵を撃破して帰還するまでの一連の動作を全てを行わねばならない。実戦さながらの作戦行動をするという、仮想訓練機シミユレーターよりも体力的には過酷ではあるが、反復動作の繰り返しではない分、気分的には楽、という如い何かんともし難がたいものだった。

「しかしっ！　なぜ私たちがこんな試験運用をっ！　するんですのっ！」

「そーだよー、コーチがやればいいんじゃないの？」

『俺がやるよりも、技能的に稚ち拙せつな奴やつが使った方が、駄目出しがすぐにできる。俺だと自力で何とかしてしまうし、そういうものだと思って動かせてしまうからな』

　戦役当時のことを思い浮かべながら、彼はそう語った。当時は多少の不具合など現場で何とかして使うのが普通であったから。

　その辺りは万全の態勢を整えているのが前提となっている、今の候補生を含めた戦役後に着任したパイロットにはわからないところであろう。




　──あの日、初めてこの「秘密の実験室」を訪れた夜。彼女らはこう告げられた。

『まずはＴＢＣ－４の実機を用いてお前たちが及第かどうかの試験を行う。機能停止しても失格にはせんから安心しろ。俺がよしという前に、自分から辞めたくなった時点で失格だ』

「この状況以上に悪くなることはありえませんわ！　ぜひやらせていただきますとも！」

「かずみん、またそゆこと言うし。フラグ立てやめてくんないかな」

「では始めよう。博士、お願いします」

「ええ、よくってよ。あなた方にはこれからＴＢＣ－４のシミュレーター化に於おける問題点や修正箇所を洗い出ししていただきます。チェック項目はおよそ四万九千件。その全てを連続的に並列処理しつつ──」

　そこにはやけに上機嫌なのが表情が見えなくともわかる、謎の科学者Ｘの姿があった。

「あ、やっぱり先に謝っておきますわ、まりえごめんなさいね」

「んもー！　んもー！　だからいったんじゃーん！」
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「おつかれ～お嬢。待機任務交代のお時間でっす」

「お疲れ様、別に待機任務なんてそんなに疲れないわ。それこそ寝ていても良いんだし」

　基地の待機室で、通常の制服のまま寛くつろいでいる……と言うと聞こえが悪いが、寛くつろいだ状態で待機している吹雪ふぶきの元に、先程新人士官から意見を拝聴した祥しよう子こがやってきた。

　シフトの関係上、二人が顔を合わせるのは交代の引き継ぎ時だけだが、関係は悪くない。

　そもそも戦役当時に徴用されてからの仲で、非常に気安い間柄であった。

「ねえお嬢。なんか暇つぶしのネタ無い？」

「そのお嬢っていうの、いい加減やめてよ。今時あんただけよ、そう呼ぶの」

「んじゃ私だけがお嬢をお嬢って呼んでるってことか、そりゃ、やめらんないねぇ」

「んもう。ほら、引き継ぎするわよ！」

「はいはい」

　吹雪ふぶき達ベゼル・キャリバー搭乗者パイロツトの出番は脅威レベルが３になってからだ。

　それまでは待機中に何をしていても構わない。暇つぶしにゲームをしていてもお咎とがめはない。

　極論、彼女らは基地の何ど処こかにいさえすれば良いのだ。

　対極限生物ＥＲ部隊としてのトップである彼女らは、ある意味、最後の切り札だ。そう頻繁に出撃させて、いざという時に疲ひ弊へいして出られない、ということが起きては堪たまったものではない。

　熟練ベテランが使い潰されることの無いよう、同様の態勢を構築している基地は世界各地にある。

「しかし、最近他の基地も頑張ってるねぇ」

「そーね。でも、面倒なのばっかがこっちに回ってくるのは、戴いただけないけど」

　現状、極限生物ＥＲの出現頻度が増え、月に一～二回程度だったベゼル・キャリバーの出撃要請は毎日のように激増している。その理由は、というと。

「新種が出たら一応ベゼル・キャリバーが対処することになってるからね。どんな状況にも対処できる私たちじゃないと被害が増える。下手したら大損害で手に負えなくなるからなぁ」

「わかっちゃいるけど、ね。で、どう思う？　あんたは」

「んー？　どうって何が？」

「ここのとこの新種の割合よ。どう考えてもきな臭いじゃない。だいたいマザーコアがもう無いのに、どうして新種の極限生物ＥＲが出てくるのか、って話もだけど」

　極限生物ＥＲを生み出すマザーコアが殲せん滅めつされたのは紛れもない事実であり、極限生物ＥＲの増殖の方法がマザーコアからの『枝分かれ』であったことは既に確認されていた。

　マザーコアの結晶体が一部抜け落ち、それを基部として新たな極限生物ＥＲが誕生していたのだ。

「あれが潰れるまでに、どれだけばら撒まいたかって話でしょ。確認されている最小のやつは、コアがこんなサイズだったらしいし」

　そう言って祥しよう子こは両の人差し指を目の前でピンと立てた。

　およそ五センチ。それが今までに確認されている極限生物ＥＲの結晶体の最小サイズである。

　その殲せん滅めつ時じにベゼル・キャリバーに比較して数倍サイズであることが確認されているマザーコアにとって、どれほどの小枝がバラ撒まかれていたのか、想像するのも恐ろしい。

「そのサイズばっかりだったら、一般部隊でなんとかなって、それはそれで楽だけどね」

「まあね。でも、だからって、うちらのお仕事を蔑ないがしろにするわけにもいかないってハナシ」

　極限生物ＥＲの能力は、結晶体のサイズによって決まると言っても過言ではない。

　だが、新種に於おいては結晶体のサイズに関わらず、特殊な攻撃方法などの特性を新たに獲得していることが多く、それに対応しなければならない。

「だから、ちゃんと教官もやってるでしょ。そんなこと言うなら、あんたこそ教官やってよ」

「ダメ、勘弁して。人に教えるのなんて無理無理。感覚だけで乗ってる私としては、教えるのなんて『こうズバッとやってシュッとしたらグイッとね』みたいな感じになっちゃうって」

　天性の才能だけで乗っているわけではないのだろうが、教えるのに向いているかどうかと言われれば、圧倒的に向いていないのが祥しよう子こなのであった。

「あー。そーだったわね、あんたはそんな感じよね」

「えー、でもあの子はそれで結構理解してくれて……あ」

　むっとした吹雪ふぶきが睨にらむように祥しよう子こを見ていた。

「ごめん……」

　自分の操縦感覚を理解してくれた人物が過去にいないわけじゃないと、つい口を滑らせてしまった祥しよう子こだったが、それは地雷タブーであるのを思い出し、即座に謝った。

　吹雪ふぶきはそれに応えずに、「じゃあ後はよろしく」と言って待機室を後にした。
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「あー疲れたー。コーチー、何か食べるものちょーだい？」

　ＴＢＣ－４から降りたまりえは、出てくるなりいきなり食べ物をねだった。

　あれから毎晩ずっと、一かず美みとまりえの二人はＴＢＣ－４による実機シミュレーター化のチェック及び稼か働どう実験を行っていた。

『お前は俺に何を期待しているんだ……握り飯ならあるが、食うか？』

「もちのろん！」

　心中で苦笑しながらも仕方なく、という口調で持ってきていた夜食を分け与えてやる。

「私も頂いても？」

『ああ、構わんぞ』

　こちらはゆったりとした動作で降りてきた一かず美みであるが、同じく空腹を感じてはいたのか、差し出されたバスケットから覗のぞくラップに包まれたおにぎりに手を伸ばした。

『じゃあ私も』

『……どうぞ』

　どこからか現れたドクターＸまでもが持ち込んだ夜食に手を伸ばし、舌した鼓づつみを打ち始めた。

　バスケットの中にはおにぎりと、密閉容器に入れられた厚焼き玉子、それと塩コショウで味付けされただけのスライスピーマンとウインナーの油あぶら炒いためが収められていた。

　加えて旧陸自からの日本の国防衛軍の伝統糧食、たくわんの缶詰がオマケで開けられている。

「前から思ってたけどー。コーチって料理上手です？　おかずの卵焼きだって美お味いしいし」

「ですわね。少しも焦げておりませんし。味付けも、おにぎりとちょうど合う程度の塩あん梅ばい。何ど処こかで習っておられたのかしら」

『まあ本職だものね』

『ちょ!?　博士、やめてくださいよ……』

『あら、隠す必要性なんてあるのかしら？　むしろきちんと顔を見せた方が教わる方も変な勘かんぐりする必要がなくなって、訓練に身が入ると思うのだけれど』

　二人のやり取りを咀そ嚼しやくしながら見守る一かず美みとまりえ。健けん啖たん家かの二人は、その様子を眺めながらも彼の持ってきていた握り飯を、どんどんとその胃袋に詰め込んでいた。

「本職……ということは、コーチは料理人なんですの？」

　そう尋ねて、一美の頭に何かが引っかかった。料理人が──前に何かなかったか？

『あーいや、別に……』

　男──疾風がしどろもどろになる。それを見ているドクターＸが居丈高な様子で腕を組んでいる。「さあ、どうするの？」そう言っているようだ。

「コーチも食べたらいーのに」

　まりえがせっつくように言う。が、一美はじっと男の方を見ている。

『いや、でも……』

「そうですわね……じゃあ、ひとつ当ててみせましょうか。コーチ」

「あれ？　何か思いついたの？　かずみん」

「いえ、ね──いるじゃないですの。心当たりのある方が。下士官が行うはずの仕事をしていた料理人さん……そうですね？　若松、疾風さん？」

　そう、基地内にある兵器の管理は本来、下士官の仕事だ。移動一つにしても下士官が行う。

　前に彼──若松疾風は、中等練習機をトレーラーで移動させていなかったか？

　そんな連想から来る、細い糸を手繰るような推論だった。しかし。

　一瞬、虚をつかれたように黙ると──彼は首元に手を当てた。

『ああもう、正体を隠すとか馬鹿らしくなってきた。わざわざ口調も声も変えてたのに』

　そういいながら、顎あごの下にあるスイッチを押した。するとヘルメットのバイザーや各パーツが分割・スライドして、彼の顔を露あらわにしたのである。

「しょくどうの、おにーさん？」

「……そ、んな」

　驚きよう愕がく、という言葉がこれ程似合う表情もなかなかないだろう。それほどに二人の驚きは顕著だった。特に一かず美みは、目を見開き、ピクリとも動かなくなったほどだ。

「まあ、驚くのは無理も無いだろうけど……」

　食堂の職員が、まさか──と思われたのだろうなと、そう思った疾風はやてだった、が。

「かずみん、私ごはんがおいしい理由がこんなあっさりわかってなんかがっかりだよ」

「そっちですの!?」

　場違いな驚き方をするまりえに、思わずツッコミを入れてしまった一かず美み。

　そんな様子を見守りながら、ヘルメットの中で微笑みを浮かべるアイリーンだった。

「元パイロットっていうのはあんまり広めないで欲しいかな。色々と面倒があるからね」

　正体を明かした疾風はやての言葉に、一かず美みとまりえの二人は顔を見合わせて頷うなずき合あう。

　年齢的に考えて、初期の──『戦役』当時の──古参パイロットであることは間違いないだろうと二人は考えたからだ。それは以前授業での会話で聞かされたような、下手に広まれば色々と暮らしにくくなる可能性が高いだろうという意味だけではなかったのだが。

「コーチ、お願いがあります」

「なんだい？」

「コーチは戦役時にパイロットだったのですわよね？」

　それはやはり、彼女らとしても確認しておきたいことなのであろう。

　見知らぬ候補生を、しかも成績優秀とは言い難い自分たちを、見てくれているのだから。

「まあ、一応そうだけど……証拠はないから、僕の口から出まかせかもしれないよ？」

　証拠がない、などと言ってクスクスと笑う疾風はやてだったが、問いかけた一かず美みとしてはコレが刑事事件であったら状況証拠だけで立件できるレベルだと叫びそうになった。

　基地司令と昔からの知り合いであり、その繫つながりか霞かすみ目め吹雪ふぶきとも気安い間柄のように振る舞っていた。加えてＢＣの操縦技術も極めて高いレベルであり、おまけにＢＣ開発の第一人者であるアイリーン・ファインマン博士とも繫つながりがある。ある意味証拠の塊ともいえる。

「いえ、その辺りはもう信用するとか以前の問題なので構わないのですが。それはともかくとして、いくつか伺うかがいたいお話があるのです」

「もしかして、戦役当時のこと？　話せるかどうかは機密もあるからわからないけれど、それでいいなら」

　気軽にそう応えた疾風はやては、「何から話そうか」と言いながら、手近にあった椅子に腰掛けた。




「だから僕らは戦役後にいわれているような崇すう高こうな精神で乗ってたわけじゃなかったんだよ」

　当時の搭乗者パイロツトを取り巻いていた環境から始まり、その心情などを聞かれた疾風はやては、皆がそう思っていたわけではないし、自分というバイアスがかかってしまうことになるけれど、という前置きをして、二人に語り始めた。

　世界を救うため、なんていう意識を持っていたのはごくわずかだったこと、人によっては自じ己こ顕けん示じ欲よくを満たすため、仲間や家族の仇あだを討うちたいがため、中には趣味がこうじてというのもいたし、単に食い詰めていた者までいたと正直に話していた。もちろん、それがそれぞれ誰だというのまでは詳つまびらかにはしなかったが。

「中には攫さらわれるようにして搭乗員パイロツトにさせられてたのもいたしね」

「国がそんな、非道なマネを？」

「国どころか人類が滅びるかもって時に、そんなの気にしちゃいられないって話だったんだよ。だから、僕と同年代で教官やってる人がいるわけでさ」

　なるほど、目の前の疾風はやてにしても自分らの本来の教官たちにしても、年若い。戦役時の搭乗員パイロツトはほぼ全てが少年少女だったという証左だろう。

　そして、一かず美みは意を決して一番知りたかったことを尋ねた。

「──あの、ＢＬＡＣＫ＝ＬＡＶＡ黒い熔岩の搭乗員パイロツトだった方とは、ご面識はおありで？」

「……よく知ってるよ。守秘義務があるから名前とかは教えてあげられないけどね。戦場に出るたびに、泣きわめいて駄々をこねて、何かあるとすぐにへそを曲げる困った奴やつだったよ」

「──っ。ですが、立派に戦っていたのでしょう？　素晴らしい戦績を残されてますし」

　吐き出すように告げられた言葉に、一かず美みは胸の奥を走る痛みのような何かを感じていた。

「戦闘能力だけはとびきりだったよ。でもそれだけだ、人間としちゃ駄目な部類だったね……。何かそいつに思い入れでもあったのかい？　すまないけど、噓うそじゃないんだ」

　眉をひそめゆっくりと顔を伏せてしまった一かず美みを見て取った疾風はやては、まいったなという表情でそう伝えたが、それは逆効果だった。

　ほんの一いつ刻とき、俯うつむいていた一かず美みは、がばりと顔を上げ、疾風はやてに食って掛かった。

「あの方は立派な方ですわ！　私の住む町を守ってくださいましたもの！　敵を倒して！　お疲れでしょうに機体を降りて、シェルターに避難していた私たちに声をかけてくださって！　ええ、顔も存じ上げてませんわ！　ヘルメットをかぶったままでごめんねといわれましたし！　でも、あの方は絶対絶対英雄でしたわ！　そのことを否定するのであれば、誰であっても私は許しませんわよ！」

　一気にまくし立てる一かず美みに、疾風はやては困ったような、どこか泣きそうな表情を浮かべて、ただひたすら受け止めていた。

「あの方に会ったからこそ！　私はこの道を志したんですわ！　それをなんですの!?　恨みでもあるんですの？　それとも妬ねたみですの!?　コーチがどう思おうと、私にとっての彼は立派な方です！　彼のように誰かを守るんだと、そう思ってここを選んだんです！　いつかきっとあの方にもう一度会って、あの時のお礼をいうんだって。だから私は絶対にベゼル・キャリバーの搭乗員パイロツトになるんですの！」

「まあ落ち着いてってかずみん。こーちが引いてる……」

　ずっと黙って見ていたまりえが一かず美みの背中を叩たたきながら、そう言って諫いさめたが。

「はっ!?　す、すみません、つい……言い過ぎました。申し訳ありません」

「いや、僕の方こそ。そうだね、あいつに守られた人だっているんだよね」

　そういう静かな口調とは裏腹に、不思議なほど険しい表情の疾風はやてだった。

　それはまるで、何かを後悔するようにも、憎むようにも見える不思議なものだった。
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「司令ってば心配しすぎじゃんね？　あんな会議の後だったから暫しばらく気にしてたけど、一向に来ないじゃない、大波」

「そうね。でも、気を引き締める意味では悪くなかったとは思うわ」

　ここ暫しばらく、極限生物ＥＲの出現頻度は下降も上昇もしない一定のラインで落ち着いてきていた。

　とは言え緊急出動スクランブル要員の待機状態に変更はなく、いつものように待機室で寛くつろいでいる祥しよう子こは、非番の上に深夜なのに顔を出している吹雪ふぶきに、先日の会議内容の疑問を呈していた。

「ちょこーっとあいつらが出る頻度が上がったからってさ？　やっぱただの偶然だってば、マザーコアも潰したんだし、後は残ったのをプチプチ潰してけば良いだけ、って話でしょ」

「そうかもしれないね」

　祥しよう子この言葉を聞き流す程度の言葉しか返さない吹雪ふぶきに、彼女は大きなため息を吐ついた。

「消える前の蠟ろう燭そくみたいなものじゃないの？　まぁ、慎重なのは悪いこっちゃないけどさー」

「でも、もし本当にそうなったら？　完全に準備を整えた状態でずっと、なんて無理だっていうのは司令だってわかってるはずよ。けど、心構えだけでも……」

　そう吹雪ふぶきが口にしている最中、待機室内に警報アラートが鳴り響いた。

『警戒レベル１が発令されました。黒くろ江え祥しよう子こ特務二佐は搭乗準備──』

「……噂うわさをすれば影、って奴やつかしら？」

「そうかもね。さて、と。んじゃ私は出るとしますか。お後よろしく、お嬢」

　待機中は常に硬質搭乗服ハードケーススーツを着用している祥しよう子こは少しも慌てず、軽口を叩たたいて立ち上がった。

　祥しよう子こが出撃する場合には、非番であろうと休暇であろうと吹雪ふぶきは呼び出されバックアップとして待機に入るわけだが、もうすでにここにいる。

「作戦司令部ヘツドクオーターに伝えて。ええ、もう待機室に入ってるわ」

　部屋の壁に取り付けられている受話器を取り、通話するその姿を見て、祥しよう子こは苦笑する。

「お嬢ってば、そんなに慎重居こ士じだったっけ？」

「嫌な予感は無視しないことにしてる。前に懲こりたからね」

　そう言う吹雪ふぶきの表情には、特段変化は見受けられない。

　だが、彼女をよく知る者であれば──当然祥しよう子こも含まれる──その内心が、焦あせりや重苦しい苦悩に満ちているのだということは感じられることであった。

「あんま溜ため込こまないほうがいいよー？　んじゃ、私は格納庫あつち行っとくわ、ちょっと機体の具合を見ておきたいしね」

「ああ、前の時にアレ使ったんだっけ？」

「そそ、整備上がってから万全なのは確認はしたけど、出撃前にもっかいね」

　祥しよう子この０２は先日、特殊兵装を使ったために特に念入りの整備が必要だった。

　当然万全といえる整備は行われているが、それでも搭乗する身としては気になるようだ。

「お嬢の０３はリーズナブルでいいやねー」

「って言っても、私のだって撃つ時の角度とかちゃんと考えてからでないと被害凄すごいけどね」

　吹雪ふぶきの０３が持つ高出力自由電子レーザーは、大気内では減衰するとは言え元の出力エネルギーが馬鹿げたものなので、出力エネルギー制限はもちろん、飛行中に下方に向けての発射は厳禁とされている。

　上方に向けての発射も、常時コンピューターによる補正が行われ航空機や衛星等に被害が及ばないように機体の火器管制システム向けに逐次情報が更新されている。

　要するに射線上に人工物がある場合、警報アラートが出るようになっているのだ。

　無論、無視して撃つこともできるが。

「威力があるってのも、良よし悪あしだねぇ……っと。んじゃあ私ゃそろそろ行くわ」

「ええ、気をつけて」

「はっはー！　今更この私が極限生物ＥＲの一匹や二匹に遅れを取るわけないじゃ～ん」

「……それが祥しよう子こと交わした最後の言葉であった、なんてことにならないでよね」

「むむ、言ってくれるじゃん？　まあ心配ムヨーだってば」

「ええ、わかってる。でも、気をつけて」

　そう言って祥しよう子こを送り出した吹雪ふぶきであったが、不安感が澱おりのように積み上がっていくのを払ふつ拭しよくすることが出来ないでいた。

「何なのかな、この感じ……本当、嫌な感じ」

　待機室に一人残された吹雪ふぶきは、パイプ椅子に腰掛けたまま、天井を仰ぎ見た。
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　一方、作戦司令部ヘツドクオーターに詰めている笠かさ置ぎ光みつ雄お将補を始めとした面々は、一様に安あん堵どした表情で成り行きを見守っていた。

「警戒レベル２、海自による作戦が承認されました」

「ま、そうなるか。水中なら、よほどでない限り護衛艦の搭載火器でケリがつくのが常だからな」

　まるでそれが既定路線だとでもいうように、笠かさ置ぎは肩をすくめて笑みを浮かべた。

　というのも、水中においては火薬等の爆発は地上でのそれとは違い、爆発そのものよりもその後に発生するバブルパルスと呼ばれる水中衝撃波の破壊力の方が高いため、より効果的な攻撃が出来るというのがその理由の一つ。

　そして用いられる水中抵抗軽減スーパーキヤビテーシヨン魚雷と呼ばれる水中ロケット兵器は、時速にして数百キロの水中航行速度を誇り、その高速と破壊力を現在の高い誘導性能で目標に近接し起爆させることで、圧倒的な破壊力を持つことになるのだ。

「ま、駄目ならウチが出張るだけだけどさ」

「横よこ須す賀かからは、近海を遊ゆう弋よく中ちゆうの第１護衛隊群が現在全速で向かっているとの連絡がありました。先行して既に対潜爆弾を搭載したＳＨ６０Ｋ改かい哨しよう戒かいヘリが既に発艦、地上基地からもＰ─２哨しよう戒かい機きが極限生物ＥＲ仕様の装備を整えて先ほど飛び立ったとのことです」

「まあお手並み拝見、って程でもないか。なんだかんだで優秀だもの、我が国の防衛軍は」

　楽観的、とも言える笠かさ置ぎの言葉はしかし、その十数分後に覆くつがえされることとなった。

「哨しよう戒かいヘリが、墜落した模様です……」

「は？　敵からの攻撃でも食らったの!?」

「横須賀あちらでも情報が錯さく綜そうしているようで、詳しくは分かりません。現場からの映像、来ます」

　モニターに映し出されたのは、海上に不時着水した様子の対戦哨しよう戒かいヘリの姿であった。

　幸い、海上で運用される想定の機体は、そう簡単に沈むことはないはずである。

「……僚りよう機きは無事だったみたいだね」

「作戦を中断して、一旦救助を行うようです」

「まあ、そうなるか」

　共に行動していたと思われる機体により上空から撮影されているその映像には、水上に浮かぶこれといった傷の見当たらない機体の姿が映し出されていた。

「着水した機体には大きな損傷は見られませんね」

「機体の不調で不時着でもしたのかね？　ありえないとは言わないが……」

　海上に浮かぶ機体の映像を凝視している笠かさ置ぎ達たちが、その原因を考察しようとしていると、不意にその映像そのものが大きく揺れ、映像が途切れたのである。

「何!?」

「横よこ須す賀かとの回線は繫つながってる?!　状況聞ける!?」

「駄目です！　向こうも混乱しているみたいで……」

「一体何が……」

「……あちらからの通信、いつでも繫つながるように待機しておいて。家け崎さき二尉、黒くろ江え二佐にいつでも出られるように待機するよう伝えておいてくれ」

「りょ、了解しました」

　一気に緊迫した空気が漂い始めた作戦司令部に、警戒レベル４の警報アラートが鳴り響くのは、それから暫しばらくのことである。














第三章









　警戒レベル４の警報アラートが格納庫ハンガー内に鳴り響いた時、黒くろ江え祥しよう子こ特務二佐は既に操縦席コツクピツト内にいた。

「おっ、おいでなすったねぇ」

「黒くろ江え二佐！　こちらはいつでも！」

　格納庫ハンガーで機体の最終チェックを十全に行っていた祥しよう子こは、やはり来たかという思いと海自による殲せん滅めつを期待していた分の落胆とで、シニカルな笑みを浮かべるに至っていた。

「あいよ、すぐ出るから足場をささっとどけちゃってくんないかな？　こちら０２！　黒くろ江え祥しよう子こ特務二佐！　出るよ！」

『祥しよう子こ、お願いするわ。データはそちらのモニターにも出てると思うけれど、敵は厄介よ』

「ん？　新種じゃないんでしょ？　防衛海軍海さんが出張ってたんだから。何々？」

　機体の発進シークエンスをサクサクと進めながら、祥しよう子こは視線を下げて顎あごの先あたりに展開された空中投影モニターのデータに目を通した。

「これはひどい詐欺だねぇ。まあ引っかかっちゃうかぁ、これは」

　そこに映し出されていたのは水中無人機ドローンからの超音波探査による走査造影映像で、その外見は間違いなく既知の極限生物ＥＲだった……が、それは新たな攻撃手段を身に付けていた。

　いや、正確に言えば自身の能力の運用方法を、変えてきたのだ。

「本能っていうか、ルーチンだけで動いていたら、なかなかそうはいかないよねぇ。これは拙いんじゃないかな？　お嬢の言う、『やな感じ』ってとこかぁ？　っと、それじゃ、行きますか。ベゼル・キャリバー０２『[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]　[image: ][image: ][image: ][image: ]桃色の暴風』、黒くろ江え祥しよう子こ特務二佐、出ます！」

　新品同様に換装された傷一つ無い装甲に包まれた０２を起動し終えた祥しよう子こは、いつものように滑らかな動きで格納庫ハンガーから機体を外へと歩ませると、軽く跳躍。空中で一瞬静止したあと、一気に大加速をかけて遥はるかな上空へとその機体を飛ひ翔しようさせた。

　目標は太平洋の海中深く、八はち丈じよう島じまと小お笠がさ原わら諸しよ島とうの中間地点である。

　沿岸を離れれば、迷惑もクソもない、最速で飛行する気満々であった。

「貝のくせに生意気な」

　目的海域目掛けて飛行しながら、祥しよう子こは表示されたデータに目を通していた。

　それは確かに既知の極限生物ＥＲで、「インゲンス・アンモノイデア巨大なアンモナイト」と呼ばれるものだった。

　重金属で形作られた、それ自体が装甲のような巻き貝を持つ極限生物ＥＲだ。

　オウム貝や化石として発掘されるアンモナイトのような外観のそれは、本来特別な攻撃方法を持たない。正確にいえば遠方を飛行する物体を攻撃するような手段を持っていなかった。

　近づいて、その身体から伸びる触手で得物を拿だ捕ほし、海底へと引きずり込み捕食する。

　それがこれまでの行動パターンだったため、その対処も比較的楽なものであった。

　しかし、今回のそれは違った。
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「気き房ぼう？」

　飛行する哨しよう戒かい機きからの映像を見ながら、笠かさ置ぎは目標が行った攻撃方法を告げられていた。

「はい。浮力を保つために殻部分には気き房ぼうと呼ばれる空間があります。どうやらその中の気体を、自身が分泌する粘液で形成した風船に詰めて海底から打ち出していると思われます」

　先程の映像を細かく分析していった結果、大きな揺れが起こる寸前に海面から何かが、哨しよう戒かいヘリめがけて飛び出してきていたのだ。

「現在、現場に到着したＰ─２哨しよう戒かい機きにより、その攻撃方法が確認されました。幸い、Ｐ─２哨しよう戒かい機きが飛行高度を下げなければ攻撃は届かないようです」

　同様のデータは勿もち論ろんベゼル・キャリバー０２の祥しよう子こにも、もたらされている。

「そうかぁ、なるほどねぇ。でも拙いなぁ」

「何が、ですか？」

　そう言って眉間にしわを寄せる笠かさ置ぎに、記録データを処理しつつ家け崎さき二尉が尋ねる。

「連発してくる様子はないけど、それやられると生存者の救助がやり辛づらいんだよ」

「あっ！　０２の行動に差さし障さわりが？」

「まずは生存者の救助、護衛艦はあの攻撃があるから近づけないし。黒くろ江え二佐、頼んだよ」

　海上に生存者がいる状況で、海中戦闘など出来るわけもない。

　戦役時であれば、多少の被害など目を瞑つぶってもらえたのだろうが、今は違う。

『あいよー。さっき護衛艦追い越したから、もうじき現場。まずは落っこちたヘリ拾って護衛艦まで届けりゃ、いーのかね？』

「そうそう、まずは現場をクリアにしてから。ここで護衛艦が沈められたら二につ進ちも三さつ進ちもいかなくなるしな。すまんがよろしく頼む」

　祥しよう子こからの気楽そうな返事に、若干の安あん堵どを覚えた笠かさ置ぎは、防衛海軍側との意思疎通を行うために通信を開いたのであった。

「だから、現場に近寄るなっていってんのっ！　お仲間は助けて連れてくから！　船沈められたくないでしょうがっ！」

　少々喧けん嘩か腰ごしではあったが、無事話し合いには決着がついたようだ。

　その直後に、警報アラートが鳴り響かなければいつもの出撃と同様の一幕で済んでいただろう。
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「極限生物ＥＲが、また出たようですわね」

「そだね。でも今の私たちには関係ない、わけじゃないけど、何も出来ないしねー」

「今の私達に出来るのは、ＴＢＣ－４これを十全に扱えるよう努力することぐらいですわ」

『お前たち、無駄口叩たたいてないで制御に集中しろ！』

「はいっ！　申し訳ありませんッ！」

「ていうか、こーち？　なんでまたその口調なん？　正体隠すためだったんでしょ？」

　一かず美みたちに正体を明かした後も、疾風はやては彼女らに対して口調を変えて接していた。

　そのわけは、というと。

『この方がお前たちに対して教導する際に都合がいいからだ。ほら、もっと精度を上げろ！』

「正直なところ、確かにその効果はありますわねッ！」

「まじ怖いんですけどコーチってば！」

　曲りなりにも生死をかけた戦いを生き抜いてきた疾風はやてだ。コーチとして指導するために、彼女らに厳しい口調で接するという意識の切り替えを行う程度、容た易やすいことだった。

　祥しよう子こが出撃している今の状況でも、一かず美みとまりえに対する深夜の特訓は行われていた。

　疾風はやてのみならず、謎の科学者・ドクターＸ女史監修の元で、だ。

　彼女らが今搭乗している中等練習機ＴＢＣ－４は、これまでのＴＢＣ－３とは違い、ベゼル・キャリバーとほぼ同等のシステムを搭載している。

　違うのは大きさと、それに伴う装甲や装備の搭載量及び動力炉リアクターの出力エネルギーぐらいのものだ。

　そう、ＴＢＣ－４は感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールによる機動が行えるのだ。

「わかってはいますけれど、実機そのもので擬似的にシミュレーター？　なんてことをさせる方がおかしいのですわ。しかも同調制御まで！　ありえませんわ！　冥みよう利りに尽きますが！」

　同調制御を行うことにより、一かず美みの硬質搭乗服ハードケーススーツの上を煌きらめく琥こ珀はく色いろの光の粒が走り始めそれと同時に機体の装甲の隙間からも同色の光を放たれ始めた。

　ドクターＸが彼女らを招いた通称『秘密の実験室』では、肩高一八メートルのＴＢＣ－４を囲う形で足場が組まれており、その中でありとあらゆる機動を行えるようになっていた。

　そう、感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールにおける高機動の再現も、だ。

　実際には、狭い足場の中で行われているだけの仮想試験シミユレーシヨンだが、搭乗者パイロツトにとってはこの上なく現実的リアルだろう。機体が起動し、ベゼル・キャリバーと同様の重力制御や慣性制御を用い、床からふわりと浮かび上がった状態で行われる機動などは、それこそ傍はた目めから見ると過去に宇宙飛行士の訓練などに使われた三軸方向に回転する訓練器具のようだ。

　それは、徒歩から駆け足、全力疾走から空中機動に至るまで自由自在。

　それこそ、その足場の中においては伸身の宙返りすら行えるようになっていた。

「ＴＢＣ－４これで同調制御するようになってから、一回も止まってないよ!?　かずみんが!!」

「うるさいですわ！　いいから黙ってナビを務めなさい！」

　現在主力となって活動しているベゼル・キャリバー・シリーズは基本的に単座型だ。

　しかし、あまりにも搭乗者パイロツトへの負荷が高すぎることから、現在配備が進められはじめている新型量産ベゼル・キャリバーからは複座型となる予定になっている。

　現在の候補生たちはそのための初年度生だ。

　搭乗者パイロツトは便宜上、主・副操縦士と区別されるが、どちらも機体を操作し、お互いを補佐することが可能だ。互いに助け合うサポートすることで、搭乗者パイロツトとしての寿命を延ばすことを主眼としている。

「こっちが操縦する時はかずみんだってナビするんだからね、ちゃんとやってよね」

「十全に務めてますわよ！」

　野球の投手ピツチヤーと捕手バツテリーのように、組んだ搭乗者パイロツトは夫婦のように扱われることとなるわけだが。

『無駄口を叩たたくなといっているだろう』

「申し訳ありません！」

「ごめんなさーい」

　この二人、変なところでは息が合っているようだ。

　なお、まりえが同調制御した際に現れる光色は、青色だった。

「なんか男の子っぽい色ー」と、まりえ本人には不評だ。

『まったく……』

《ねえ疾風はやて君？》

《なんですか？　アィ……なんだ、謎の科学者ドクターＸ女史》

　そんな折、データ取りに集中していたかと思われたアイリーンから声がかけられた。

　ついいつもの口調で返事をしかけて、改めるが。

《……私との会話は外には漏れないようにスクランブル処理を掛けた無線に切り替わるようにしておいたから、いちいち口調を変える必要はないわよ？》

　そう言って笑うアイリーンに、疾風はやては恥ずかしげに笑みを浮かべて再び問い返した。

《わかりました。で、どうしたんですか。ファインマン博士》

《アイリーン、でいいのに。って、そんな場合じゃなくてね》

　普段と違う声色の博士に訝いぶかしんだが、彼の網膜に投影された映像に、疾風はやては息を吞のんだ。

《これは……？》

《今、祥しよう子こが迎撃に出ている極限生物ＥＲと、別の場所で発生している極限生物ＥＲの事案よ》

《こんなにっ!?》

　疾風はやての視界には今、立体的に投影された地球が浮かんでいた。その地球儀上に幾つもの光点が生まれ、蠢うごめき始はじめている。それは世界中で一斉に、といっても過言ではないほどだ。

　横には見慣れない平面の地図が描かれ、各光点の進む方向が鋭角の三角形で示されていた。

《こっちの地図は？》

《それはこの基地を中心にした、正距方位図法ね。ここからの方角と距離が正確に表示される奴やつよ。現在およそ三百を確認作業中、まだ増えそうよ》

　そうアイリーンが告げると同時に、基地内に再び警報アラートが鳴り響いた。
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「海保、第一管区から第十一管区まで、及び防衛海軍それぞれに極限生物ＥＲの発見を報告してきています！　現在、現場で対処できるものに関しては場当たり的に迎撃開始の模様！」

「防衛陸軍からも各方面隊の旅団・師団単位で確認作業が行われています！　対処できる極限生物ＥＲに対しては迎撃を試みる、とのことです！」

「防衛空軍及び上空の成層圏プラットフオーム空中基地『富ふ嶽がく』からは外気圏から降下してくる目標及び熱圏で滞空する目標が複数、確認されたそうです」

「民間からも幾つか報告が！」

　現在祥しよう子こが出撃している中、大量の極限生物ＥＲの発生の報が、各方面から寄せられていた。

「司令！」

「ああ、霞かすみ目め一佐に出撃準備を。それから他のパイロット達も呼び出してくれ、非番・休暇問わずにだ。総理に連絡を。対極限領域生物群迎撃部隊日本基地司令の権限で、これより緊急戦時体制に移行すると伝えてくれ」

　出現した極限生物ＥＲたちは、数は圧倒的だがその全てが吹雪ふぶきたちでなければ対処できないものだとは笠かさ置ぎは考えていなかった。もし全てがそうであったなら、対処はもはや手遅れだ。

　そうでないとしたら、他は陽動、本命はきっとここにやってくると確信していた。

　そう、本丸はここだと。

「家け崎さき二尉、ファインマン博士の所在は？」

「博士ですか？　最近、夜はご自宅に戻ってらっしゃるはずですが」

「呼び出してもらえるかな」

　そう淡々と告げ、笠かさ置ぎはモニターに映し出された現状を脳内で整理していた。

　全世界規模での極限生物の一斉出現、各基地は自身の持ち場で精一杯。

「あとさ、極限生物ＥＲの全体的な動きは把握できてる？」

「えっ、はい。司令、博士は基地の研究室に詰めていたそうで、もうじきこちらに。極限生物ＥＲの動きですが、サブモニターに出します」

　そう告げられた直後、笠かさ置ぎの胸先に投影モニターが浮かび上がった。

　そこには先程疾風はやてが見せられたのと同様の、地球儀が映し出されていた。

「現在、極限生物ＥＲと確認されたものが赤、確認中のものが黄、現地で対処可能または殲せん滅めつ済みのものは黒で表示しています」

「あんがとさん。……それぞれ向かっている方角、表示できるかな？」

　それは、以前会議でも話し合った仮定。だが、確信にも似た予感もあった。

「僕なら、そうするね」

　そう一人呟つぶやいた笠かさ置ぎの言葉は、作戦司令部ヘツドクオーターの喧けん騒そうに紛れ聞き取るものはいなかった。
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「待機!?　なんで！」

　既に待機室にいたことと、何か嫌な感じを覚えていた吹雪ふぶきは、既に硬質搭乗服ハードケーススーツを着用し、いつでも出ることが可能な状態で準備を終えていた。

　しかし、作戦司令部ヘツドクオーターから告げられたのは『待機』。

　焦しよう燥そう感かんに駆られながらも、吹雪ふぶきはその命令の意図を読み取ろうと暫しばらく考え込んだ。

　そんな彼女の横を新人の、とは言っても大して年齢は変わらないが──ベゼル・キャリバー搭乗員パイロツトが駆け抜けてゆく。非番や休暇のところを呼び出された者達である。

　彼らには一般の防衛軍では対処出来ないと判断された極限生物ＥＲ群の殲せん滅めつの命が下され、各々の機体に乗り込み、順次出撃していった。

　一人待機室に残された吹雪ふぶきは、目の前に表示させた投影モニターに映る現況の推移を睨にらみつつ、自分の出番を待つほかはなかった。

「ちょっと司令部！　待機は分かったから、こっちの画面にもっと情報を寄越して！　壁の大型モニターが見やすいわ──はぁっ!?　一般回線だから不許可!?　状況を鑑かんがみて言いなさい！」

　ガチャンと盛大に音がなるようにわざと受話器を叩たたきつけて会話を終えた吹雪ふぶきは、今度は懐ふところから携帯端末を取り出して手慣れた感じに画面上で指を滑らせ、通話を開始した。

「あ、私。私よ私。は？　オレオレ詐欺？　違うわよ!!　待機室でまた待機ですって。いつもの出前お願い──え？　手が離せない？　んもう、今日は厄日かしら。それが終わってからでいいから。うん、時間かかってもいいから、お願いね、うん、それじゃ」

　そう一気にまくし立てて吹雪ふぶきは会話を終えた。

「こうなったら、出番が来るまでとことんきっちりといつも通り待機するわっ」

　彼女は、なにやら不穏当なことを言い出して黒い笑みを浮かべたのだった。
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『今日はもう終いだ、お前たちも部屋に戻れ』

『そうね、私も呼び出しがかかったし。後片付けはまた今度でいいわ』

　全基地をあげての出撃体制に、流石さすがの謎の科学者・ドクターＸと謎のコーチの二人であっても訓練を継続するのは無理と判断したと見え、二人に対して寮への帰還を促した。

「いえ、戻れと言われましても」

「も・ど・れ・なーい」

　警戒レベル４が発動されてしまうと、基地内での移動は制限がかかる。

　許可を得ている者や配備に伴う担当部署関連の移動のみが許可されており、それ以外の者は移動制限がかかるのが基本であり、主要施設には出入り自体が禁止される。

　つまり、一かず美みとまりえは今の段階で既に寮に戻るどころか、ここから出るという選択肢が塞がれているのである。そもそも正規かどうかも怪しい──実際は基地司令のお墨付きだが──手段で、こんなところを専有している謎状態に加えての、この緊急警報アラートだ。

　ただの候補生が出歩いていたら、速攻で捕縛されるだろう、というのが二人の意見だった。

　それに──。

「どうせ寮に戻れたとしても、何も出来ませんわ。それならむしろ、ここで訓練を続けさせていただけるほうが有意義かと」

「あー、そだね。どうせ部屋に閉じこもってるくらいしか出来ないし？」

『ふむ、それもそうね。じゃあ、しばらくそれで遊んでなさい。私はこれで失礼するわ。事態が逼ひつ迫ぱくしてそうだし』

　謎の科学者Ｘは白衣を翻ひるがえして、ヒールの音を高らかに鳴らしながらその場を去ったのだった。

『……それじゃ、俺も』

「コーチ！　見捨てるんですの!?」

「ひどーい！」

『いや。ぼ……俺にも都合というものが、だな』

　立ち去ろうとした疾風はやてだったが、恨めしそうな瞳で見つめられると、その決心も鈍る。

　しかし、呼び出しがかかったのは事実であり、無む碍げにも出来ない。と言うか、後が怖い。

『ここはあの博士の個人的な研究施設だから、余人だれかが入ってくることはないよ。もし誰かに何か言われても、ここにいる時点で細かいことは問われないだろうし……まあ、用が済めば戻ってくるから』

「こーち、呼び出しって？　出前にでも行くの？」

「ああ、なるほど。出撃前の験担ぎと言うやつでしたかしら。司令のおごりと言う」

『……まあそういうこと。待機室に出入りできる出前持ちは僕だけだからね。頼まれれば、行くしかないんだよ』

「……コーチは、出撃なさっているパイロットの方と面識がおありですわよね？　ご心配ではありませんの？　その、出撃なさる方のこととか」

　出前で顔を合わせているから、と言う意味ではない、

　言外の問いかけがその一美の言葉には含まれていた。

「心配は──してないさ。あいつが、落ちる姿なんて想像もできない」

　そう言い残して、コーチ……疾風もその場を後にした。

　残された二人は暫しばらくの間、身動きの一つも取れなかった。

「……ねー。かずみん」

「なんですの？」

「とりあえずさー。アレに乗っとこう？　それなら何かあってもアレに乗ってたらそうそう危ないことなさそうだし。多分。きっと。めいびー」

「それこそＴＢＣ－４あれで逃げ出したいですわ」

　ライトに照らされた中等練習機ＴＢＣ－４を見上げながら、二人は諦めにも似た覚悟を決めて、搭乗口に続く昇降機に乗り込んだのであった。




[image: †]




「もう！　遅いってば！」

「ごめん。ちょっと、色々あってさ」

　いつもの如ごとく、アルミニウムの岡持ちを携えた疾風はやてが待機室を訪れたのだが、部屋に入るやいなや、焦じれて不機嫌な吹雪ふぶきの声が響いた。

　何しろ連絡が来てから、あの訓練場を後にして食堂に戻り、一人で番をしていた当番の同僚に労ねぎらいの言葉をかけてから、注文の品いつものを調達して、結構な距離を徒歩でやって来たのである。

「ここ来るの、セキュリティで中を確認されるから、言い訳作るのも大変なんだよ」

「分かってるわ……ごめん。悪かった」

　既に着込んだ硬質搭乗服ハードケーススーツの上からジャケットを羽織った姿の吹雪ふぶきは、勢いで彼を呼び出したことを少し反省したようで、しおらしく疾風はやてに詫わびた。疾風はやてはやれやれといった様子で、食堂の冷蔵庫にストックしてあったアップルパイを岡持ちから取り出して、テーブルに並べた。

「上が言うにはしばらく待機しとけって。もう、せいぜい待機を満喫してやる!!　って思ってさ」

　吹雪ふぶきは疾風はやてがテーブルに皿を置くのを見つめながら、不機嫌さを隠さずにそう呟つぶやいた。

「……何する気なんだか」

　お茶の支度をしながら苦笑交じりに応えた疾風はやてに、吹雪ふぶきは仮眠用の長椅子に腰掛けると空いている横のスペースをポンポンと叩たたき着席を促した。

「まさか……」

「……違うわよ？」

　邪推した疾風はやてにムッとした表情で返し、吹雪ふぶきは自身の隣を再度ポンポンと叩たたいた。

　やれやれという態度で腰を下ろした疾風はやての肩に吹雪ふぶきは頰を寄せ、彼の腕を抱き込んだ。

「硬質搭乗服ハードケーススーツ越しじゃ、温かくないね……」

「……そうだね」

　頰をすり寄せ、拗すねて呟つぶやく吹雪ふぶきに、疾風はやてが手を伸ばし、慰めるように頭を撫なでた。
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「ベゼル・キャリバー02、対象の殲せん滅めつを確認。次目標に移動します」

「けっこう手間取ったねぇ……やっぱ深海だと勝手が違うもんかね？」

　作戦司令部ヘツドクオーターで笠かさ置ぎはそう口元を歪めながら、隣に立つ腐れ縁の科学者に意見を求めた。

『環境に特化した相手の土俵での勝負ですもの、手間取るのは仕方がないとしかいえないわね。あと、今の私は謎の科学者・ドクターＸよ。美人で有能なファインマン博士ではないわ』

　そうこたえたのは秘密の実験室で着用していたヘルメットを被ったままのアイリーンだった。

「……今、冗談言ってる余裕ないんだけどさぁ」

『あら奇遇ね。私もよ？　……それで司令、あちらの方とのお話はお済み？　……そうそう、私の声は司令にしか届いてませんのでご心配なく。あと、ごく小声でも拾えますから』

「──その件ね。うん、どーも奴さんたちにとっちゃ最前線が消耗するの毛ほどの痛みも感じてないみたいでね。余裕で却下されちゃった」

　司令部内の雑音で、自身でも聞き取れるか怪しい程のささやき声で話す笠置。その口調は軽いが、内容はドクターＸの眉間に皺が寄る程度には彼女を苛立たせた。

『まさかそれに従うおつもりで？』

「まさか。イザとなれば何だってするよ？　僕ぁね、命の使い時をしくじった組だからさ」

　自嘲するかのような司令の掠れ声を耳にしながら、ドクターＸはなにやらゆっくりと胸を上下させ始めていた。

「ねえ、まさかその中で煙草たばこ吸ってたりしないよね？　真面目な話してたよね僕」

『冗談で作ったけれど案外便利だわ、簡素化してオペレーターの標準装備にしてもいいかも』

「僕が言ってるの、聞こえてる？　ねえ？」

　ドクターＸは笠かさ置ぎの問いかけにも応えず、自画自賛しながらスイッチがいくつも付いたコントローラーを恐ろしい速度で操作していた。その白衣のポケットの中で。

『状況に即した機体の配分を今転送したわ。各オペレーターは担当の機体に指示を。司令、抜けてくるのは吹雪ふぶきに任せる形で、よろしいんですね？』

「お、おう。あの娘も、そろそろ痺しびれを切らしてるだろうから……」

　会話のキャッチボールを一方的に終了させられ、どうにも座りの悪い位置であった。

「と、ともかく！　各機に通達！　踏ん張りどころだ！」

　笠かさ置ぎの活に、作戦司令部ヘツドクオーターの面々は己を鼓舞するように、一斉に返事をし、担当のベゼル・キャリバー搭乗者パイロツトに情報の転送と口頭での指示を改めて行った。
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「……はい、こちら待機室。え、出撃？　分かりました。出ますよ、出ればいいんでしょ！」

　作戦司令部ヘツドクオーターから笠かさ置ぎ直々に連絡をもらった吹雪ふぶきは憤慨した。

　バックアップとして待機している時の待機室には、基本的に余人の入室が無い。

　下手に出入りをして、すわ出撃かと神経をすり減らすことの無いようにという配慮だ。

　そんな環境を利用して、吹雪ふぶきは長椅子に座った疾風はやてに頭を撫なでてもらい、そのまま気持ち良くなって、彼の膝を枕に横になっていた。少なくとも彼女を尊敬する候補生たちに見せられる姿や状況ではなかった。本人はお構いなしだが。

　確かに最近忙しすぎてふれあう時間が取れなかったなと、疾風はやてが何気なく彼女の髪を漉すいたり撫なでつけていたところ、その心ここ地ち好よさについウトウトしかけていたところに、出撃の連絡が来たのだ。もう少しくらい堪たん能のうさせてくれてもいいじゃないかと思ってしまうのも致し方ないことだ。まあ状況が状況だけにそうもいっていられないが。

「んもう、これじゃこの前と同じじゃない」

「待機の時間だからね……でも吹雪ふぶき」

　何かを言いかけた疾風はやてだったが、それを吹雪ふぶきが口に人差し指をかざして黙らせた。

「だめ。何も言わない。これは私の使命で義務。そして貴方あなたはもう戦えない。いい？」

　そう言ってヘルメットを被かぶった吹雪ふぶきは、バイザーを開けた状態で作戦司令部ヘツドクオーターのオペレーターへと回線をつなぎ、現状の把握に努めつつ、唐突に疾風はやての腕を抱きしめて「じゃあ行ってくる！」とだけ言って、駆け出していった。

「……相変わらず鋭いね。でも、空元気なのが丸わかりだよ……吹雪ふぶき」

　彼女が抱えた後の腕を撫なで付つけながら、疾風はやては手を付けないままにされたアップルパイにラップを被かぶせ冷蔵庫に入れ終えると、いつも通りにもと来た道を歩いて戻るのだった。
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「出来るなら他の基地から応援を募りたいところだけれど……」

『無理ね。他はここ以上にてんてこ舞いよ』

　作戦司令部ヘツドクオーターのモニターに映し出されているのは、各機が戦闘中の状況を高々度から捕らえた高々度無人偵察機アドバンストグローバルホークからの映像や、成層圏プラットホーム空中基地『富ふ嶽がく』からの高々度戦闘中の機体の映像など、多岐にわたっていた。

　それらを俯ふ瞰かんした状態で表示している中心の大画面では、この基地の担当区域のみならず、世界各地の状況もともに映し出されていた。

「たしかに、そうだね……」

　各国のベゼル・キャリバーやＴＢＣ－４を実戦向けに改修した中型機による部隊も、奮戦に次ぐ奮戦を行っていた。幸いと言っていいのかは異論があるだろうが、極限生物ＥＲの進路が一直線であり、その目指しているだろう先が明らかであったのも、その理由だろう。

『殲せん滅めつが間に合わない進路上の地域から避難するだけの時間を稼かせいでる、といったところね』

「……いつまでソレ被かぶってるつもりかね、ファインマン博士」

『私がドクターＸである限り、正体をバラすわけにはいかないわ』

「……仕事してくれるなら、もうソレでいいわ」

　もう呆あきれを通り越して放置することに決めた笠かさ置ぎである。

　そんな折、彼の視界に一枚の投影モニターが浮かび上がった。

『こちらベゼル・キャリバー０３、ＢＬＩＴＺ＝ＷＥＩＳＳ白き稲妻。いつでも行けるわよ』

　それには、既に起動を終え、発進の命令を待つだけの吹雪ふぶきの姿が映し出されていた。

「待たせて悪かったね、霞かすみ目め一佐。ようやっとの出番だけど、基地近郊の防衛に徹底してくれるかな。不満はあるかもだけど、色々あるからね」

『わかってる。彼奴等、地下のあれを目指してくるんでしょう？』

　言葉を濁して本来の目的には触れないでおこうとした笠かさ置ぎであったが、会話の相手は既にその先を予測していたため、無意味だった

「……そう。実証実験機アーキタイプ同様に、極限生物ＥＲの遺骸をそのまま利用したが故に誕生してしまった怪物。ベゼル・キャリバー１号実験機プロトタイプ『ＢＬＡＣＫ＝ＬＡＶＡ黒い熔岩』。あれが奴やつらの新たなマザーコアと成りうるかもしれないからね」

　騒々しい作戦司令部の中で、吹雪ふぶきにだけ聞こえる声で、淡々と語る笠かさ置ぎ。

「マザーコアが破壊された時。最も側にいた、極限生物ＥＲのコアをそのまま利用した実験機１号機プロトタイプ０１。あれが封印シールされたのは将来の極限生物ＥＲの再襲来という危機を見越しての保存だけじゃなくて、あらゆる状況を想定した結果、最悪のシナリオの場合に備えて、でしょ」

『極限生物ＥＲのすべての母、マザーコア。それを倒した、潰した極限生物ＥＲこそが、次世代を生む母体マテリナルとなる、かもしれない。仮説ではあるけれど、理解、出来るわよね。吹雪ふぶき？』

　笠かさ置ぎの言葉を引き継いで、どこまで聞こえていたのかアイリーンが通信に割り込んでいた。

『先日、１号実験機プロトタイプの動力炉リアクターが励れい起き状態を示したの。封印シールを受けているにも関わらず、ね。それを解析するために、一部サンプルを朝あさ霞かに移動させたのよ』

「まさか……」

『そう、例の「アーケロン」の一件で仮説にある程度の確証が出てきたの』

　そこまで告げたアイリーンは、一息吐つくかのように深く呼吸し、再び口を開いた。

『極限生物ＥＲにとっての活動核アクテイブ・ニユークリアスと似た１号機０１の動力炉リアクターは、マザーコアとしての資質を受け継いでいる可能性があるわ』
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『出るわ！　持てるだけ持っていくけど、残っている装備は全部外に出しておいて！　弾切れになったら取りに戻るから。貴方達はちゃんとシェルターに入ってて！　いい？』

　矢継ぎ早に格納庫ハンガー内の整備員メカニツクマン達に指示を出し、吹雪ふぶきは操縦席コツクピツトに滑り込んだ。

　弾切れになることのない特殊能力『ＢＬＩＴＺ＝ＢＵＳＴＥＲ高出力自由電子レーザー』はあるが、あれは相手が対処しようと思えば出来なくはない。レーザー故に、反射や屈折、対極限生物ＥＲ戦において、強重力場で曲げられた事例も過去にはあった。

　そのため今回０３の背部には祥しよう子この０２と同様、普段は装備しない武装を納めた兵装コンテナが取り付けられていた。ありとあらゆる状況に対処するために、その背中に背負えるだけの装備を詰め込んだ。

　そして、基地を、その地下に眠る１号機０１を守るべく、満を持して出撃した。

『司令！　目標への誘導お願い！　効率的にね！』

　明け始めた空の元に、白き機体がその姿を現すと、すぐさま吹雪ふぶきは感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールを開始した。

『ＢＬＩＴＺ＝ＷＥＩＳＳ白き稲妻！　感覚同調制御ハーモナイズ・コントロール、起動スタート・アツプ！』

　言葉と共に吹雪ふぶきの全身を包む硬質搭乗服ハードケーススーツが仄ほのかな光の粒を振りまくように輝きを放ち始める。

　そして機体からも青白いプラズマの輝きを発し、あたりを照らし始めた。

『発進っ！』

　感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールを行い一気に浮上、瞬またたく間まに音速を突破した０３は、装甲の繫つなぎ目めから白色の輝きを迸ほとばしらせ、空を薄く覆う雲を吹き飛ばして明け方の蒼そう空くうを切り裂いていった。その青白き軌跡を大空に刻みながら。

　吹雪ふぶきを送り出し、曹士食堂への帰路にについていた疾風はやては、暁ぎよう天てんの星のように光点のみとなった吹雪ふぶきの機体を見送って、彼は視線を下げた。そこには、広大な面積を誇る候補生達の訓練場があるだけだ。だが視線が見つめるその下には、一般には秘ひ匿とくされた戦役時の遺構でもある大深度地下施設が存在している。

　それを知るのはこの基地では、司令である笠かさ置おきとその参謀的立場のアイリーン、そして戦役時代あの頃から第一線を続けている吹雪ふぶきと祥しよう子こ、そして疾風はやてだけであった。

　しばらくそのまま地下の０１に思いを馳はせた彼は、ふいに空を見上げ既に０３が発する青白い光点が消えているのを確認すると、岡持ちを放り込むべく食堂へと足を踏み入れた。

　それから暫しばらくして、何かを抱えて外に出た疾風はやては、再びその姿を硬質搭乗服に着替えると、『秘密の実験室』へと足を向けたのだった。
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　謎の科学者ドクターＸと謎のコーチの両者に放っておかれた一かず美みとまりえは、言われた通りＴＢＣ－４での訓練を続けていた。

　実験室の足場内のＴＢＣ－４は、吹雪ふぶきたちのベゼル・キャリバー同様に重力制御によって宙に浮いた状態で稼か働どうをしている。これにより、あらゆる方向に働いた慣性や衝撃等は実地そのままに、狭い空間での激しい訓練を行えるのである。

　これは元々、仮想訓練を終えた後に実機へ移行する際の、感覚の齟そ齬ごによる事故を多少なりとも減らすための実験設備だった。しかし、機体価格が桁違いに高いため、実用化に至っていないシロモノだった。とはいえ、実機で事故の心配が極端に減る事による練習密度の濃密化は、その恩恵を如によ実じつに当人たちに与えていた。

「コントロール、渡しますわよ！　Ｙｏｕ　Ｈａｖｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ」

「りょーかい、かずみん。あいはぶ！」

　このように、通常の航空機でさえ熟達し、高い連携をものにした熟練コンビでもなければ出来そうにもない「激しい機動を行っている最中」に「曲芸のような動きの中で制御の受け渡し」をするなどという出で鱈たら目めなことをやらかしていた。

「高機動中の受け渡しも、苦にならなくなってきましたわね」

「うん。でも、かずみん、コレって要るの？」

　いざという時は必要かもしれないが、実際そんな事があるのかと、疑問に思うまりえである。

「記録には、当時の一人乗りの機体に二人で乗り込んでの制御というのがあって、ですね」

「あ、聞いたことあるかも！　二人で感覚同調制御して、普段より凄すごい結果を出したやつ!!」

　比較的初期のベゼル・キャリバー運用においてあった事例だ。

　新造機のロールアウトに伴って、実機に初搭乗する新人に熟練搭乗者パイロツトがコクピットに同乗してシミュレーターと実機との違いをレクチャーしていたのだが、その際に新人が誤って同調制御を起動させてしまったのである。

　過去の事例から、搭乗者が複数居ては機体が誤作動を起こし、何らかの不具合が発生すると思われた。が、何の拍子か同調制御による大幅な能力の増幅作用が働いたのである。

　合奏制御と呼ばれる事となったそれは能力の増幅はたしかに高いが、機体側の損耗が激しく、実戦においては継戦能力が著しく下がるとして再現試験のみで実運用される事はなかった。

　しかし、将来的な可能性として、その記録は後に研究対象となって現在も続けられている。

「そうですわ。ですから、普段の制御でも同様に息を合わせることが出来ていれば、いざ同調制御を行う事となった場合に、意外とすんなり合奏制御を行えるかもしれないでしょう？」

「うーん、それはどうなんだろー」

　現在、二人乗りでの搭乗を基本としている機体に関しては、操縦席こそ二人分あるものの、同調制御時にはその回線が主・副どちらかの操縦席にのみ接続されることとなるため、そのままでは合奏制御自体が起こりえないのだがその辺りは二人の与あずかり知らぬところである。

「まあ今の私わたし達たちには、勝手に同調制御を行う事自体が許可されておりませんもの。あくまでも気持ちの問題ですわ。まりえ、制御くださいな」

「はーい、ゆーはぶ」

「Ｉ　Ｈａｖｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ」

　制御を譲り受けた一かず美みは、再度高難易度の曲技を行うべく機体の制御を開始した。

　そんな様子を、硬質搭乗服ハードケーススーツを着込んで再び実験室に姿を現した疾風はやてが見詰めていた。

「これで落ちこぼれなら、僕らの時はどれだけレベル低かったんだよ、って話だけどなぁ」

　実際この短期間でどこまで腕を上げたのやらと、苦笑いをしながら疾風はやてはマイク越しに二人に向かって話しかけた。

『ふたりとも、一旦機体を止めろ』

「コーチっ!?　お帰りになったんではなかったんですの？」

『野暮用を済ませてきた。それに、どうせお前たちがここを出る際には俺か、ドクターＸが顔を利きかせなきゃ無事ではスマンだろう？』

「それは確かにそうですわね」

「皆大忙しだろーから、ここから出るのは大丈夫かもーとか思えてきてたんだけど」

「大丈夫なワケありませんわよ！」

　そんな事を言いあいながら、一かず美みは機体を静止させ静かに接地させる。

　ふわりと柔らかく、各関節を柔軟に働かせたその動きに、疾風はやては内心で絶賛していた。以前とは比べ物にならない程に練度が上がっている。

『よし、操縦席の搭乗口ハツチを開けろ。──今から俺も乗る』

「は？　では私かまりえのどちらが降りれば？」

　替わりに乗り込むと思った一かず美みはそう問い返すが、疾風はやては気にした様子も無く、こう告げた、

『同調制御での注意点を、実際に指導してやろうと言っているんだ。降りてどうする』

「はい？」

『手取り足取りとは行かんが、帯同してやる。貴様ら候補生はまだ感覚同調制御の正式な教練を行ってないだろう？　ＴＢＣ－３はその機能自体がオミットされていたからな』

「感覚同調制御の注意点、ですか」

「マニュアル通りにやってればいいんじゃないの？　実際、出来てたし」

　開いた操縦室の搭乗口から顔を出し、驚きよう愕がくした二人が声を上げる。

　感覚同調制御は、その言葉通り「感覚」を機体側の各種制御システムと「同調」させることにより、制御に於おける時間差タイムラグや操作ミスを無くし、更には機体の性能を増幅させうることが可能なシステムだ。搭乗者の素質によっては、その増幅作用によって同型の機体とは言えないほどの能力の向上が見られる。

　祥しよう子こは高速性能が、吹雪ふぶきはその精密な動作が売りとなるほどである。

『文章や言葉だけでは伝えにくいアドバイスと言うものもある。まあ言ってみれば、裏技だな。かゆいところに手が届く、というやつだ』

　それを聞き、二人は目をキラーンと光らせた。

　なぜかは知らないが、ＴＢＣ－４この機体では謎の停止も起きていない。この調子なら、修了試験も問題なくクリアできるのではないだろうか。それに加えて、同調制御の秘技を他に先んじて知ることが出来ると言うなら望外の喜びといっていい話だろう。

『……それに、まだ若いお前たちなら、多少の無茶をしても、そうそう年期明けが来ることもなかろう』

「え」

「そ、それはどういう意味なのでしょうか？」

　淡々と告げる疾風はやての言葉に、二人は自身の頰が引きつるのを感じつつ、問い返した。

『そのままの意味だが？』

　それは、素養の低いそれなりのベテランであれば即年季明けが訪れる程に過酷な、長時間連続での同調を行うと宣言しているに等しかった。

『まあ、そう心配するな。年季明けが来るほどやり込む前に、身体からだの方が音を上げるさ』

　安心できない言葉を貰もらった二人は、この場から逃げることの出来ない状況下に置かれている。もはやどうすることも出来ない袋ふくろ小こう路じに追い詰められているのと同義だと理解した。

「もうヤケですわー！」

「うわーん！　かずみんのバカー！　やっぱりヒドイことになったー！」

『落ち着け、静かに』

　戦役当時、自分たちが受けていた、死ぬか生きるかの瀬せ戸と際ぎわでの訓練や特訓に比べれば、何という事はないじゃないかと考える疾風はやても、やはり色々と毒されているのだろう。

　今は、訓練で成果が上がらなくともイチかバチかで死地に送られることがないのだから。

『とりあえず、感覚を摑つかめ。今、手足を使って制御しているのを、自分の手足を動かすように考えるだけでいいんだ。簡単な話だ』

「出来る人はそういうんです、出来る人は」

「ね、簡単でしょ？　とか言う人の簡単は絶対一般人には簡単じゃないのー！」

　今にも泣きわめきそうな二人を操縦席コツクピツトに戻らせ、疾風はやては搭乗室の隙間に体を滑り込ませた。

　そして疾風はやてはその搭乗室の僅かに空いた空間の内壁に手を這はわせ、そこから申し訳程度の簡易シートを展開し、身体を固定させた。

「そんな設備があったとは知りませんでしたわ……」

『過去の運用でな、コクピット内に異物……本来のパイロット以外の人員を同乗させた時があったんだ。知っての通り、ベゼル・キャリバーの挙動は激しくてな、その同乗者は搭乗室内で転がりまくったんだ。その時の教訓だな、これが付けられたのは。習ったかと思うが、複数人が搭乗した場合、まともに感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールが出来なくなる。それでどうしたか。複数人が搭乗した際にマトモに動かしたければ、それぞれ、行動の役割分担をするか、考えた行動を完全一致させるか、そのどちらかを行う必要があった』

　知ってる、と口から出かけた二人だ。

『そら、感覚同調制御ハーモナイズ・コントロール開始だ。さあやれ』

「い、いきなりですの？　え、ええと。まりえ？　どうぞお先に」

「かずみんって前から、早く本格的な同調制御やりたいって言ってたしー？　後でいいよー？」

「いえいえ、ここは貴女あなたから」

「ううんココは」

『早くやれ』

　前置きも何もなしに「さあやれ」と言われても心の準備がどうのこうのとお互いに押し付け合う二人。業を煮やした疾風はやてが[image: 叱]しつ責せきするまで、それは続けられたのだった。
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「このっ!!」

　天空を疾駆しながら、駆け抜けざまに極限生物ＥＲに全力の攻撃を叩たたきつける。

　構えた装備は若干湾曲した日本刀のような刀身に、同程度の長さの柄つかが付けられた、長巻と呼ばれる形状に似た長柄武器であった。無論それは通常の物とは異なり、拵こしらえなどの部分は素材そのままの剝むき出だしであったが、強度と耐久性にかけては折紙つきだった。

「目算でも結構当たるわね。やっぱ場数の違いってやつ？」

　そうつぶやきつつ、既に次の目標に向け機体を翻ひるがえす吹雪ふぶき。

　背後では長大で幅広いが薄い板状の蛇腹の胴体を半ばまで真っ二つにされた極限生物ＥＲ、Flying Centipede空飛ぶムカデが、その体内の活動核さえも分断され、機能を停止させて落下を始めていた。

『経験豊富って感じでなんかやーらしぃ。その調子でどんどんやっちゃってＹＯ、お嬢』

「祥しよう子こ!?　そっちはどうなってるの!?」

　落としたのを確認しつつ、次の標的が表示され即座に進路を変更して備える吹雪ふぶきのもとに、軽い口調の祥しよう子こからの通信が届いた。

『こっちはとにかく数だけは多いんだよねぇ。まあ、ウチらにとっちゃ強さも知れてるから、何とかなってるって感じ？　どちらにせよ、話が出来る余裕があるのは私とお嬢くらいだろーけど』

　各機体の基本性能自体は同等だが、感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールを行う際にその特性が搭乗する搭乗者パイロツトによって変化する。制式化された二桁台の機体は、その特性変化を抑えるように調整されている。

　機体への負担が多大になるためと、それを扱いきれる者でなければ運用に支障が出るためだ。

　特に、吹雪ふぶき達が駆る初期型の機体はそれが顕著なのだが、彼女らは腕でカバーしている。

　腕でカバーできない特性がある祥しよう子この機体は、時折再調整が議題になることがあるが。

「私だって余裕あるわけじゃないわよ？　……Ｔａｌｌｙ　Ｈｏ目標を視認！　攻撃開始っ！」

『力の０１、技の０３、ってね。でも速さにかけちゃあ、ウチの０２コがいっちばーん、だからねぇ！　っとぉ！　次ッ！』

　会話の合間に、お互いが敵を屠ほふっているのを理解しつつ、二人は敵を求めて戦場を駆け巡る。

　どちらもが、感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールを常時起動させ、全力で極限生物を屠ほふることに専念していた。

『戦役時あの頃以来かねぇ、ココまで数が多いのは』

「思い出したくもない記憶よ。でもっ！　もう後がないってわけじゃない分、まだ楽、よっ！」

　作戦司令部ヘツドクオーターから送られてくる戦況は、未だ衰えない極限生物ＥＲの連続出現を伝えてきていた。

　吹雪ふぶきや祥しよう子こにはもう言われなくとも理解できてしまうそれらの出現意図は、他の搭乗者パイロツトにとっては全くの謎かもしれない。だが、迫り来る奴やつらの向かう先が、全て日本基地へと向かう軌跡を描いているのは、紛れもない事実だった。

「祥しよう子こも知ってるんでしょうけど」

『まあ職分的にそのくらいはネ。こないだ司令が言ってたのは、根拠があるからってことだからなぁー。あの爺じい様さまも、ちびっとくらい本音で話しゃいいのに、水臭いったらないよね！』

『あの人の腹の中が分からないのは、元からじゃない！』

　それなりに優秀ではあるが、何か含んだところがある。それが笠かさ置ぎ司令だ。

　機密上、作戦上、口を割るわけにいかないことも多いのだろうが、実戦部隊にある程度伝えても良いのではないかと、吹雪ふぶきと祥しよう子こが共通で抱いていることだ。

　申し訳程度の小さなサイズのモニターに映る祥しよう子この顔は、まだ余裕のあるように見える。

　果たして自分はどうだろうかと、吹雪ふぶきは極限生物ＥＲに得物を叩たたきつけながら自問する。

「くっ……！」

　耐久にだけ全振りしたと言われる程の丈夫さが売りだった装備長巻が、悲鳴のような音を上げて己の寿命を告げる。刀身に大きな亀裂が走ったが、それでもへし折れなかったのは無機物といえども意地か何かがあったのだろうか。もしくは元極限生物ＥＲであった素材には、何らかの意識が芽生えていたのかもしれないと妄想するのは場違いだろうか。

　今にも折れそうな亀裂が入った装備を背部のコンテナに戻し、別の装備を取り出す。

　今度はまるで鉄の塊を剣の形に整えただけというシロモノだった。

「次ッ！」

　空からの、足の速い相手は大体を落とし終えたと見え、ディスプレイに位置表示されている次の敵は更に基地に近い海中にあった。

「Insulae octopoda島蛸、か。また厄介なのが……」

　これまでに確認された最大のものは頭部──実際の蛸たこでは腹なのだが──だけで二キロを越えるその巨体と長い触手故に、伝説の海獣クラーケンを思わせる極限生物ＥＲが次の相手だった。

「でも、負けるつもりはないのよっ！」

　減速もかけずに一気に海中に飛び込んだ０３が再び海上に姿を見せるのは、およそ二分ほど後のことだった。
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　全ての情報が集まる司令部では、しかしその補佐以外は戦闘の推移を見守ることしか出来ない。

「順調、だよね？」

『敵の出現状況が今のままならね』

　気が逸はやるのか、焦燥感に苛さいなまれるのか、瞬まばたきもロクにせずモニターを見つめ続ける笠かさ置ぎは、思い出したかのように横に立つ博士に尋ねるが、その返答は安心できるものではなかった。

　日本を中心にした概況図では、数あま多たの光点が現れては消えてゆくさまが映し出されている。

　日本基地に所属するベゼル・キャリバーが奮闘しているのもあるが、それ以外の一般の部隊、陸海空の防衛軍がそれぞれに奮戦してくれているのも大いに助けられていた。

「戦役当時あの頃の再現、か……」

　ふと漏らした言葉に、笠かさ置ぎは悪夢を振り払うかのように首を振る。

『あの頃と比べる？　馬鹿なこと言わないでちょうだい』

　小さなつぶやきは、しかし横に立つ謎の科学者女史には届いていたようで、小さく、しかしキツい口調で[image: 叱]しつ責せきされてしまった。

『敵の性質は既に分析済み。防衛軍の各部隊もベゼル・キャリバー部隊も、戦い慣れた熟練ベテランの域にいるものばかり。適性があるというだけで前線に放り出されたあの頃の子たちが出来て、今の私達が出来ないなんてこと、この私が許さないわよ？』

　その表情は相変わらずヘルメットのバイザーによって遮られ見れなかったが、笠かさ置ぎにはそこに苦く悶もんの表情を浮かべているであろう、美貌が幻視されたのだった。

「っ……。各機に通達ッ！　残弾が三割を切った機体から一旦帰投！　補給と休息を挟んで再出撃！　家け崎さき二尉！　抜けた穴、埋める段取り組んで。よろしく」

「了解しました！　ベゼル・キャリバー各機の支配区域を残弾の多寡に応じてスライド、順次帰投するように通達します！」

　モニターの概略図に、各機が占める区域が表示され、それぞれの残弾数に合わせてその持ち場が入れ替わるように矢印が展開される。

「移動に合わせてその区域の目標に対処できるように、帰投ルートを構築しました」

「これでまだまだ行けるな。霞かすみ目め一佐、黒くろ江え二佐！　少し負担が増えると思うが、すまん頼む！」

『わかったわ、死なない程度にやってみせる』

『あいよー。帰ったら司令のツケで死ぬほど飯食ってやるから、覚悟しといてねーん』

　笠かさ置ぎの言葉に返答する二人の声に、それを見守る作戦司令部ヘツドクオーターの一同は、戦役を生き抜いた猛も者さの見せるその頼りがいある存在に安あん堵どした。
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「とは言ったものの、かなりキツいのが現実よね……っと！」

『ぼやかなーい。コレくらい、まだカワイイもんでしょ。先が見えないってのはキツいけど』

「まあね……。次っ！」

『あいよー。まあコレっくらい、あの頃に比べたら、まだまだホワイトだよねー』

「そうね。私達の腕も上がってるし、っと！　次ッ！　じり貧だった頃に比べたら天国だわ」

　当時であれば、間違いなく死を覚悟して相対していた類いの種であっても、今であれば対処方法が確立されている。この二人であれば然さ程ほど苦にもせず屠ほふってしまう。屠ほふってしまえる。

　他の搭乗員パイロツトでも、手数が増えはするが危ぶまれる状況に陥ることはないだろう。

『だねえ。ここんとこ新種が多かったから、ソイツらが大挙して押し寄せたらどうしようとか思ってたトコだよーっと、こら避けんなッ！』

　二人とも出来るだけ消耗を抑え、しかし手早く確実に落とせるように、神経を張り詰めていた。

　軽口を叩たたいているかのような通信は、お互いの調子を確認するためであるとともに、精神的均衡を保つためのものなのである。

『さて、順番が回ってきたら呼んでもらえるみたいだし？　いっちょここはトップの私達がお手本見せてあげな──』

　いつもの調子で会話を続けていた祥しよう子こからの通信がいきなり途絶えた。

　モニターが白くなり、ふっと消えたのだ。明らかに尋常ではない途絶え方だった。

「……祥しよう子こ？　作戦司令部ヘツドクオーターッ！　祥しよう子こからの通信が途切れたんだけど、状況はッ!?」

　たとえ不意を突かれたとしても、こんなやられ方をする祥しよう子こではなく、事実これまでに一度もなかった状況であった。相手がどんな強敵であっても、たとえ倒せなくとも何らかの成果を出し、逃げ延びて生き残るのが祥しよう子こなのだ。死線を前にしても減らず口を叩たたかずにはいられない娘が、このような通信の途絶え方をするはずがない。するはずがないのだ。

　突然のことに吹雪ふぶきはしばらく、とは言ってもほんの一瞬だが、状況についていけなかった。

　我に返ると即座に作戦司令部ヘツドクオーターに問い合わせたのだが。

『こ、こちらとの通信も切れ……いえ、テレメトリデータは繫つながってます。状態、搭乗者パイロツトに異常は見受けられ、ません、健在です。敵の攻撃により、現在海中？　いえ、浮上しました。ですが機体側に大きく損傷が──』

『あー、こち……祥しよう子こ……っからかわか……いけど、遠距……らのスナイ……ったみたいでさー。ちょいと帰投す……わ』

　作戦司令部ヘツドクオーターからの返答の途中、モニターが再び開き０２からの通信が回復した。

　だが、音声のみの通話を示す【ＳＯSOUND ONLY】の表示が灯ともり、明らかに何らかの変調をきたしていると思しきノイズ混じりの祥しよう子この声が響いてきたのである。

『祥しよう子こ!?　その位置からなら今の速度でも５分とかからないわ！　一体何があったの!?』

『どーも……だの打ちっぱ……無誘導……動エネルギー弾だった……いでさー、気づく……遅れちゃって。まさかの直……ったよ』

　敵を屠ほふった、ほんの一瞬の出来事だったという。

　吹雪ふぶきと並び称される程の圧倒的な技量と機体スペックを持つ祥しよう子ことその機体であっても、連続した戦闘の末にそれ相応の疲労が蓄積した結果。ほんの一瞬、屠ほふった敵から次の敵に意識を切り変える瞬間、何の前触れもなく祥しよう子この機体に複数の激しい衝撃が襲ったのだ。

　それは、遥はるかな彼方かなたから降り注いだ、超長距離からの質量弾攻撃だった。

　全くの無誘導、やもすれば流れ弾にも等しい完全に意識の外からの攻撃だった。

『よっ──と。回線弄いじってみたけど、通信、回復したか、な？　んでさ、同調制御も落ちちゃったからさぁ、通常制御で帰投は出来るとは思うけど、次の出撃は無理かなぁ、って』

　今にも崩れ落ちそうな程に疲弊した声が、届く。

　衝撃、としか言い表せない。ほんの一瞬にも満たない、気の緩みとも言えない刹那に、おそらくは極超音速で飛来した極限生物ＥＲからの攻撃。真っ当な攻撃手段ではある、あるのだが。

「……祥しよう子こ、帰投に集中して。援護は任せて」

『お嬢？　無理はだめだぜ？』

　息も絶え絶えの様子が、その声から理解できる吹雪ふぶきは、戦線の維持が最も早はや無理だと決断し、声を荒げて作戦司令部ヘツドクオーターへと具申した。

「返事するのもキツそうなのが何いってんだか。さっさと帰投なさい！　司令っ！　他の連中の補給、ちゃんときっちりして頂ちよう戴だい、万全にね。私は基地周辺で集中的に対処するからッ！」

『……了解だ、霞かすみ目め一佐。各員、全力で対処を開始してくれ！　家け崎さき二尉、檜ひのき君を呼び出してくれ。候補生にも手を貸してもらおう。ファインマン博士！』

『何かしら』

『例の件、進めてたんでしょ？　使えそう？』

『まだなんとも。でも、やれと言われればやるでしょうね、彼のことだから』

　モニターの向こう側で、作戦司令部ヘツドクオーターの面々が行動を開始しているのを横目に、吹雪ふぶきは帰投する祥しよう子この直ちよく掩えんに入るべく機体を飛ばした。

（例の件？　彼？）耳についた言葉に、何のことだとは、彼女から尋ねられることはなかった。

　恐ろしい速さで後方に去る景色の向こう側に、祥しよう子この０２が確認できたからだ。
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『よし、さっき教えた３パターンを繰り返しだ。一分を切れるようになれ。……む？』

「さっきからやらされているこのパターン、意味がさっぱりわかりませんわ！　って、どうかなさいましたの？　コーチ」

　激しい動きのＴＢＣ－４のコックピットの中であるにも関わらず、疾風はやては特にその体にかかる加速度やあらゆる方向への回転などを、気にすることなく指示を与えていた。

　そんな彼がふと何か口ごもったのに気づいた一かず美みは、操作を中断することなく問いかけた。

　すると疾風はやては、暫しばらく言いい淀よどんでいたのか無言のままでいたが、ついと顔を上げてこう告げた。

『黒くろ江え祥しよう子こ特務二佐がやられたらしい。機体は大破、二佐本人に関しては身体に別状はないが、衝撃で内蔵に障害の出る可能性が高いため、即刻検査入院の予定、だそうだ』

「は……？」

「え、黒くろ江え二佐がやられたって０２が落とされたってことだよね？　なんで？　どうやったらあの人やっつけられるん？」

　吹雪ふぶきに次ぐエースである祥しよう子こが落とされた、との言葉に、二人は困惑しか覚えなかった。

　何しろ、戦役時から現在に至るまで、自力帰投が不可能だったことがない、というある意味全ての搭乗者パイロツトが見習うべき存在だったからだ。

『どうやら、不意をつかれたようだな。らしくない』

「一体何がどういう事態になってるんですの!?」

　淡々と告げる疾風はやての言葉を聞いた二人は、思わず機体操作を中断して彼を問い詰めた。

　さすがの疾風はやてもこれを[image: 叱]しつ責せきはせず、淡々と入ってくる情報を二人に伝えた。
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　吹雪ふぶきの目の前には、満まん身しん創そう痍い状態の０２の姿が、あった。

　左腕は肩の付け根からなく、機体の左を覆う装甲の全てに弾痕のような穴が穿うがたれていた。

「祥しよう子こ！」

『おー、お嬢。わざわざワリィねぇ、エスコート役なんて、させちゃって、さぁ』

　辛かろうじて重力制御は生きているのか、なんとか無事に飛行を続けていた０２だったが、吹雪ふぶきの機体を確認したため気が抜け操作を誤ったのか、飛行速度と高度が下降し始めた。

「何言ってるの、当たり前でしょ。早く基地に戻るわよ」

　先ほどと変わらず音声のみの状態だが、接近したためか通話自体はよりクリアになっていた。

　背部になんとかくっついている、と言ったほうがマシな兵装コンテナを切り離し、顔を出したコンテナとのマウント部分を摑つかんで保持する。

　下手なところを持つと、０２の機体がもげそうであったための処置だが、少々手荒だったのか、祥しよう子この苦しそうな声が響いてきた。

『っくぅ～。響くぅ～！』

「……何？　バイタルは異常なしって、聞いたけど、どこかやられてるの？」

『いやあ、気づくの遅れて、片腕犠牲にして何とかバイタルパートへの直撃は避けたんだけどさぁ。その、直撃の衝撃がね、機体側で吸収しきれなかったみたいでさぁ。ちーとお腹と頭の中がグワングワンしてる感じ？』

　のんきな声でそう言うが、いつもならば多少のことは流してみせる祥しよう子こであってさえそう言わざるを得ない状況なのかと、吹雪ふぶきは眉を曇らせた。

『いやーここだけの話、バイタル誤魔化すためにスーツの回線にダミーをバイパスして嚙かましててさぁ？　お嬢のマネ、してみたんだけど、こんなことなら弄いじんなきゃよかったかね』

「バカなのあんた!?　急いで戻るわ！　作戦司令部ヘツドクオーター！　こいつ、テレメトリ誤魔化してるわ！　割と瀕ひん死しみたいだから、対応用意しておいて！」

　そう叩たたきつけるように言った吹雪ふぶきは、祥しよう子この機体を横抱きに抱えると、細心の注意を払って一路、基地へと向かって機体を加速させた。
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「０３、霞かすみ目め一佐帰投します。０２は大破、黒くろ江え二佐は意識こそはっきりしていますが、容態の方は不明、降機次第メディカルセンターへ搬送の予定です」

「了解。補給に戻った他のベゼル・キャリバー各機の状況は？」

「装備の換装、残弾の補給は終了。食事と休息を取った後、順次再出撃。予定行動に移ります」

　０２の脱落により、当初予定していた戦線の維持は最も早はや不可能となっていた。

　ために、大幅に変更を加えたものが博士によって作成され、笠かさ置ぎの承認を経て周知されていた。

　広い範囲を区分けして、各機がそれぞれ持ち場につき領域を堅持するというやり方から、主力の片翼である祥しよう子こが堕おち、大きな穴が空いてしまったためだ。

　報告を受けた笠かさ置ぎは、親指の爪を嚙かみ、眉間に皺しわを寄せる。

『司令？　状況は待ってくれませんわよ？　どうなさいます？』

「……なんかこー、ぱーっと撃退できる起死回生の手とか無いもんかね？」

『あったらとっくに申し上げてますわ。……一つだけ、あるにはあるんですけどね』

「あんの?!　って、まさか」

『敵の完全迎撃と、人類滅亡のカウントダウンがスタートする可能性が、半々』

「だめ。あいつを起こしてどうこうしたいわけじゃない。今の手札だけでどうにか出来ないかって話してるんでしょ。鬼札を出して、うっかり場まで消し飛ばすんじゃ、意味が無いよ」

　笠かさ置ぎもアイリーンもお互いが何を言っているのかを、理解はしていた。

　大深度地下に納められている１号機０１『ＢＬＡＣＫ＝ＬＡＶＡ黒い熔岩』の封印シールを解き、出撃させられれば祥しよう子この抜けた穴を埋めるのはもちろん、それ以上の戦果を叩たたき出だしはするだろう。

　しかしそれは、新たなマザーコアが出現する可能性があることを示唆していることも。

「家け崎さき二尉、防衛ラインを縮小。隣り合う区域の僚機がフォローし合える程度にまで」

「……了解。直ちに」

「霞かすみ目め一佐にはこの基地周辺で直ちよく掩えん、迎撃に回ってもらう……すまんが、頼んだよ」

　方針を決めた笠かさ置ぎは、ギリリと歯を食いしばり、これまで以上に負担を押し付けることとなった吹雪ふぶきに届かぬ言葉をかけるのだった。
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「やー、ほんっと悪いねお嬢。冗談抜きで」

「いいから貴女あなたはとっとと病院で大人しくしてなさい！　さっさと治してもらって復帰するのが今からの貴女あなたの再優先事項よ！　わかった!?」

　ストレッチャーに乗せられ救急受け入れ態勢を整えられている基地内病院に搬送されていく祥しよう子こに、吹雪ふぶきは搭乗口を開きわざわざ顔を覗のぞかせて直接苦言を呈した。

　寝かされたままの状態で弱々しく手を振って運ばれていく祥しよう子こを見送って、吹雪ふぶきは気合を入れ直し機体の再起動を行う。

「再起動、開始……よしよし、装備は粗あら方かた外に出てるわね」

　病院へと運ばれていく祥しよう子こを別モニターを開いて追跡させつつ、吹雪ふぶきは再起動が完了するや即座に０２を格納庫ハンガーに放り込むと、出撃前に告げていった通りに装備が外に並べられているのを確認し、背部の兵装コンテナの中身を入れ替え始めた。通常なら専用の機材での作業を行うべきところであるが、その手間すら惜しんでベゼル・キャリバー自身で換装しているのである。

　少ない機体数で広い戦域を賄うための運用を行ってきた過去がある故の、装備転換の簡易さであるのは古兵の面めん目もく躍やく如じよといったところだろう。

　無論彼女の機体の持つ精密作業能力の高さあってこその行為だが。

「他の機体じゃあ、中々真ま似ね出来ないって話よね、っと。さて。０３、出るわ！」

『ちょっ、霞かすみ目め一佐ぁ!?　ちゃんと休憩くらい取りなさいって』

　帰投して、休息も取らずにそのまま再出撃しようとする吹雪ふぶきに、作戦司令部ヘツドクオーターの笠かさ置ぎから制止の声が掛かるが。

「祥しよう子この分まで穴埋めしなきゃいけないのに、そんな悠長なことはしてられません！　終わったら溜たまってる年次休暇全部消化してやる。あ、祥しよう子こが退院してきてからにしよう。ああ、なんて優しいわたし！」

『あっ、コラ待ちなさいっての霞かすみ目め一佐！』

　上官からの言葉を一顧だにせず浮かび上がる巨体。

　そのまま一気に垂直上昇、機体自身の探知能力は当然のことながら、基地及び僚機や陸海空防衛軍の各部隊、地上のレーダーサイトや各種衛星から何から何まで、軍事民間を問わず回線を間借りして迫り来る極限生物ＥＲのその全てをモニタリングし、ターゲッティングを行った。

「ま、出し惜しみは今更なしって話よね。感覚同調制御ハーモナイズ・コントロール、限界突破オーバードライブ！」

　そう叫ぶように言い放つと、機体の両手を揃そろえてまっすぐに前へと伸ばした。

「ＢＬＩＴＺ＝ＢＵＳＴＥＲ……ＳＴＵＲＭ!!」

　両の手の平から、ではなく。

　両腕の間に凄すさまじい数の雷光が走り、それが幾重にも束のよう寄り集まり渦を巻きはじめた。

「Polarlicht極光」

　そして、今にも溢あふれ出だしそうな程に高まった雷光の奔流は、緩やかに収束し一塊となり、次の瞬間には弾はじけてありとあらゆる方向に乱れ飛んだのだ。

　地平の彼方かなたや遥はるかな天空へと消え去っていった七色に光り輝く「極光」の光弾一つ一つは、空恐ろしいほどの熱量を伴って、極限生物ＥＲに手痛いダメージを与えることとなった。

　ＮＢＣ─０３の能力、ＢＬＩＴＺ＝ＢＵＳＴＥＲ。感覚同調制御のリミッターを解除して放つそれは本来、天地を覆い尽くす程の広域破壊を行える、絶対不可避の全体攻撃である。

　単一目標に放つだけならば、通常の「ＢＬＩＴＺ＝ＢＵＳＴＥＲ」を放ったほうが打撃力自体は高い。だが、広範囲に散らばる敵を掃討するなら、これほど適した攻撃方法はないともいえる。

　ただし、射手に掛かる負担を考えなければ、だが。

『霞かすみ目め特務一佐？　それはそうそう使わないようにと言っておいたはずよ？』

　当然のごとく、作戦司令部ヘツドクオーターの謎の科学者ドクターＸに扮ふんしたままのアイリーンから苦言をもらうことになるが、彼女はそれを意に介さず、返事もせずに次の行動に移った。

『同調制御のリミッターは何のためにあるのか、優秀な貴方あなたなら理解できているはずよね？』

　今使わないで、いつ使うのだ。吹雪ふぶきは届けられる言葉に耳を貸さず、同調制御にリミッターをかけなおし、生き残った極限生物ＥＲの元へと馳はせる。

　半ばまで身体を焼かれた敵を屠ほふるのは造作もなく、彼女は次々と基地へと殺到する極限生物ＥＲを当たるを幸いになぎ倒していった。
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　そんな状況で、比較的喧けん騒そうが少ない場所──格納庫ハンガー内に候補生達は一ひと塊かたまりに集められていた。

　それを引率しているのは、教官である檜ひのき興こう平へい一尉だった。

　候補生達のために調達された中等練習機ＴＢＣ－４の格納庫ハンガーで、彼は腕を組み綺き麗れいに整列させた候補生達を前に状況の説明を行っていた。

「というわけでだ。少々厄介な事態に陥っている」

「少々って……檜ひのき教官、それどころの話じゃないですよね？」

　深夜から続けられている出撃の詳細を出来る範囲で説明された候補生達は、格納庫ハンガー内に移動させられた経緯に文句を言っていたことも忘れ、檜ひのきにさらなる説明を求めた。

　今回ばかりは話が違うと肌で感じていたのかもしれない。

　詳しくと言われても、檜ひのき自身にもこれといった情報は渡されていない。

　彼にしてみたところで、深夜に発令された緊急戦時体制により基地に非常呼集されたが、訓練担当であるために特別これといった仕事がない。

　ならばと、上官に指示を仰ぎ、候補生達を引率しておくようにと告げられたのだ。

　当然、最悪の事態に陥った際に候補生達にも戦ってもらう可能性があることを聞かされてはいるが、今それを告げたところで、恐きよう慌こう状態に陥るか高揚するかはわからないため、それとなく、折を見て話そうと考えていた。

　実のところ彼としては、一旦避難させて、そのままなし崩しに練習機に乗せて多少なりとも戦力化出来ないか、などという話は承服しかねるという点があった。

　最終的にそういう状況に陥るのならば、まずは自分が乗ろう。そう決めていた檜ひのき興こう平へいである。

「まあ聞け。かなり激しい戦闘が行われているのは確かだが、君ら候補生に出来ることは現在何もない。シェルター内で待つよりもここであれば、いざとなればＴＢＣ－４こいつで悪あがきでもと思ってのことだ」

　そう言われて振り向く候補生達の背後には、先日搬入されていたＴＢＣ－４が整備用足場に囲まれ、ずらりと並べられていた。

　そして、当の檜ひのきは、（しまった、今のセリフ、命令を伝えたのとさして変わらんではないか）と思わず手の平で額を押さえたが。

　盛大に歓声を上げ、候補生達は意い気き軒けん昂こうな様子をみせたのだった。

「いきなり！　実戦とか！　超燃える！」

「ここで奮い立たなきゃパイロット目指してる意味がねえ！」

　など、檜ひのきが理解できた分のその全てが、戦いを前にしてなお猛たける者達の言葉であったのだ。

「さ、さすが将来有望と見み做なされている者たちだ。全国から集められただけのことはあるな」

　うんうんと嬉うれしそうに頷うなずく檜ひのきであったが、その内心は色々と複雑な思いで一杯だった。

　あの当時の自分達は、死にたくない一心でベゼル・キャリバーに乗っていたのにな、と。

　興奮冷めやらぬ候補生たちに落ち着くように言い、整備班へ機体の運用について確認を取りに向かった檜ひのきであったが、候補生の人数が二名足りないことには気がついていなかった。
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　作戦司令部ヘツドクオーターでの提案やその他雑務等の仕事も一通り済ませたアイリーンは、大破した黒くろ江え祥しよう子この機体である０２の被害状況の確認に、専用の格納庫ハンガーに向かった。

「これは酷ひどいわね」

　左半身を覆う全ての装甲に、満まん遍べんなく穴が穿うがたれている。その様子をつぶさに見取ったアイリーンは、「ふむ」と呟つぶやくと手にしたコントローラーを何やら素早く弄いじくり倒たおすと、被かぶったままのヘルメットの中で眉を顰ひそめた。

「なるほどね……」

　アイリーンはそう言うと、白衣の胸元を閉じ両手に前腕部の半ばまで覆うピッタリとした手袋を付けて、０２へと歩み寄った。格納庫ハンガーの床に寝かされたまま放置されている０２には、他に誰も取り付いているものはいない。

　その状況で、彼女だけが動き回り、損傷部分を丹念にチェックし始めたのである。

「……このヘルメットほんと便利」

　両手を使っている最中でも、ヘルメット内に展開される画面上のポインターを視線で操作でき、音声入力にも対応、画像もその場で撮影でき、並行してレコーダーも起動可能だ。

　研究室に戻ってからの見直しや、他者への開示も容易なのだ。

「それはともかく、これは……？」

　アイリーンの疑問、それは、穿うがたれた穴に当然残る弾頭の残ざん滓し。

　それをヘルメットに取り付けた特殊なライトで照らし、カメラを通して解析してみた。

　──ごく簡易な分光分析である──のだが、思いもよらない反応が出たのである。

　そこには、極限生物ＥＲが本来攻撃に使うはずのない物質が含まれていた。

「この配分。コアの構成物質……？」

　簡易とは言え、大体の数値は信頼できる。詳細な分析は研究室の機材を用いれば直すぐだろう。

　だが、今は憶測混じりの推測でも、重要なファクターに成りうるとアイリーンは感じていた。

「作戦司令部ヘツドクオーター!?　ファインマンです、司令に繫つないで！　最優先よ！」
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「ファインマン博士、どうしたのかね？　何!?　極限生物ＥＲが０２を落とした方法!?」

　作戦司令部ヘツドクオーターで事態の推移を見守っていた笠かさ置ぎの元に、その報告が届いたのは、大おお凡よその展開が見えてきた頃であった。

「粗あら方かた片付いて、掃討するだけだよ？　霞かすみ目め一佐が目茶苦茶無理したっていうか頑張ったから」

　基地に近づく大物のほとんどは、先刻行われた吹雪ふぶきの０３による過負荷攻撃BRITZ-BUSTER=STURMで大幅に力を削そがれた状態に陥っており、ほぼ全てが吹雪ふぶき以外のベゼル・キャリバーによって順次殲せん滅めつすることが可能となっていた。後は時間の問題、と考えていた笠かさ置ぎであったのだが。

「ベゼル・キャリバー28大破！　応答ありません！」

「19、34、45、ともにテレメタリ消失ッ！」

「何!?　何が起こった!?」

　突如として、次々に落とされ始めた各機に、笠かさ置ぎを始めとした司令部の面々が蒼そう白はくな表情になっていく。

『司令！　こいつらの奥の手だわ！　祥しよう子こがやられたのと同じよ！』

「霞かすみ目め一佐！　無事か!?」

　そんな中、吹雪ふぶきからの通信が届けられた。その声は必死の戦闘が行われていることを如によ実じつに示すものであり、彼女の言葉は事の真相に迫っていた。

『祥しよう子こがやられたのも、今他のみんながやられたのも、こいつ！　いえ、こいつらだわ!!』

　問いかけに答えず、一方的に話してくる辺りで彼女の状況も逼ひつ迫ぱくしているのだろう。

　笠かさ置ぎはそれ以上声を紡つむがず、吹雪ふぶきの言葉を待った。

『特攻よ！　極限生物ＥＲが同じ極限生物ＥＲを弾頭にして撃ち出してる！　低探知性ステルスにその能力を特化させて！　打ち出すのは別のやつなのよ！』

　自身が発する熱や音、外界からの光や音の反射その他の何もかもを攪かく乱らんし、捉えにくくする能力に特化した、言わばこれまで極限生物ＥＲが目覚めてからでなければ見つけられないその最たる理由こそを武器として、攻撃の為ために発射するのは他の極限生物ＥＲが請け負っているのだ。

「君は無事なのか!?」

『無事ってわけじゃないわ。単に、運が良かっただけ。何とかしてるけど、もうジリ貧ね』

　真っ暗闇の中、遠くから低探知性ステルスの弾丸を打ち込まれているようなものだ。

　だが自身が起こす空気の振動すら逆位相の音で打ち消したとしても、物が大気中を移動する際に生じる空気の乱れまでは消せなかった。それに加えて超音速で飛来する際の衝撃波も。

　そして吹雪ふぶきはそれを、僚機が狙われた際のその衝撃波やその他の細かな情報を元に、発射の前兆を摑つかみ飛来する敵からの攻撃の、その方角と速度に合わせて加速したのだ。

　しかし、無誘導にしては狙いが正確過ぎる。

　それを見て取った吹雪ふぶきは、自分を標的として晒さらし、その原因まで突き止めたのである。

『彼奴あいつ等は、自分たちを電磁加速砲レールガンの弾丸にしてるの！　弾丸自身が自分で判断して、着弾位置を修正してる』

　そう、吹雪ふぶきは電磁加速砲レールガンが発射される際に発生するプラズマの残ざん滓しを観測しその発射地点とタイミングを摑つかんでいた。そして、その弾道の経路が予想と相違しているのさえ見抜いていた。

「家け崎さき二尉！」

「はい！　こちらでも同様の事象を観測しています。計測結果、でました！　発射地点、太平洋上伊い豆ず諸しよ島とう南方のベヨネーズ列岩の東側およそ十キロの海域です！」

「ベヨネーズ列岩……？」

　吹雪ふぶきが自力で観測したという記録データを作戦司令部ヘツドクオーターでも捕ほ捉そくしていた。

　それを元に計測した結果、届けられたのは笠かさ置ぎには耳慣れない名称であった。

『そこには数十年前に噴火を起こした海底火山があるわ。明みよう神じん礁しよう、と言ったら分かるかしら』

「ファインマン博士！」

　補足説明は、作戦司令部ヘツドクオーターに飛び込んできたアイリーンによるものだった。

　恐らくは格納庫ハンガーからここまで駆けてきたのだろう、慣れない運動のせいか肩で息をしていた。

『ここからは直線距離でおよそ四〇〇キロはあるはずよ。おそらくは海底火山脈をエネルギー源にして、成長したのでしょうね。マザーコアがタム山塊で成長を遂げたと推測されるように』

「四〇〇キロ……確かに、レールガンなら届く距離だ。理論値だけならもっと距離を稼かせげるが……。霞かすみ目め一佐！　一旦、帰投可能かね？」

　ざっとした計算ながら、相手の能力を把握した笠かさ置ぎは吹雪ふぶきに帰還を命じた。

　対抗策を打つにしろ、近づくための方策が必要なのだ。

『無理ね。下手に戻ったら、基地が直接攻撃の的になるわ。あいつら、今は私達ベゼル・キャリバーを目の敵かたきにしてるみたいだけど、そこが根拠地だと理解したら、狙いを変えてくるわ』

「いえ、その必要はなさそうです！　これを！」

　話の途中で割り込んできたのは、家け崎さき薫かおる子こ二尉であった。

「先程の海上に、おそらくは極限生物ＥＲと思われる巨大な物体が確認されました！　現在、こちらに向けて移動を開始！　移動速度は……30ノット──いえ80……１５０──１８０──まだ加速してます！」

「あの水上に特化したようなサイズでそんな速度を!?」

　海かい棲せいの極限生物としては相応の五〇〇メートルクラスだが、流線型にも似たその形状はもはや超大型の船舶に近い。しかし、その大きさで現在時速二〇〇ノット──時速およそ三七〇キロメートル──で移動し始めたのだ。

『まさか、海面効果で飛行を!?』

　いくら極限生物ＥＲとは言え、物理法則を真っ向から捻ねじ曲まげることは出来ない。彼らは彼らなりの行動様式に則り、その活動範囲を広げてきたのだ。

「霞かすみ目め一佐、戻りたまえ！　今ならやつも早々高精度な射撃は──」

『こっのっ！　って、それは無理よ！　あれは打ちっぱなしでもいいのよ！　弾が勝手に狙ったところに曲がるんだから！』

　打ちっぱなしでも、弾丸一つ一つが極限生物ＥＲである。大おお雑ざつ把ぱに距離と方角さえ合わせて撃てば放っておいても当たるとなれば、撃ちまくるだろう。

　幸い、海底火山との接続が切れたためなのか、発射頻度は極端に下がったが。

「それでも戻って。およそ一時間でここに来るわ。アレを目掛けてね」

『……わかった。何とかして戻る。少し、盛大に回避運動しながらだけど』

　そう言って通信を閉じた吹雪ふぶきに、司令部の一同は祈ることしか出来なかった。
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「総員、搭乗！」

「はいっ！」

　檜ひのきの号令一下、中等練習機ＴＢＣ－４に候補生らが一斉に搭乗してゆく。

　実戦にも即した機体故に、否、実際に戦場で用いられる機体だからこその操縦性の良さは、きっと彼らでも十全に扱えるだろう。

『こちら檜ひのき一尉！　現在格納庫ハンガーにて待機中！　指示を願う！』

「檜ひのき一尉!?」

　突然、司令部に響いた通信の声に、笠かさ置ぎは目を見開いた。

　どうやら、練習機と候補生の準備が完了したようだ。

　状況の頻拍度合いを鑑かんがみ、場合によって候補生彼らの実戦投入も辞さない、という全力戦の想定をしていたのだが。

『ちょうど良いわ。彼らにも、少し手伝ってもらいましょう』

　アイリーンが唐突に口を開いた。それを聞いた笠かさ置ぎは訝いぶかしげな顔をして彼女の方を振り向いた。彼らのような者を前線に送り出すことを最も忌き避ひしていたのを知ってのことだ。

「──何か、あるのかね？　ファインマン博士」

『ええまぁ、少しだけ……』




『各員傾聴。我々に任された任務は、霞かすみ目め機が基地上空をフライパスするその際に、タイミング合わせて装備を放り投げることと決まった。高ささえ合わせれば後は向こうが勝手に確保するそうだ。楽な仕事だな』

　檜ひのき一尉の指揮の下、中等練習機ＴＢＣ－４に指示が飛んだ。早い話が、現在この基地に残された稼か働どう可能な最後の機体である吹雪ふぶき機への装備の受け渡しだ。

『いいかね、檜ひのき一尉。霞かすみ目め一佐の機体は、弾も装備も、もうほぼ底をついてる。敵の打ち出す砲弾を撃ち落とすためにね』

　そうなのだ。吹雪ふぶきは現在、基地に戻りつつも自身を囮おとりにして、他に被害が及ばぬようにその極限生物ＥＲ砲弾とも言うべき敵の攻撃のほぼ全てを撃ち落としているのだ。

　自分が基地に戻るということは、避ければそれは流れ弾となってその背後に被害が及ぶということに繫つながる。現在出来る限り低空を飛行し、その殆ほとんどを海面へと着弾させてはいるが、落ちた弾もきちんと始末しておかなければ、後になって再び成長して戻ってくるかもしれない。

　そうこうしている間に、弁慶のごとく背負っていたはずの吹雪ふぶきの０３の武器・弾薬は、ものの見事に底をつき始めたのである。だが、基地を目の前にして現実を見てみれば──。

『着陸なんてしてる暇なんてないわよ！　あと何発かの砲撃は撃ち落とせるけど！　こちらの弾が切れたら後は素手よ！　でなきゃ、ＢＬＩＴＺ＝ＢＵＳＴＥＲ撃ちまくるわよ!?』

　そう叫ぶ吹雪ふぶきに、笠かさ置ぎ──実際はアイリーンのアイデアだが──はこう提案した。

「装備、放り投げさせるから空中で受け取り、って出来ない？」

『は!?　って、いいわねそれ！。高度１００でフライパスするからタイミングだけ合わせて！』

　こうして、候補生達による吹雪ふぶきの支援を行わせる作戦が実行されることとなったのだった。

『ここが俺等の本ほん能のう寺じだ！　気張れよ！』

「……もしかして天てん王のう山ざんと言いたかったのでしょうか、檜ひのき教官」

「本ほん能のう寺じだったらどっちの立場でも超死亡フラグだよね」

　くすくすと笑うのは、かしまし三人娘のウチの二人、鷹たか嶺みね恋れん華か・木きの下した凜り音おんのコンビだ。

　既に中等練習機ＴＢＣ－４に搭乗し、起動も終えている二人は、乗り慣れた初等練習機ＴＢＣ－３とは違う挙動に戸惑いつつも、支障なく機体を制御していた。

「あの格納庫ハンガーの外に出されてるのを、投げればいいんだよね？」

「弾は弾倉ケースに入ってるから良いけど、武器の方は適当に放り投げて、大丈夫なのかしら」

　ベゼル・キャリバー用の格納庫ハンガー前には、先だって吹雪ふぶきに指示されて既に放り出されている装備が未まだ大量に並んでいた。弾倉ケースに入っている弾はともかく、剣や斧おの、槍やりなども巨大な棚ごと屋外に出されている。それも抜き身の状態で、だ。

「私達が狙って投げても多分教官なら軽く避けるか受け取るかよ。気にしないでやりましょう」

　心配する凜り音おんをよそに、恋れん華かはそんな気遣いは無用だとばかりに機体を動かし、自身の乗る機体と比べると巨大な槍やりをその手に摑つかませた。流石さすがにサイズの違いすぎる機体の扱う武器のため、複数機で持ち上げる。あとは上う手まく指定の高度まで放り投げるだけだ。

「作戦司令部ヘツドクオーター。こちら中等練習機ＴＢＣ－４５番機に搭乗の鷹たか嶺みね候補生です。指示通り格納庫ハンガー前の装備を確保しました」

『こちら司令部、家け崎さき二尉です。鷹たか嶺みね候補生、機体との情報共有データリンク良好です。簡略化した状況情報を送りました。タイミングを合わせて上空を通過する０３に装備の補充をお願いします』

「了解です……って速いっ！」

　目の前に新たに開いたモニターには、遷せん音おん速そくで飛来する吹雪ふぶきの０３が表示されていた。

「こんな速度で高度１００？」

「来るよ、恋れん華かちゃん。──３・２・１、今ッ！」

「エイッ！」

　水平線の向こうから、水みず飛沫しぶきを上げながらこちらに迫る吹雪ふぶきの０３が見えた、と思った瞬間。

　カウントが終わり、彼女たちが乗る中等練習機ＴＢＣ－４は手にしたその巨大な槍やりを天空に放り投げた。
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「よし！　長なが柄えがあると勝手がぜんぜん違うわねっ！　このっ！」

　空中に、ＢＣ０２の進行方向に合わせて放物線を描くように放り投げられた槍やりを、吹雪ふぶきは危なげなくその手の平に収めた。と、同時に一気に機体をスライドさせたかと思うと槍やりを一いつ閃せん。

　超音速で飛来した敵の砲弾、極限生物ＥＲ弾を真っ二つにかち割ったのだ。

「よし、まだ行ける。でもコレもすぐ限界が来そうね……」

　受け取ったばかりの槍やりを振り抜きつつそう言い、次の攻撃が来るのを見越して移動する。

　敵の攻撃を縫って直接打撃を与えたいところだが、今の状況では難しい。

「もう、基地でお出迎えして、トドメの手土産って手しかないのかしら」

　海岸に近いこの基地でなら、海かい棲せいの極限生物ＥＲを迎え撃つことも出来るだろう。だが──

「奴やつらが知恵を持ち始めたのだとしたら、それこそ基地の戦力を敵射程外攻撃アウトレンジで殲せん滅めつしてから近寄るわよね……」

　極限生物奴らが目に見えて増え、それまで場当たり的に目の前にある物を捕食、取り込んでいただけの奴やつらが、その行動パターンを変更させた原因が、基地にはある。

　そうだ、地下に眠る１号実験機プロトタイプこそが、奴やつらの目当てなのだ。

　それを認識している吹雪ふぶきは、一か八かなら、それはやむなしと密ひそかに覚悟を決めていた。

　動力炉リアクターの負荷限界超過オーバーロード。実証実験機あいつの妹と同じ道だ。

「いざとなったら、１号機０１を封印場所から引っ張り出して、餌にしてでも……」

　だが、それを行うには時間も暇もない。

「どうしろっていうの！　司令！　戦略戦術はそちらの仕事でしょうがっ！」

　どうにも纏まとまらない考えのまま、吹雪ふぶきは飛来する敵砲弾の撃ち落としに専念するのみだった。














第四章









「仮称『太平洋の怪物PACIFIC OCEAN MONSTER・略称Ｐ．Ｏ．Ｍ．』を、基地近辺に引き込んでの殲せん滅めつを行う」

　作戦司令部ヘツドクオーターで、笠かさ置ぎが意を決したかのように言葉を発した。

「家け崎さき二尉、頼む」

『はい。現在「Ｐ．Ｏ．Ｍ．」は、海上を時速約二〇〇ノットで航行中、現在の速度を維持したと仮定した場合、およそ二〇分で当基地の海岸に到達します」

　作戦司令部ヘツドクオーターのモニターに、基地を中心とした地図が表示され極限生物ＥＲの軌跡が描かれ、現在も基地へと伸びている。

「未明に出された緊急戦時体制により、地域住民の避難は既に完了。現在、各防衛軍は不測の事態に備えバックアップ体制を維持しています」

　現在、基地と極限生物ＥＲとの間には、船舶や周辺住民等の障害はないといえる。

　他のベゼル・キャリバーは既に無力化されてしまった。吹雪ふぶきは基地から離れられずにいる。

　そして迫る敵は、極限生物ＥＲが模索の上で収しゆう斂れん進化したような姿だった。軍事兵器として、海上戦力としての直接打撃能力では筆頭であった、海上の要塞、戦艦に酷似した存在だ。

　しかも、それが半ば空を飛ぶようにして恐ろしい速度で突っ込んできているのである。

　通常の戦力ではその突進だけで破壊されるだろう。

「奴やつがこの基地に向かってきているのは、ベゼル・キャリバーを──今現在この地域に残された、霞目一佐の０３を最大の敵と認識しているからだ」

　家け崎さきの言葉を引き継いで、笠かさ置ぎはそう告げた。

「あの個体は、ここで仕留める。霞かすみ目め一佐！　聞こえたたかね？　その機体が狙われている」

『……わかった。じゃあ、ちゃんとお出迎えして差し上げればいいのね？』

　ひっきりなしに飛んでくる砲弾を切り落とし撃ち落としながら、吹雪ふぶきは笠かさ置ぎの言葉に応えた。

　その言葉の裏にある、「そういうことにしておく」という意志とともに。

　距離が縮まってきたためか、敵の攻撃が水平に近くなり、なおかつ弾速が若干落ちてきていた。

　超長距離からの砲撃は、恐らく極限生物ＥＲ特有の超感覚により、極限生物ＥＲを元に作られた似て異なるベゼル・キャリバーを感知し、敵と認識することで行われていたと思われる。

　それが、距離が縮まったことにより弾速を下げるか仰ぎよう角かくをとんでもなく上げねば、あらぬ方向に飛んでいってしまうことから、その対処として一番簡単な手段をとったのだろう。

　通常の砲撃ならば装薬を減らしているのと同義である。

　現在の位置からでは、砲撃が低空に位置する吹雪ふぶきの機体を狙いにくくなっていたのだろう。

　砲撃方法を変えてきたことを感じ取った吹雪ふぶきは、水平線から奴やつが見えた時に必殺の一撃が飛んでくるであろうことを、予測していた。

「直接照準で最大弾速の攻撃が来るかしら、ね」

　笑うように口の端はを上げ、目を細めた。その表情そのものには……余裕が無い。

　形だけでも笑ったことで、自身に落ち着きを取り戻したと信じ、吹雪ふぶきは飛び来る砲弾を叩たたき落おとす作業に専念しつつ、奴やつが水平線から姿を現す時を心待ちにしていた。
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「次っ！　装備の確認！」

　基地周辺を飛び回りつつ、砲撃を叩たたき落おとしている吹雪ふぶきへ装備を供給するお手伝いは、ひっきりなしに続いていた。

　十一機の中等練習機ＴＢＣ－４が格納庫ハンガー前に置かれていた装備を、作戦司令部ヘツドクオーター経由の吹雪ふぶきからの指示により、逐ちく次じ放り投げ続けているのだ。

「しかし、そろそろ在庫も品切れになりそうだな……」

　棚ラツクに掛けられていた武器類は既にほぼ空だ。残されているのは後回しにされた短剣の類と、重火器類だった。弾薬に関しては弾倉ケースの差し替えが面倒だと、吹雪ふぶきにダメ出しされていた。

　そんな先が見えてきた状態の臨時編成候補生部隊であったが、祥しよう子この機体が収められている格納庫ハンガーの扉が開くとともに、中から這はい出でるかの如ごとき速度で姿を現した自走式兵装ラックと、一かず美みとまりえのコンビが乗った中等練習機ＴＢＣ－４12番機が姿を表したことで状況が一変した。

『檜ひのききょーかん！　こっちの武器！　使って良いそうです！』

「む、お前たち。今、どこから出てきた？」

　落とされた祥しよう子この機体が使うための装備は、当然、施設内で眠っていた。

　それを引っ張り出してきたのだから、渡りに船とばかりに檜ひのきも一応職分として尋ねはしたが、現在の状況で特別アレコレ言う気も時間もなかった。

『はい、０２の格納庫ハンガーからですけども。それでですね、教官』

「なんだ？　意見があるなら言ってみろ」

『あれ、使ってみてもいいですかー？』

　そう言うまりえの舌足らずな声とともに、彼女らの乗る中等練習機ＴＢＣ－４が指差したのは、ラックに残されていた、というよりも、後から立てかけて置かれたようにしか見えない大型の銃──サイズとしては大型砲──であった。

　人が使う対物狙撃銃アンチマテリアルライフルを更に長くした、異様な形状の、ベゼル・キャリバー用重火器である。

　ベゼル・キャリバー本体にも用いられている素材をふんだんに使用し、長砲身化。更に砲身の途中に薬室を設け、更なる加速を得る多薬室砲へと変貌。多薬室化の弊へい害がいである再装塡に手間取るのを嫌い、全薬室は液体装薬化されている。

　性能としては破格なのだが、高威力と引き換えに取り回しが厄介で使つかい辛づらい、という欠点が浮き彫りとなってしまい、ほぼお蔵入りとなっていた代物だった。

「……あれは、一応予算組んで実用化出来たから、運用寿命が来るまで捨てるに捨てられずに保管されていた代物だぞ。まあ、整備だけは問題なく行われているだろうが……よくまあ引っ張り出してこられたもんだ」

『えっと、はい。だから余計に私達が使って壊しても怒られないかなって』

　てへへ、という声がかすかに聞こえてくるようなまりえの言い分に、どうせ今のメンツに組み入れるのはバランスが狂うかもしれないと考えた檜ひのきは、すんなりと許可を出した。

「わかった、許可しよう。作戦司令部ヘツドクオーターへの報告はこちらでしておく。ああ、運搬は──」

『あ、大丈夫でーす』

　そう伝え終わるか終わらないかのうちに、12番機はひょいっと自身の背丈よりも数倍の長さを持つ火器を難なく持ち上げた。そして、基地の片隅に移動し、長砲身を支える多脚架を展開させ、自身の機体をうつ伏せに這はいつくばらせた。

「ふむ、しっかり理解しているか。そうだ、機体に見合わないサイズの火砲を扱う際には、機体の重量で押さえ込めないのならば押さえ込める体勢を取ればいい。特にアレは、ベゼル・キャリバーですら反動でずり下がるレベルだからな。要するに、人間が大口径の対物狙撃銃アンチマテリアルライフルを撃つ時と同じ要領だ」

　檜ひのきが感心したのは、銃を据え置いた後に自分がうつ伏せになる位置を確かめ、足場用の穴を掘った上で、機体各部からワイヤーアンカーを打ち出し、地面に突き立てたことであった。

　大火力ではあるが大反動が返ってくるのは折り紙つきであるため、本来運用する機体よりも小型である中等練習機ＴＢＣ－４では普通に伏射姿勢を取っただけではその反動を殺せないだろう。そのための処置なのは明白であった。

「まあ、霞かすみ目め一佐の援護射撃くらいには……」

　そう思って空の僚機に視線を送った次の瞬間には、轟ごう音おんとともに超長砲身の火砲がその号砲を轟とどろかせたのであった。
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「コーチっ、本当にいいんですか!?」

『いいさ、ふぶ……霞かすみ目め一佐がやられたら後がないんだ。何やっても死ぬよりはマシだ』

「秘密の実験室」で訓練を行っていた疾風はやて達三人は、いよいよきな臭いことになってきた外の様子に対して、自分たちも何か出来ないかと模索し始めていた。

　そして、祥しよう子この機体が落ちたのであれば、その装備類はどうなっているのかと、まりえが呟つぶやいたのに対し、疾風はやてが閃ひらめいたとばかりに行動を始めたのである。

『ここからこのまま出る。そこの搬入口を開ければそこがベゼル・キャリバー部隊の格納庫ハンガーだ』

　そう言って中等練習機ＴＢＣ－４を接地させ、周囲を囲う機材を開放、機体を外に出すや、疾風はやてはそのまま隣の棟に移動するように指示を出した。

「もう、何があっても知りませんわよ！」

「諦めなよ、かずみん。いまさらだよ!?」

　涙目で機体を動かす一かず美みに、まりえは慰めるような口調でとどめを刺すようなことをいう。

「真っ暗だねー」

「それに、誰もいませんわね」

「秘密の実験室」側から開く分には鍵のロック解除が必要ない搬入口を、中等練習機ＴＢＣ－４を操作して押し開き、隣の格納庫ハンガーへと機体を進めたが、そこは暗く人気のない空間であった。

『ライトを点つけろ』

「はい」

　実際に戦闘する際には点つけることはないが、路上を歩行する際には道路交通法で定められた保安部品を取り付けていなければならないために、装着されている前照灯を点灯させる。

　そこには中等練習機ＴＢＣ－４に比して巨大な、大破したベゼル・キャリバーが横たわっていた。

　淡いピンクの機体色が、見るも無残に焦げた色合いとなっていた。

「黒くろ江え二佐の機体ですわね？　こんなに酷ひどい損傷だなんて……」

　祥しよう子この０２は左半身が、特に腕部が欠損するほどの被害を受けた。

　その姿を目の当たりにした一かず美みとまりえは息を吞のんだ。

『なるほど、よく帰還できたもんだ。搭乗者パイロツトは命に別状はないということだったから、流石さすがは黒くろ江えといったところか』

「これでですの!?」

　見たままの状態からは、ズタボロだ。これのどこを見て褒め言葉が出るというのだろうか。

『見て解わかれ、とは言わないが……よく観察しろ。重要防御区画バイタル・パート部分には着弾が少ないだろう。腕を犠牲にして致命的な被弾を避けたんだろう』

「そう、なんですの？」

「わっかんないよー」

　見て解わかる者のほうが稀け有うであろう。それほどに、０２の被害は甚じん大だいであった。

　本当に、よく生きて帰れたなと、疾風はやてですらそう思ったほどであった。

『そこの奥につけてくれ。整備班用のシェルター入口があるはずだ』

「整備の方たちの退避場所は、他の方々とは別なんですの？」

『帰投した機体をすぐ弄いじれるようにな』

　戦役当時のままのこの設備は、更新されていないままであることを、疾風はやては知っていた。

　そこまで金が回せない、という理由からということも。

『話をつけたらすぐに動くぞ、ちょっと待ってろ』

　疾風はやては操縦席コツクピツトの補助席から這はい出でると、機体から離れ、そのシェルター口へと向かった。

「ねえ、かずみん。整備班の人とお話ししたことある？」

「いえ、残念ながら……。謝罪をしたことなら何度もありますが、それは違うでしょうし」

　機体の足元に、緊急乗降用の昇降機で降り立った疾風はやての姿を二人はサブモニターで見つめる。

　確かにそこには整備班用のシェルター出入り口と思しき無骨で頑丈そうな扉が存在し、脇に内部と交信できるモニターがあるのが見て取れた。

「何をどうお話しになるのかしら」

「コーチの行動を先読みするとかそれどんな不可能事案？」

「ごもっともですわね」

　訓練の相手をしてもらっている時でさえ、動きが読めないのだから、元々何をするのかわからないこんな状況でなど、困難さに更に輪をかけているようなものであった。

「あ、モニターに中の様子が映ったみたいだよ、かずみん」

「そのようですわね……って、まぁ！」

「あっ。バイザー上げた？　ねえ、かずみん、いまコーチ、ヘルメットのバイザー上げたよね!?」

　自分たちが先ごろようやく見られた素顔を、何な故ぜ、コーチは整備の方々にはあっさりお見せになるのですか！　という何と言ったら良いのか分からない苛いら立だちを感じながら、疾風はやてが戻るのを待つ一かず美みであった。

『待たせたな……なんだ？』

　先程の雰囲気とは不思議なほどに変化した操縦席コツクピツト内部の空気に、疾風はやては首を傾かしげるが、返ってきたのは無言の圧力のみであった。

『……まあいい。そこの橋脚型起重機ガントリークレーンの先に、大型兵装の保管室カーゴルームがある。そこにある奴やつは全部使って良いそうだ』

　言われたとおりに機体を動かし、巨大な自走式ラックに載せられた兵装を確認する。

　格納庫ハンガーの扉は機体からの遠隔操作リモートコントロールで開けられるよう、専用のコードも提供してもらった疾風はやてである。早速、格納庫ハンガーの扉を開くようコードを打ち込み、自走式ラックの移動を開始させた。

「コーチぃ。整備の人に顔見せただけで、なんでこんなに融通利きかせてもらえるの？」

「ちょっ、まりえっ！」

「だーって、こんなの普通、お触り厳禁どころか、見せてももらえないレベルなんだよー？」

　まりえの言うとおり、ベゼル・キャリバーの兵装は基本的に公開されていない。

　出撃時に装備している分に関しては、報道されても基地周辺で写真を撮られても問題はないが、基地見学等であっても、これら兵装の見学は行われてはいなかった。

『それはな、通常の兵器とはモノが違うからだ。公式には発表していないが、敏さとい連中は察しているんだがな……』

　一かず美みにハンドサインで席を空けろと促しながら、疾風はやてはまりえの疑問に応えた。

　通常の兵器ではない。そのことに首を傾かしげるまりえに、疾風はやては一かず美みを補助席に座らせ、自身が搭乗者席に乗り込むと、続けてこう言った。

『ベゼル・キャリバーの兵装の、特に近接戦用に使われるものの殆ほとんどが、元は極限生物ＥＲから得られた素材そのものを使っているからだ』

「はい？　極限生物ＥＲから希少な素材を確保しているのは、以前からごく当たり前に行っていることでしょう？」

　疾風はやての答えに反応したのは、質問したまりえではなく、一かず美みの方であった。

『それはあくまで再度精錬することを目的とした場合だ。こいつらに使われているのは、極限生物ＥＲを形作っていた、骨格から削り出したものや、外殻、角、牙、爪を研いだものばかり、というわけだ』

　それでは謂いわば、石器時代の原始狩猟時代さながら、ということではないか。

　固かた唾ずを吞のんだ二人に対し、疾風はやては機体を再起動させながら、まりえの最初の質問にも答えた。

『あそこで顔を見せたのはな、整備のおっさんに昔むかし馴な染じみだと言っても信じてもらえなくてな。……仕方なくさ』

　そう自嘲するように口にした疾風はやては、再起動を果たした機体を立たせると、保管室カーゴルームの更に奥へと機体を進めた。奥の奥、隅に立てかけられるようにして保管された超長尺の兵装の前にまで行き、それを恭うやうやしく捧ささげもつと、格納庫ハンガーを後にした。




[image: †]




『今の誰!?　候補生!?　凄すごいじゃない!!』

　初弾命中。その報が吹雪ふぶきからもたらされると、作戦司令部ヘツドクオーターでは驚きの声が上がっていた。

　吹雪ふぶきの機体が得た情報や、衛星から送られてくる諸情報や、上空の成層圏プラットホーム空中基地からの細密な計測もあって、その砲撃は恐ろしく正確に敵のど真ん中に着弾した。

　だが、真ん中過ぎて逆に最も強きよう靭じんな部位であったのだろう、弾丸は弾はじかれてしまっていた。

「12番機、いいよ、いいよ。続けちゃって」

『りょ、りょうかいです。続けて、どうぞ』

　笑みを浮かべる笠かさ置ぎの言葉に、まりえの声が引きつったような色を帯びつつ返答する。

　モニター上の12番機の砲撃の様子は、実に堂に入ったものであった。

「あれを制御してる娘って、機体が原因不明で停止しちゃうって子ですよね？　他の成績は優秀だったから惜しいなと思ってたんですよ」

　目を見張る活躍を見せる12番機に、家け崎さき薫かおる子こ二尉が安あん堵どした表情を浮かべていた。

　解決できない不具合を抱えていた候補生、というのを話に聞き、気にかけていたのだろうか。

「まあ、あの子たちがあそこで頑張っても、せいぜい霞かすみ目め一佐の負担がちょこっと減る程度だろうけどね。他の子達も手が空くようなら何か火器を持たせてみるのもありかな」

　そう嘯うそぶく笠かさ置ぎに、アイリーンだけはヘルメットのバイザー越しに冷たい視線を送っていた。

　そして、ついに海上を疾駆する大型限界生物ＥＲが水平線の彼方かなたから姿を見せる距離に近づいてきたと吹雪ふぶきに伝えられた。

「０３の高度なら、間もなく水平線の向こうから姿が見えるはずです！　注意を！」

『了解してるわっ！　来ると分かっているものならっ』

　通信に答えた吹雪ふぶきは、０３が手にした大太刀のような得物を肩に担かつがせ、もう一方の手の平に光を集めてさせていた。

「切り落として、ＢＬＩＴＺ＝ＢＵＳＴＥＲを──」

　そう言いつつ、敵が砲弾を撃ち込んでくるのを待ち受けた。

　刹那。海上がプラズマ光で輝いた次の瞬間。

「──────!?」

　吹雪ふぶきの駆る０３は、その全身を傷だらけにして落下を始めていた。

『──吹雪ふぶきっ！』

　耳元でそう、叫ぶように聞こえたのは、聞き慣れた、常に一緒にいようと決めた、あの声。

「……っ、……あいつ、の声が…聞こえるなんて……」

　そう呟つぶやきながら、吹雪ふぶきは、０３は、基地から離れた海岸付近に落下していった。
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「何があったの！」

「おそらくですが……」

『榴りゆう散さん弾だん、キャニスター弾とも言うわね。当たる直前に子弾をばらまく散弾よ。０２がおかしなやられ方をしていたから、気を付けるようにと言おうとしてたのに……ぬかったわ』

　作戦司令部ヘツドクオーターでは突然の吹雪ふぶきの被弾に騒然となっていた。

　つい先程まで余裕を見せながら砲弾を叩たたき切きっていたのだから、それも致し方ないだろう。

　その被弾の光景をスローで再生させながら、アイリーンは笠かさ置ぎに向けて、その理由を語った。

『おそらくは祥しよう子こも同様の手段でやられたのよ。撃ち落とすために必要だったとは言え、機体を散布界に投げ出すようなものだもの。あれは避けられないわ』

　嘆くような震える声に、アイリーンにとっても想定外だったのだと理解した笠かさ置ぎは、それでも意気消沈した他の者とは違い、まだその瞳には力が備わっていた。

「……まだ、希望はある。頼むよ……、疾風はやて君」




『多薬室砲は知っているか？』

「概念ぐらいでしたら」

『知っているのならそれでいい。設置と照準調整ゼローイングはしてやろう』

　砲を地面におろし、長砲身を支える多脚式の銃架を展開させる。

　そしてその銃床の後方に機体を伏せさせると同時に、機体の各所に存在するアンカーケーブルを地面に撃ち出し、固定させた。

「ここまでしないと撃てないんですの？」

『撃つだけならここまでしなくても構わんさ。だが、当てるためならこれくらいしなくては、な』

　その口調から、これを使用した経験があるのだと一かず美みは理解した。

　それが、どのような意味を持つのか、それも知った上で。

『まずは、当たればお慰み、といったところだな。刈かり巣す候補生、次弾のためにもちゃんと記録データを確認しておけよ。垂たる井い候補生、よく見ておけ』

「は？　は、はい！」

　ゼロインをするだけなのではないのか？　と訝いぶかしげに思いながらも一かず美みは返事をする。

　ゼロインとは、銃の照準と、実際に狙った場所がきちんと重なるように照準器と銃を調整することをいう。いくら狙って撃っても、その照準器が狂っていては当たるものも当たらない。

　精密射撃用の銃などでは、輸送時の振動だけで狂うと言われるほど繊細なものであるのだ。

「か、各薬室、燃焼制御試験開始、成功。液体火薬再装塡開始……完了。弾頭装塡、完了」

『照準データは？』

「機体とのデータリンク、完了。照準、セット」

　内壁のモニターに、敵の映像が点のように映る中に、照準用のモニターが疾風はやての目の前に投影され、クロスゲージが表示される。

『あとは、引き金を引くタイミングと、勘だ』

　そう誰に言うともなく呟つぶやきながら、疾風はやては操そう縦じゆう桿かんの引き金に当てた指を絞り込んだ。

　気合を入れる、などしない。淡々とした行動の一つであるかのように、気軽に引き金を引いたのだ。

　初弾命中の報とともに驚きの声がスピーカーから届く中。

　ブルブルと震えだした疾風はやてに、気づいたのは一かず美みであった。
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「……あとちょっとだと思ったのに」

　海岸の砂浜にどうにか軟着陸をした吹雪ふぶきであったが、その機体はもはや反応を見せなかった。

　長時間の同調制御や、先の超過稼働オーバードライブが負担を強いていたせいかもしれない。

　吹雪ふぶきの言葉通り、敵はすぐ目の前にまで近づいていた。しかし、先程までの砲撃はない。

　やられる間ま際ぎわに放ったＢＬＩＴＺ＝ＢＵＳＴＥＲも、同じく敵の主砲に痛手を与えていた。

「あんな隠し玉があったなんて……ヒントはあったのに。祥しよう子こ、ごめん。活いかせなくて」

　全く活いかせなかった。吹雪ふぶきは同じ過あやまちを繰り返した。

　前も、同じ調子で、吹雪ふぶきと祥しよう子こが二人一緒にやられた。あの時と変わっていない──




『──嬢、お嬢ってば、なんでそんなに怒ってんのさー？』

『別に怒ってなんかないわよっ』

　その時は先に吹雪ふぶきが隙を突かれてやられた。

　同じような調子で祥しよう子こもやられた。０２も０３も、折り重なるように地に伏していた。

　重要防護区画バイタル・パートは外したが、両方の機体とも、行動不能に陥っていた。

　仕方なしに、二人して機体から這はい出でて、その上に座って救援回収班が来るまで待っていた。

『そんなに王子様に助けてもらったの、腹が立つ？』

『──違うわよっ！　ていうか、誰が王子様だって？』

　自分らの身体には致命的な損害は無かったが、身体のあちらこちらが痛い。

　硬質搭乗服ハードケーススーツに内蔵されていた痛み止めで騙だまし騙だまし耐えていた。

『あいつは、弱っちぃ実証実験機アーキタイプと妹を助けに来ただけよ！　私らじゃない！』

　少し離れた場所で、実証実験機アーキタイプが倒れている。その方向を吹雪ふぶきが睨にらんだ。

　立って歩く程度しか能の無い貧弱な実証実験機アーキタイプ。

『楽な仕事しかしない、役立たずのくせに……！』

　そんな役立たずでも、乗っているのはあいつの肉親だ。

　間違っても、実戦型で戦闘力がある機体に乗っている吹雪ふぶきや祥しよう子このために来たんじゃない。

『にゃははは……心配しなくとも、私らも勘定に入ってるって！　あの人、選んで助けるほど器用じゃないでしょぉ。あー？　もしかして、自分のためだけに、来て欲しかった？』

　痛み止めが効いていても苦しいはずなのに、祥しよう子こはそう言って笑った。

『違うっ！』




「……本当、違うわよ。祥しよう子こ」

　海の向こうから、既にその速度を落としてじわりと進んでくるその巨体。

　そのままこちらを押しつぶして基地へと至る気なのか、その進路に淀よどみはなかった。

「あいつはね、誰でも助けるような、とんだ英雄様お人好しなのが、いいトコで、大っ嫌いなトコなんだから」

　──身体まで壊して。

　そう言えば、墜おちる寸前、あいつの声が聞こえてきた。誰か他の、男性隊員の通信が入ってきたのを錯覚したのかもしれない。今の彼は、戦いに干渉出来るような立場でも状態でもない。

　分かっていても、吹雪ふぶきには彼の声のような気がした。

「機体損傷、大。動作ほぼ不能。ＢＬＩＴＺーＢＵＳＴＥＲの使用、不可──」

　極力冷静に現状把握する──が。もう、どうにもならない、という事を知る。

「また肝心なところで、隣に立てないのか……」

　センサーが明滅する。極限生物ＥＲの急速接近を知らせている。いや、既に目視出来る位置まで来ている。悠長にしていられない。機体のエネルギーを自己修復に大きく振り分け、自己診断モードにより回路の代替を行う。が──動けるようになるまでには、時間が足りない。ほんの数分だが、それまで敵が待っていてくれるわけもないだろう。吹雪は生存への執着を感じつつも、その全てを捨てる決意を固めた。極限生物奴らを道連れにするために、動力炉リアクターを負荷限界超過オーバーロードさせる。そう決めた、が──。




『撃て！　ぶちかませ！』

『は、ははは、発射！　しますっ！』

　吹雪ふぶきの機体の左右から、何機もの中等練習機ＴＢＣ－４の姿が現れる。

　その抱えるようなサイズの武器を手に、敵へと殺到し始めたのだ。
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「コーチ、よく、こんなトコでよく長時間じっとしておいででいられましたわね！　……って、どうかなさいましたの？」

『っ……何でもない。気にするな』

　何でもないわけがない。今現在疾風はやての座る操縦席の斜め下方に位置する補助席の一かず美みからは、小刻みに震え始めた彼の様子がはっきりと見えている。

　明らかに体調に何がしかの変調をきたしているとしか考えられない状態であった。

「こーち！　次弾装塡完了です！」

『……発射』

「コーチ！　お身体の具合が悪いのでしたら代わりますわ！　引き金を引くくらいなら──」

『ああ、任せる。……照準も、もう問題ないはずだ』

　震えだした手を、握りしめるようにして落ち着かせ、身体を押さえ込むフレキシブルアームを解除し、一かず美みに席を譲る。その様子をもう一方の操縦席から覗のぞき込こむまりえは、視線を一かず美みと合わせ、口には出さずに「コーチは大丈夫なのかな？」と問いかけた。

　一かず美みには、それに「わからない」と、ただ首を振ることしかできなかった。

　疾風はやてと入れ替わりに一かず美みが席に着き、多薬室砲を打ち続けている。

　震えを、半ば全身にまで広げている疾風はやてを隅に押しやり、外部との交信をまりえに任せた一かず美みは、一心不乱に中等練習機ＴＢＣ－４に射撃を続けさせていた。

　操作を全て二人に任せた疾風はやては一切外との交信で喋しやべらずにいた。

　どこまで自分の正体を隠したいのか、と思った一かず美みであった。

　これほどの腕を持ちながら、正規の搭乗員パイロツトとして乗らない、そう出来ない理由は、何なのか。

　狭い補助席で、身を震わせている疾風はやてを視界の片隅に入れていた一かず美みは、少し考え、思い浮かんだ言葉を口にした。

「パニック・ディスオーダー？　いえ……違う？」

　照準を修正して引き金を引き絞る以外、手持ち無沙汰故に思案するだけしか出来ない一かず美みの耳に、オープンにしている回線から、吹雪ふぶきの声が響いてくる。

『切り落として、ＢＬＩＴＺ＝ＢＵＳＴＥＲを──』

　この調子なら凌しのぎきれそうだ、と一かず美みが思った瞬間、疾風はやての叫びがその考えを消し去った。

『吹雪ふぶきッ！』

　それは白の機体が幾重にも重なる爆発光に包まれていたのを目にした、彼の驚きよう愕がくの声だった。

『うっ……くぅ……グッ』

　吹雪の機体が被弾した直後、スピーカー越しに疾風の呻き声と共にバシャ、という水音が一美の耳に届いた。それにハッとして視線を下方に向けると、身体を弓なりに反らし、身体をこわばらせている疾風の姿があった。

「コーチっ!?」

「次弾装塡完了……って、どしたのかずみん!?」

「コーチが痙攣を起こしてるの！　あと、多分吐いてる！」

「けいれん？　はいてる？　あ、え!?　なんで急に!?　ロボ酔い!?」

　疾風の身体は小刻みに震えながら硬直し、その手は首元に向けられおそらくはヘルメットを外そうとしているのだろうが、その指は宙を搔いている。

　もし本当にヘルメットの中で吐いているのなら、量によっては吐瀉物によって窒息してしまいかねない。

　そう考えた一美は大急ぎで席から立ち上がり、補助席へとずり下がった。

「コーチ！　どうしたんですかっ！　しっかりしてください！」

　一美の言葉が理解出来ているかも不明だが、何度も声をかける。そのヘルメットの中からは、悲鳴のような叫びが聞こえてくるが、幸いと言っていいのだろうか、通話用のマイクが吐瀉物の下に沈んだためか、その大声は自分たちには届かない。

「もう、コーチっ！　落ち着いてください！」

　だが疾風は突然硬直が解かれたように身体を捻り、撥ねるように反り返り、やがてピタリとその動きを止め、萎れるかのように脱力した。

「……っ！　ヘルメット！　かずみん！　窒息したんじゃないの！　ヘルメット取らないと！　あと撃つのどうする!?」

「はっ！　そうですわ！　すいませんコーチ！　外しますよっ！　撃つのそつちは──ＹＯＵ　ＨＡＶＥ任せますわ！　適当にやっててちょうだい」

「う、うん。あいはぶ」

　そう言って喉元の留め金を外そうとするが、今自分たちが使っているものとは形状も操作法も違うようで、うまくいかない。こっちがだめなら取り急ぎ呼吸が出来るようにだけすればいい、と一美はヘルメットのバイザーを開放するほうにシフトした。

　どこに開ける機構がついているのかわからないままいじくり倒していると、顎の下、内側に開放ボタンらしきものを発見、強く押し込むことによりバイザーのロックがようやく外れた。

　ロックが開放されたため薄く開いたバイザーの隙間から、中で溜まっていた吐瀉物が溢れだしてきたが、汚れるのも気にせずその隙間を全開にしつつ、一美は叫んだ。

「まりえ！　操縦席の後にサバイバルキットが納められているでしょう？　そこから水とタオルを出してくださいな！」

「え？　あ、うん！」

　渡されたコントロールを受け持ち射撃を継続しつつ、まりえはコクピットの後端部分に収められているサバイバルキットからミネラルウォーターを取り出すと、それを一美に放り投げた。受け取った一美はそれを開封すると、躊躇なくその中身を疾風の顔にぶちまけた。

「かずみん手荒すぎない？　次弾装塡──完了」

「そんなこと言ってる場合ですかっ。ほらタオル！　よこしなさい！」

　投げられたタオルを宙で引っ摑むと、濡れた疾風の顔をゴシゴシと拭き始めた。

　そうして口元に耳を近づけると、どうにか呼吸はしているようで、ほっと息を吐いた。

「────また？　僕が？　何ですの？」

「照準修正──発射。どしたのかずみん──銃身加熱、冷却開始」

　呼吸を確認するのに口元に耳を寄せた際に、疾風はやてが何かをつぶやいていたのだ。

　錯さく乱らんした後の意味のない呟つぶやきと思われた声は、しかし。一かず美みには意味を持つ単語として、断片的ではあるが理解できる言葉として耳に残り始めた。

　一かず美みがじっとしたまま動かないことに何かあったのかと、まりえは問いかけようとした。

　しかし、それを一かず美みに手で静止され、まりえは無言を貫くこととなった。

「……代わりに自分が、とか。また、間に合わなかった──そう、仰おつしやってますわ」

「よく分かるね、かずみん……私さっぱりだよ」

　聞き耳を立てようとしているまりえであったが、彼女にまで届くほどの大きさではない、囁ささやくような声だ。

「何を悔やんでらっしゃるのか存じませんが！　今まさに危機一髪の状態ですのよ！　発作なんて起こしてのんきに寝ている場合ではございません！」

　医療関係者が見れば慌てて止めに入りそうなことを言いながら、ヘルメットを取り外しにかかる。

「ええい、邪魔ですわね。ヘルメット外しますわよ！　ってどういうシステムですのコレ！」

　疾風はやての装備は旧型で、扱いが面倒なタイプである。

　それに加えて相手の物を付けたり外したりすることに慣れていない一かず美みであったため、しばしの時間を要したが、四苦八苦しながらもなんとかヘルメットを外すと、ようやく意識が回復したのか、ぼんやりとした表情の疾風はやてと目があった。

「……飛燕つばめ？」

　つばめ。その言葉で一かず美みは暫しばし考える。聞いたことがある。確か……はたと、思い至る。

「飛燕つばめとはもしや、実証機アーキタイプで動力炉リアクターを暴走させ、自爆して果てた、三英雄のお一方、の？」

　疾風はやての言葉に応えるように発した言葉で、疾風はやての瞳に小さく光が灯ともったように思えた。

「僕がやるって……飛燕つばめが、身体が……もう駄目だから、って……」

　焦点のあっていない瞳を虚こ空くうに向けたまま、疾風はやては呟つぶやくように、嘆き、力無く咽むせぶ。

〝飛燕つばめ〟その言葉で、一かず美みの中で、謎だったコーチの正体が、繫つながった。




『身体が持たないって……もう駄目だから、って……』

　行動不能に陥った機体から拾われ、一時、集中治療室ＩＣＵに入れられていた疾風はやては、意識が回復してから、一般病棟──実質、閉鎖病棟だが──に移動させられていた。

　白い寝台の横には無表情な吹雪ふぶきが全身に包帯を巻かれ、松まつ葉ば杖づえを腋わきに、突っ立っていた。

　疾風はやては天井を睨にらんで憎々しげに呻うめいた。

『もう、乗らない……！』

　正確には、乗れない。

　壊れ方もひどかったが、マザーコアに近付き過ぎた影響を見るために、機体は一時使用停止。疾風はやて自身の蓄積ダメージも分からないので、全機体への搭乗不許可。

　黙って突っ立っていた吹雪ふぶきが、手を伸ばしかけて……疾風はやてに触れる前に手を引いた。

『間に合わなくて……ごめん』

　吹雪ふぶきが俯うつむき、詫わびた。その表情は、疾風はやてからは分からない。

『絶対あとから来て、って言われてたのに……ごめんなさい』

　そんなことを言わせたかったんじゃない。

　それなのに──




「かずみん、もしかしてコーチって……」

「ええ、……ＭＩＡ作戦中消息不明、となっているはずの、１号実験機プロトタイプの、搭乗員？」

　それならあの技量にも頷ける。だが、そんな人物が、なぜ食堂の料理人などやっているのか。

　そんな疑問が頭をもたげて来た二人であったが、それを言葉にする前に疾風が眉間に皺を寄せたかと思うと、即座に意識が回復したのか、目を瞬かせて周囲を見回し始めた。

　疾風は今自分が、どこで、何をしているのか、確認、自覚する。ここは、中等練習機ＴＢＣ－４の操縦席の中だ。候補生二人組と一緒に乗って、射撃を任せた状態だったはず。

「うっ……。発作が出たか。迷惑をかけたようだな……」

「ええ、それはもう。ご気分はいかがですの？　ＭＩＡになってるはずの、ＹＢＣ－０１ＢＬＡＣＫ・ＬＡＶＡのパイロットさん？」

「……バレ、たか。まあいい。状況はどうなってる？」

　意識が飛んでいた時に見た幻覚──それを口走っていたのなら、その素性を推測するのは容易いだろう。目の前の少女にその素性がバレこと、それ自体は疾風にとって些事だった。

　それよりも今は──。

「まだ間に合う、な。だが──」

　いまだに震える自身の指先を見つめ、臍を嚙む。

　この状態では、やりたくともやれない。そう諦観めいた思いを──一美の言葉が蹴り飛ばしたのである。

「何をなさっているのですかコーチ！　とっとと操縦席についてくださいな！」

「いや、だが俺は……」

「何にこだわってらっしゃるのか知りませんが、今できることをなさってください。少しくらい調子が悪かろうが、私どもが動かすよりはよほどマシでしょう？」

「いや、そういう問題じゃなくてだな」

「どういう問題なのですか!?　あなたはあのＢＬＡＣＫ＝ＬＡＶＡ黒い熔岩に乗ってらしたんでしょう!?　私の知っている方ならば、最後の最後まで諦めはしませんでしたわ！　それに──それに、あの時は助けられなかったのでしょうけれど！　今はまだ、今ならまだ、間に合うのです！　霞目教官はまだあそこで！　生きてらっしゃいます！　助けたいのでしょう!?　ええ、英雄と呼ばれることをあなたが好まないことも重々承知しておりますとも！　ですが、あなたは私にとって英雄なのです！　コーチ！　あなたにとってのお姫様を、英雄たるあなたが助けに行かなくてどうするのですか！」

　そう、息継ぎもなしに一方的に告げた一美の言葉が終わると同時に。

　海岸から、幾つもの爆発音が轟いたのである。




「檜ひのき……？　あの子たちを実戦に出すなんて、何を考えてるの!?」

　吹雪ふぶきが嘲るように口にするその言葉はしかし、その涙目の表情とともにかすかに震えていた。

　近接戦闘における攻撃手段のない状態の極限生物ＥＲである。後は時間の問題かと思われた。

　が、突如としてその中央部に亀裂が入り、その巨体と比較してやけに小さな「粒」とでも言うようなものがこぼれだしてきたのである。

「……っ！　駄目っ！　避けて！　そいつらは！」

　巨体に殺到して火力を叩たたきつけていた中等練習機ＴＢＣ－４各機に、溢あふれ出だした粒──砲弾となっていた極限生物ＥＲ──が、次々に取り付きそのまま自爆し始めたのだ。

「そんな……」

　運動速度がない分、一撃で吹き飛ぶような威力こそはないが、数の暴力で戦闘能力を奪い去るには十二分過ぎた。その爆ばく轟ごうは、次々と訓練生たちの乗る機体を行動不能に陥らせていった。

「檜ひのき、は。……真っ先に候補生を庇かばって行動不能、か。あいつらしい……けど」

　吹雪ふぶきは動力炉リアクターを暴走させるための最後の解除キーをどうするかで逡しゆん巡じゆんしていた。

　この海岸で動くものは極限生物ＥＲのみとなっていた。全ての味方は戦うどころか、動けない。

　だが、これで周りを巻き込んで自爆したとして、はたして倒せるのだろうか。まだ生存者がいるだろう中等練習機ＴＢＣ－４らを、巻き込んでもいいのだろうか。吹雪ふぶきは最後の最後で迷う。

　しかし、こいつをこの場で潰さないと、１号実験機プロトタイプにたどり着くのは時間の問題だろう。

「もう少し、時間があれば──」

　機体が備えた自己修復能力と、自己診断モードによる各部の機能代替を用いて、どうにか身動きくらいは取れるようになる、はずなのに。そうすれば、確実に相手を自爆に巻き込むことが出来る位置に移動することも可能だ。

　だが、あちらの方が早い。既に主砲と言っていいのか先の攻撃手段だった電磁投射砲部分が再生を終え、こちらにその砲身を向けてきている。最早一刻の猶ゆう予よもない。伸るか反るか、結果を見届けることは出来ないが、無駄に倒されてしまうよりは──。そう思った、そう考えた時に。

『ＴＡＬＬＹＨＯ目標視認。どうやら間に合ったようだな。ぶちかませ！　ＦＯＸ１！』

『ＷＩＬＬ　ＣＯＭＰＬＹ了解しました。ご恩返しに参りました、ＦＯＸ１』

　吹雪ふぶきの耳に届いたのは、そんな聞き覚えのある声の通信と、それに続いて巻き起こった、複数の、苛烈な爆発音の連続だった。

「あの時の!?」

　脳裏をよぎったのは、あの中間層で助けた高々度戦闘機【雷火】の二人。その二人が発射した、おそらくは大型の対艦ミサイルであろう。それが音速を超える速度で、大型極限生物ＥＲに直撃、大爆発を起こしたのだ。

『お役に立てましたかな？　こんな骨こつ董とう品ひんしか残ってなかったので少々心配でしたが』

『残弾がもうありませんのでお暇いとまさせていただきますが、ご健闘お祈りいたします』

　頭上を越えていく、今となっては現役であること自体が脅きよう威いである、Ｆ─３５Ａ改２が２機、翼を並べて振り、旋せん回かいしてゆく姿が、吹雪ふぶきの目に映し出されたのだ。

「ええ、ありがとう！　これでなんとか出来なくちゃ、英雄の名が廃すたるってものよ！」

　修復の進展状態を示すプログレスバーが、間もなく終わりを告げようとしている。

　間に合う。自身の終わりに直結するが、守れるのならば──そう思う。

　と同時に、プログレスバーが、修復の終わりを告げた。

「行けるか？　動けッ！　ＢＬＩＴＺ＝ＷＥＩＳＳ白き稲妻」

　機体のあらゆる部分から軋きしむ音を響かせながら、立ち上がる白い巨体。そして──。

「さあ、覚悟しなさい。きっちりと殺してあげるわ」

　ずしん、と重量軽減の重力制御機能さえも停止した機体を、吹雪ふぶきは一歩ずつ極限生物ＥＲへと歩ませ始めた。

「結局、あの娘と同じ結末か。やんなるわね。でも、これで守れるなら……疾風はやてを、守れるなら……。さよなら、疾風はやて。ごめんなさ──」

『お待たせしました、アメリカ料理いたり庵あんです！　ご注文の援軍、お持ちしました！』

「──は？」
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「吹雪ふぶきッ！」

　爆発に次ぐ爆発──その光景を目にした疾風は、自身の状態すら忘れてしまったかのように立ち上がり、空になっていた搭乗席に飛び乗っていた。

「刈かり巣す候補生！　Ｉ　ＨＡＶＥ操作を寄越せ！」

「は、はい！　ＹＯＵ　ＨＡＶＥ！」

　その疾風はやての勢いに、まりえは慌てて操縦を疾風はやてに移い譲じようした。そして続く言葉に、二人は驚きよう愕がくしつつも追従したのである。

「固定器具切り離しアンカーパージ！　垂たる井い候補生！　お前も刈かり巣す候補生と一緒の席についておけ！　君ら二人の体格ならどうにかなるはずだ！」

「はっ、はい！　全アンカーパージ！　状況フリー！　いつでもどうぞ！」

　ＴＢＣ－４を地面に固定していたワイヤーが全て切り離され、12番号機はその機体をゆっくりと立ち上がらせた。

「ちょ、ちょっとお待ちを！　よいしょ、っと。さ、いつでもよろしいですわよ！」

　大慌てでまりえの横に身体を滑らせるように移動する一美。言われたとおり、小柄なまりえとであれば、何とか身体を固定できなくもない。大柄なパイロットを支えるために、フレキシブルアームの許容重量も余裕があるはずだ。

　だが、コレではただ単に座っているだけしかできなかったが。

「何かお手伝いしなくともよろしいのですか？」

　これまでの経緯から、自分達がコーチと呼ぶこの男が戦役時のエースであったことはもう疑いがなかった。ならば、これが何か意味のあることなのだと、そう考えていた。

「そこにいてくれるだけで十分だ。刈かり巣す候補生、固定器具パージだ、急げ」

「はっ、はい！　全アンカーパージ！　状況フリー！　いつでもどうぞ！」

　そうまりえが告げた次の瞬間、12番機は瞬時に立ち上がり、これまでシミュレーターですら見せたことがないほどの速度で格納庫ハンガーへと駆け戻った。

「た、助けに行くんじゃありませんの!?」

「無手で？　ノーマルのＴＢＣ－４じゃあ自殺しに行くようなもんだ。それに、どうやら今の爆発は味方の攻撃だったらしい」

　そう告げた疾風の言葉を肯定するように、格納庫前へと駆けだしたＴＢＣ－４の頭上を、２機のＦ─３５Ａ改２が通り過ぎていった。

　それを見送った疾風は中等練習機ＴＢＣ－４の搭乗席のコンソールを恐ろしい速さで弄り始めたのだが、二人は困惑しながらもそれを問いただした。

「な、何をなさっているのですか？」

「なに、少しばかり無茶をさせる為に、設定の変更を、な」

「設定、ですの？」

　語りながらもコンソールを弄り続ける疾風は、辿り着いた格納庫前で一瞬の逡巡の後、抜き身の小刀──ベゼル・キャリバーにとって、だが──を手に取ると、それを肩に担ぐようにして再び加速を始めた。当然コンソールを弄りながらである。

「早くしませんと！　間に合いませんわ！」

「わかってる。──あと３秒だ」

『──さよなら、疾風。ごめんなさ──」

「お待たせしました、アメリカ料理いたり庵です！　ご注文の援軍、お持ちしました！」

『──は？』

　開きっぱなしの回線の向こうから、普段は聞くことの出来ない震える声が響いた、次の瞬間。

　疾風はやては機体の力を開放した。

「感覚同調制御ハーモナイズ・コントロール、合奏起動アンサンブル・スタートアツプ、超絶駆動トランセンド・マニユーバ！」

「なんですの、それ──」
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　通常の感覚同調制御ハーモナイズ・コントロールであるならば、音声入力時のキーワードは『起動スタート・アツプ』である。

　そして、硬質搭乗服ハードケーススーツの表面を個々人の資質を表すような色の、光の粒が走り始めるのだが──

　疾風はやての、そのスーツ表面には、地割れを起こしたかのような亀裂が走り、そこから明るいとも暗くらいとも言い難がたい、血のような赤い光が漏れ始めたのである。

　同時に一かず美みとまりえとスーツにも光が走り始めるが、疾風はやてのようにひび割れはしなかった。

　ただその輝きが、二人のいつもの光彩とは違い、混ざり合うかのように光を放ち始めていた。

　そしてそれは、機体を覆う装甲の隙間からも、溢あふれ出でるかのごとく、輝きを強めていく。




　その光景は、筆舌に尽くしがたいものだった。

　およそ十八メートルの中等練習機ＴＢＣ－４が、五〇〇メートルの巨体を切り刻んでゆくのだ。

　溢あふれ出だした粒のような砲弾極限生物ＥＲなど、それこそすり潰されるために出てきたようだった。

「何が……起こってるんです……の？」

「配線類から動力伝達に至るまで、全ての制御機構リミツターの解除。安全装置セーフテイの停止。出力限界の上に存在する潜在的余力マージンの解放。システムソフトウエア側での解除だから、そこまで大層なことは出来ないが」

　何か、疾風はやてが恐ろしいことを口走っている。一かず美みが全力で頭を振る。

「いえいえ！　待って下さいまし！　そんな設定で動かしては、機体が確実に壊れますわ！　いえ、動かさなくとも、起動状態だけで動力炉リアクターが暴走、自爆の危険性がっ…………!!」

「喋しやべると舌を嚙かむぞ」

　外を映しているはずのモニターを見ても、何が起こっているのか一かず美みには捉えられなかった。

　光と影が交差してその姿を変えていく。

　何をどう操作すればこのような機動ができるのか、それすらも欠かけ片らさえもわからない。

　わかるのは、片隅に表示されている機体の出力や慣性制御の数値が見たこともないような数字を叩たたき出だしているということと、並の搭乗者パイロツトがちゃんと操縦出来る許容範囲を大幅に超える力を、疾風はやてがきっちり制御している、ということくらいか。

「何、ですの？　これは？　よく分かりませんけれど。酷ひどく、疲れますわ……」

「はぁ。一体、どう、なっちゃって、るのー。これ？」

　無茶な高機動のせいか、操縦席内で二人は酷ひどく揺さぶられている。しかし、それとは別に、息が酷ひどく上がって疲れる。まるで数キロを全力で走っているようだ。

　一方、疾風はやては二人の強きよう靭じんさに感心していた。

　現在、この機体は限界の力を引き出すために、全ての抑制を取り払っている。

　暴走寸前のこの状態を、感覚同調による搭乗員パイロツトの意思の力でぎりぎり御しているのだ。

　動態制御そのものは、全て疾風はやてが引き受けていた。

　その代わり、合奏による制御に慣れていない二人には、内部制御を任せていた。

　一かず美みは動力炉リアクターを自爆する負荷限界オーバーロード直前で抑え、その上で出せる最大出力を引き出している。

　まりえはその出力を機体が破壊される寸前の所で各部位に伝えている。

　どちらも同調制御の際に無意識下で行われることであるが、それを疾風はやては二人に押し付け、それにより空いた自身のリソースを機体制御に回しているのだ。

　いずれにしても、二人は機体のあらゆる限界強度を試すような制御に、無意識でついてきている。

　死ぬつもりも諦めるつもりも全く無い、二人のしぶとさの賜たまものだ。乗せて、正解だった。そう思う疾風はやてであった。

　とは言え、だからといってそれが勝利に直結するわけではなかった。

「案外硬いな、こいつ」

「いえいえいえいえ！　硬い、ではありませんわ！　どうして素手だけですの!?　刀はどうなさったんですの!?」

「そんなものはとうに折れた。まったく、ナックルガードくらい標準装備で欲しいな」

「そういう問題ですの!?」

「まあそのへんの落ちてる武器を使うか。幸い、他の連中が持ってきてたからな」

　そう言って、あちこちに転がっているベゼル・キャリバー用の近接戦用武器を拾い上げ、極限生物ＥＲに叩たたきつけた。武器とのサイズ差を考えればそれはまるで、ちいさな子供が物もの干ほし竿ざおを振り回して布ふ団とんを叩たたいているかのごとき違和感しか感じられなかった。

「……やっぱりな。最後まで楽させてもらえるとは、思ってなかったけどな」

「な、な、なんですの？　一体何が起こってますの？」

「楽の定義が乱れる～って、かずみん、なんか出てきた？」

　見れば、切り刻まれ満まん身しん創そう痍いになった極限生物ＥＲの、体表組織とでも言えば良いのか、表面装甲と言えば良いのだろうか。分厚い硬質な外骨格がひび割れ、ボロボロと崩れ始め、そして中から破裂したように吹き飛んだのである。

「……なんですの、アレ」

「ベゼル・キャリバー……モドキ？」

　そして現れたのは。

　二足二に腕わんの、ベゼル・キャリバーを外骨格で模倣した極限生物ＥＲが姿を現したのである。

　そいつは、その頭部に当たる部位にある口こう腔こうを開くと、禍まが々まがしい光を噴射させた。

「それは、知ってる」

　即座に飛び跳ね避けた12番機に、更なる追撃を向ける、極限生物モドキ。その動きは物理法則を無視したかのような──重力制御や慣性制御を用いている証左──動きであった。

「中にこいつがいるとはね」

　苦々しげにそれを見つめる疾風はやての瞳には、どこか懐なつかしげな色合いが浮かんでいた。

　あの頃の、戦いと、仲間の記憶……見送ることとなった者たちの姿が──。

「────っ！」

「こ、コーチっ！　大丈夫ですの!?　まりえ、操縦、いつでも代われるように──」

「う、うん」

　肩を震わせている姿に、また発作かと、心配した一かず美み達だったが、それは違っていた。

「これは、発作じゃない……それに」

　これは、回顧だ。疾風はやての目に僅かに滲にじんだ涙は、背後の二人は気付かないでいた。

　疾風はやての操る機体の後方には、倒れた０３がいる。彼女はまだ──生きている。

「やらなきゃいけないことがある。お前を倒すために、僕を束縛するくびきを外させてもらう」

　その決意は、その言葉とともに力となり、彼を包む光を更に増す助力と成った。

　それは機体から吹き出る赤い輝きとも重なり、一気に12番機を駆けさせた。

　それは一個の巨大な弾丸と化し、一気にモドキへと突き進んだ。

　当然、回避行動に移るモドキだが、それさえも疾風はやてにとっては想定の範囲内であった。

「そう避けるのも、知ってるんだよ。僕は」

　加速し、圧倒的な速度でモドキへと突貫した12番機は、まるで偏差射撃でも行ったかのように、避けたモドキへと一直線にその運動エネルギーを拳に込め、全て叩たたきつけた。

「まさか、あの時の生き残り、ってわけじゃないだろうけどさ──今更出てくるなって話だよ。僕と同じにね……」

　無傷のままに見えるモドキに向かって疾風はやてはそう呟つぶやく。

　機体を地面に下ろし、背を向ける。

　ゆっくりと立ち去る12番機の後ろで、ゆらりとモドキが動き出すが、それは。

「誰だったかな？　ベゼル・キャリバーで内ない家か拳けんだったっけ？　使っていたの。アイツだったらもっとうまく出来たんだろうけど」

　モドキの背面が突き抜けて爆発するように吹き飛んだのは、彼の言葉が終わってからだった。




　三人の乗る機体は何とか最悪の事態に陥る前に、極限生物ＥＲの息の根を止めたのであるが。

「きゅう……」

「目が、目がぁ……回るのです……」

「お疲れ、さま」

　その疾風はやての言葉とともに、機体のあちこちに発生した異常を告げるアラート音とともに、一切の機能を喪失した中等練習機ＴＢＣ－４12番機は、大地に倒れ伏したのであった。

　それは同乗者への言葉だったのか、機体を労いたわるためだったのか。

　ともあれ最後に口にした疾風はやての言葉とともに、後に『第一次極限領域生物群海かい嘯しよう事変』と呼ばれることとなった戦闘は、一応の終結を迎えたのである。














エピローグ









　晴天に恵まれたその日、『対極限生物ＥＲ迎撃部隊日本基地』は、防衛大臣を迎えてこれまでに例を見ない、徽き章しようの授与式と、記念碑モニユメントの除幕式が行われていた。

　候補生達による、極限生物ＥＲ撃退──。

　それは、これまで行われてきた極限生物ＥＲへの対応と、今後の人材育成を主眼においた基地運営のあり方に強い追い風となったためである。ここぞとばかりに世論にアピールし、十全の体制を構築することが必然であるかのように、との思惑が絡からんだ、一大式典であった。

　中等練習機ＴＢＣ－４12番機は、動力炉リアクターや計器類を外され、記念碑モニユメントとなった。

　想定外に酷使されたため、12番機は修復限度を超え、記念碑にせざるをえなかったのだ。

　基地の格納庫ハンガーの入り口で行われることとなったそれは、天に拳を突き上げ、勇ましい姿で記念碑となった12番機を中心に、修復の成ったベゼル・キャリバーや練習機らが側面に並び、主役たちを鼓舞するかのようにその勇姿を見せていた。

「その貢献に対し、勲章を授ける」

　立派に作り付けられた舞台の上、演台を前にした大臣が、一人一人の氏名階級を読み上げる。それを誇らしげに聞きながら、舞台の前で立ち並ぶ候補生達。

　その筆頭にいるのは誰あろう、垂たる井い一かず美みと刈かり巣すまりえの二人であった。

「代表者二名、前へ！」





　──インタビュー記事から抜粋──

　素晴らしい活躍だったと伺っておりますが。

「私じゃありませんの」

　またまた、ご謙遜を。ええ、貴女あなただけの尽力ではないとおしゃりたいのですね。

「私じゃありませんの！」

　一躍時の人となってしまったので、気が動転しているのはわかりますが。

　最後の１機となってしまった状態で基地や霞かすみ目め一佐と、仲間の候補生達を守り抜かれたその奮戦は、すでに世界中で語り草になっていますよ。

「私じゃありませんの─────！」

「諦めなよ、かずみん」



　自分の功績をひけらかさない、実に奥ゆかしい日本的な女性だとして、垂たる井い一かず美み候補生は更に人気を博すことになるのだが、それはまだ先の話である。




[image: †]




「ありがとねぇ、疾風はやて君」

　騒動が一段落して後、笠かさ置ぎは基地の片隅に建立されている慰霊碑の前で花束を捧げる疾風はやてに、感謝の言葉を向けていた。

「なんのことです？」

　あくまでも知らぬ存ぜぬ、無関係を貫こうとしている体ていで、疾風はやては笠かさ置ぎの言葉を右から左に聞き流そうとした。

　しらばっくれちゃって、と笑う笠かさ置ぎに、疾風はやては懐ふところから取り出したカードキーを差し出した。

「もう、要らないでしょうから」

　そう言って笑みを浮かべる疾風はやてに、笠かさ置ぎはそのカードを見つめながら、指先で押し返した。

　彼はにやりと笑い、疾風はやてに有無を言わせぬ口調でこう告げた。

「今回は無理やり無かったことにしたけど。わかってるよね？」

　どう見ても候補生では無理な機動を、アイリーンの実験の成果だったと偽証して疾風はやての存在を無かったことにしたのだ。お陰で博士は今、その再現を例の二人で行えるようにするため、合奏制御アンサンブル・スタートアツプの実証実験を推し進めている。彼女らは、まさにファインマン博士の玩具モルモツトと化している。

「……現役復帰しろ、ってことですか？」

「即、そうしろとまでは言わないよ。幾ら実戦で発作的な症状が押さえ込めたからって、今回の一件だって、どう影響が出るかまだわかんないんだからね」

　そう告げられて、疾風はやては目を伏せ頷うなずく。０１に乗っていた時の、精神、神経、肉体への影響はどのように現れるのか未だ分からないからだ。

　疾風はやてにはその傾向は未だ出てはいなかったが、過去の頻繁な出撃履歴を鑑かんがみれば、そう遠くない時期に訪れるかもしれない。

「まあ、意地っ張りな吹雪ふぶきくんが言えないだろう事さ。でも、僕は……いや、そうじゃないな。すまん──正直に言おう。探り合いはなしだ。僕は君たちがあの頃のように昼夜なく戦わなくていい体制を作るつもりだった。が、実際はこの通りだ。極限生物やつらが数に物を言わせればあっと言う間に破綻するような、ね。本当にすまん。だが、僕は吹雪ふぶきくんが悲しんでも、それでもまげて頼みたい。君の力が必要なんだ。人類のために、どうか戦ってはくれないだろうか」

「──僕、実は一度もそう言われたこと、なかったんですよね」

「はは。まあ、そうだろうね」

「笠かさ置ぎ司令。何、疾風はやてを懐柔してるんです？」

　そんなやり取りをしている二人の背後から、小気味よい声が響いた。驚いた二人が振り向くと、吹雪ふぶきが全身に包帯を巻かれた状態で、松まつ葉ば杖づえをついて立っていた。

「ったく、司令のそういうところ、私、嫌いです。疾風はやては今回限りでしょ？」

「吹雪ふぶき！　退院したの!?」

　疾風はやてが声を掛けるが、吹雪ふぶきは笠かさ置ぎ司令を睨にらんだままだ。

「ピンチ、ピンチ、大ピンチ！　そもそも今回の一件って、常時の備えの甘さと戦略のツメの甘さが露呈したんでしょう？　それを現場の搭乗者パイロツト側が辛かろうじてフォロー!!　しかも、候補生や教官、元搭乗者パイロツトまで引っ張り出して！　吹雪ふぶきくんが悲しんでもって……私と人類を引き合いにして疾風はやてを焚たきつける前に！　司令部や国とかで、やることが山ほどあるでしょがぁっ！」

　そう、吹雪ふぶきが一気にまくし立てる。言い訳も出来ずに困ったような苦笑いしか返せない笠かさ置ぎと、これまた困った顔をした疾風はやてが頭を搔かく。

「えっと……吹雪ふぶき？　傷に障さわるから、あんまりカッカしない方が良いかなって……」

　居いた堪たまれなくなったのか、疾風はやてはなだめるが、吹雪ふぶきはと言うと、深々とため息を吐いた。

「……疾風はやてって、本当、昔から甘いよね。そんなだから、無理させられるのよ？」

「いや、無理してるのは、どちらかというと吹雪ふぶきの方だと思うな……」

　そう指摘された吹雪ふぶきは、言葉に詰まったように苦い顔をした。

「無理って、別にそういうつもりはなかったんだけど……」

　吹雪ふぶきはごにょごにょと言葉を濁す。松まつ葉ば杖づえを突いて包帯を全身に巻いている今の状態では、上う手まい言い訳が出てこないようだ。

　疾風はやてはちらりと笠かさ置ぎ司令の方を見た──が、司令は吹雪ふぶきの注意が逸それた隙に、彼女の不機嫌から逃れるように、踵きびすを返してそそくさと去った後だった。

　疾風はやては困ったように肩をすくめることしかできなかった。

「……って、そうじゃなくって！　やっと病院から出られたから来たわ。疾風はやてってば、ずっと顔出してくれないから、どうしてるのかと思ってたけど……」

「自衛隊病院じゃあ、そう簡単に顔出せないよ。そのくらいわかるだろ？」

「ええ、まあ、うん……」

　そう呟つぶやく吹雪ふぶきは少し疲れた顔をしている。退院したとはいえまだ怪け我が人にんだ。無理は良くない。

　慌てて疾風はやてが駆け寄り、椅子に彼女を座らせた。思わぬ行動だったのか、吹雪ふぶきは驚く。

「あ……ありがとう────えっと、疾風はやて？」

「ん？」

　椅子に座って吹雪ふぶきは見上げる。その頰はやや染まっている。

「あの、助けてくれて……ありがとう。その、まさか、出てくるとは、思わなかった」

「……あ、うん……いや、いい。良いきっかけになったから」

　あんな悲ひ愴そうな声で助けを求められたら、手を差し伸べずにはいられない。

　結果、一時的にせよ、疾風はやてを縛っていたくびきを外すきっかけになった。不安要素はあったが、少しは彼女の手助けになったのなら、それはそれでいい。

「疾風はやて」

　不意に吹雪ふぶきが声を掛けた。彼をじっと見ている。何かをねだっているようだ。

　疾風はやてが首を傾かしげても、吹雪ふぶきは黙って彼を見つめているだけだ。

　一方、吹雪ふぶきは全く行動を起こさない疾風はやてに焦じれたのか、膨ふくれっ面つらをしてそっぽを向いた。

「あ、ごめん……」

　そう言って、疾風はやては吹雪ふぶきの頭を撫なでた。彼女はとても気持ちよさそうに…………

「……ちょっと違うけど、まぁいいわ」

　望んでいたことから外れていたらしい。吹雪ふぶきが不満そうな声を上げた。しかし、撫なでられること自体はまんざらでもない様子だ。猫のように目を細めて気持ちよさそうにしている。

　と、ちょうどその時、眩まぶしい光が彼らを襲った。

「ひゃっはー！　我が基地きっての猛獣を可か愛わいがる貴重な場面、激写[image: ～][image: ～][image: ～]。我らが『英雄』熱愛発覚、ってとこでネットにｕｐろうかな？　いやあ、これはバズるね、かけてもいいよ」

「何!?　……って、あれ、祥しよう子こ？　あんた、危篤状態じゃなかったの!?」

「いやいや。勝手に生死の境を彷徨さまよってることにしないでよぉ」

　黒くろ江え祥しよう子こ特務二佐がカメラ付き携帯端末を片手に、ニヤニヤと笑いながら、二人を見ていた。

　吹雪ふぶき同様、祥しよう子こは松まつ葉ば杖づえをついている。ふらつき具合といい、足取りはかなり怪しい。

「黒くろ江え？　もう退院したの？」

「あ、疾風はやてさんちーっす。ご無沙汰してますです。基地構内で民間ネットワークは一応禁止だけど、私の権限で上げちゃうよぉコレ！　期待の新人教官、英雄と熱愛かっ!?　てね」

「ちょ……！　勝手なことしないでよ!?」

　吹雪ふぶきが椅子から立ち上がろうとするが、彼女の足取りも相当怪しい。疾風はやてが慌てて肩を摑つかんで、再び彼女を椅子に座らせた。でも、あれ？　今、祥しよう子こが何か言っていたような……？

「…………『新人教官』って……何？」

「およ？　新人教官で『若わか松まつ疾風はやて』って、公式アカウントに載ってたけど？　あれ？　違うの？」

　尋ねる疾風はやてに、首を傾かしげて祥しよう子こが答えた。

　慌てて、疾風はやてが懐ふところから携帯端末を取り出して、確認する。見ると、広報用公式アカウントに新人教官として自分の名がしっかり上がっている。なんだ、これ？　初耳だ。

　疾風はやては先ほどの笠かさ置ぎ司令との会話を思い出す。

　現場復帰か？　と尋ねた返答に笠かさ置ぎは『即、そうしろとまでは言わないよ』だとか言っていた。その後は、疾風はやての身体を気遣い、さらに、真摯にお願いするような態度──。

　やられた、と疾風はやては天を仰いだ。

　疾風はやての現場復帰は既に決定事項だったのだ。

　言質こそ取られていないが、容認した態度ではあった。だいたいカードを返しそこねた時点でこちらの負けだ。相変わらず、とんだ狸親父だ。

「疾風はやて……現場に帰ってくるの？」

　吹雪ふぶきが訝いぶかしそうにしつつも、尋ねてくる。しかし、何気にその目は期待と不安が入り交じって潤んでいる。ここで疾風はやてが否定すると、絶望の淵ふちに墜おちそうな気さえする顔だ。

「あ……いや……。うん、そう！　流石さすがに実戦部隊に戻るのはきついから、教官としてだけど！　僕もあんまり無理出来ないからね！」

　疾風はやてはわざとらしいほど明るく答えた。というより、そう答えなければいけない雰囲気だ。

「疾風はやて……」

　一瞬、信じられないような顔をした吹雪ふぶきが、一気に明るくなり、彼の腕を抱きしめた。

　やっぱりそう。強がっていても、吹雪ふぶきは笠かさ置ぎ以上に彼の復帰を熱望していたのだろう。

　そして、疾風はやてが彼女からねだられたら断れない性分なのを知っていて……

（謀はかったな……！）

　吹雪ふぶきの耳に入れば、否いやが応おうでも自分が引き受けざるをえなくなると、分かって先手を打った狸たぬきジジィに、心の中で疾風はやてが憤然となる。

　自分も、彼のことが嫌いになりそうだ。いや、好きだったことなど無いが。

「うはぁ～。懐なつかれてるねぇ。さっすが王子様！　これ以上写真撮っちゃったら、馬に蹴られそう[image: ～][image: ～]。いや、ごちそうさま！」

　そう、にやけて言う祥しよう子こだったが、追って駆けつけた看護師らが彼女を発見、即確保し、そのままストレッチャーに強制的に乗せられ、運び出された。

　どうやら祥しよう子こは、病院を脱走して来ていたようだった。

「呆あきれた……まだ入院中だったんじゃない」

　ストレッチャーの上でヘラヘラ笑う祥しよう子こを見送りながら、吹雪ふぶきがため息を吐ついた。

「あ、でも、疾風はやて……」

「あ、うん……。もう腹は括くくったから、ね」

　だいぶ成り行きだけど──

　ただ、彼女が無理を重ねていたのを、疾風はやてが見かねていたのは間違いない。二人の元落ちこぼれも、放っておけなかった。今回、なんだかんだ言いつつも、自分は笠かさ置ぎの思惑通りに動いていたのは分かっていた。でも、これからは、この三人を置いて、自分だけがいつまでも安全な場所にいるわけにもいかない。

「────聞いてる？」

　まだ少女らしさを残した甲高い声が疾風はやての耳に響いた。

「──疾風はやてっ!!　聞いてるの!?」

「……あ、ごめん。何だっけ？」

　どうやら吹雪ふぶきが話しかけていたらしい。疾風はやてはうっかり考え込んでいて、聞いてなかった。

　曖昧に笑みを浮かべて尋ね返したのだが、何かが吹雪ふぶきの気に障さわったらしく、先ほどとは裏腹に、いきなり不機嫌な面持ちになっていた。

「生返事ね。別にいいけど……。でもっ！　代わりに今度の休み、どっか連れてって！」

「あー。あはは……わかりました、お姫様」

　そんな二人を遠巻きに見つめる観衆の目が有ることに気づいたのは、暫しばらく後のことだった。


終劇













あとがき






「宇枝氏、まずは作品のジャンルを決めておこうと思う」

「編集Ｋ様。それについては、実はもう考えております。異世界に行って駄女神にチート能力を貰って俺TSUEEEをするという──」

「却下だ馬鹿者！（打撃）」

「ぐはっ!?　な、何故ですか！　異世界チート俺ツエー！　は鉄板では!?」

「確かに手を変え品を変え、異世界でチート能力無双系は相変わらずの人気だ。やりようによってはまだまだ行けるだろう。だがしかし、それでは凡百の作品に埋もれてしまいかねない！」

「で、では何を──」

「……ロボだ」

「は？　ラノベでロボですか？　それは──」

「わかっている。ラノベ業界において、ロボット物は難しい。だからこそ、だ!!」

「ラノベでロボ……確かにエリア○やフル○タ、Ｅ○コ○バッ○とか？　そういや最終巻──」

「それ以上いけない」

「アッハイ」

「ともかく、ロボだ。しかも、ただのロボではない。書くにあたっては様々な練り込みが必要だろう。いいかよく聞け──」

「……（何言ってだこいつ）」




　と言うような経緯があったりなかったりして出来上がった今作ですが、いかがだったでしょうか。あとがきから読む派の方、そんな感じのノリで作った作品ですので、楽しんでいただければ幸いです。

　思えば某出版社から拙著のとあるネット小説の書籍化が決まった後に応募して落ちた電撃小説大賞で拾い上げてもらったのが始まりでした。編集のＫ氏からお話を頂いた時は、またまたご冗談を、というのが本当のところでした。ですから、まさか本当に電撃文庫から出せることになるとは思いもよらないことでした。正直、書いた本人が一番ビックリしています。

　この作品は、編集のＫ氏はもちろんの事、たくさんの方のお力を借りて、出来上がりました。

　イラストを担当していただいた白兎うゆ先生には望外の美しい絵を描いていただき、本当に有難いことでございました。この場を借りてお礼申し上げます。

　そしてこの本を手にとって下さった方にも、百万の感謝を。

　またお目にかかれることを祈って。


平成三十年五月　　宇枝　聖
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宇う枝えだ 聖ひじり

20世紀の後半、大阪府に生まれる。空想科学と幻想世界の物語に浸りながら育ったが故に、21世紀にはロボが世に満ちる事を妄想するが、未だにその気配が希薄なことに落胆しつつ、その妄想を世に出すに至る。なお不思議な事に妻帯者である。これは空想ではない。
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イラスト／白しろ兎うさぎうゆ

初めまして、ぴっちりスーツを愛する白兎うゆです。

最近ダイキャストのロボットフィギュアにハマってしまって専用のガラスケースを買ってしまいました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「宇枝 聖先生」係

「白兎うゆ先生」係
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